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「わたくしが、ですか……？」

　レオノアは驚おどろいて、正面に座ざした父王を見た。

「おまえが、ですよ。レオ」

　父の隣となりから、母親であるエレガニア妃ひが答える。

　その口く調ちようは優しかったものの、有う無むを言わさぬ響ひびきがこもっていた。

　こうなると、母には頼たよれない。が、

「まさかこんな急に、おまえを嫁よめに出すとは思っていなかった。私も驚いておるのだ」

　海に浮かぶ小さな島国、ベルラネグロ公こう国こくの王、エストゥビオ四世──レオノアの父親は、どこか他ひ人とごとなふうで言うのだった。

「でも、なぜわたくしなのですか。お姉様ではなくて。アタルビルの王おう太たい子し様ともなれば、わたくしなどよりお姉様のほうがふさわしいのでは。お姉様でなければ、ボニータだって」

　レオノアは食い下がる。今夜、謁えつ見けんの間まに急に呼ばれたときには、予想もしていなかった展てん開かいだった。十六になったばかりの自分に縁えん談だんとは。それも、相手は海の王者と称しようされる大国、アタルビル王国の王子。長男にして唯ゆい一いつの男子だそうだから、ゆくゆくは、

「……わたくしがアタルビルの王おう妃ひに？」

　親とはいえど王の前だ。レオノアは心の中だけで「ないない」と手を振った。

「ベルラネグロの真しん珠じゆ」と呼ばれる四人の王女、その二番目。

　姉や妹たちの中で、自分だけがぱっとしないことはよく知っている。いちおうは「真珠」に数えられているものの、ただ気を遣つかわれているのは火を見るよりあきらか。

　二つ上の姉は、ベルラネグロにとどまらず、レイキャスト海全体に聞こえた美人だし、二つ下の妹もいずれそうなるだろう。末すえの妹はまだ九歳で、さすがに嫁に出すわけにはいかないとはいえ──自分がふさわしいとは思えない。

「レオノアや。こちらへおいでなさい」

　エレガニア妃が母の顔になって、手招きをする。レオノアを呼びよせると、そっと頭にその手を置いた。

「おまえは少々、謙けん遜そんしすぎるきらいがあるようですが、わたくしにとってはエルゼや妹たちとなにも変わらぬ、自じ慢まんの娘なのですよ」

「お母様……」

「それにだ、相手のほうからぜひおまえを貰もらい受けたいと言ってきたのだから仕し方かたがあるまい」

　母娘おやこの情感あふれる場面に、父王がひさしぶりに存そん在ざい感かんを主しゆ張ちようしてきた。

「──へっ!?」

　意外すぎる言葉に、レオノアは己おのれの身分も忘れてまぬけな音声を発はつしてしまう。

「あなた、仕方がないなんて、そんなこと」

　エレガニア妃が柳りゆう眉びを心持ち逆さか立だてた。だがレオノアの耳には届いてしまった後である。

「ぜひ、わたくしをと申もうされましたか」

「うむ。王太子オルフェス殿どのじきじきのご指名なのだ」

「な、なぜ……？」

「わからぬ。だがオルフェス王子といえば切れ者として聞こえた男。ただの気まぐれや酔すい狂きようで、わざわざおまえを望のぞむわけではあるまい」

「？？？」

　よく考えると失礼なのだが、頭の中に無数の「？」を詰つめこまれたレオノアに、父の発言につっこむ余よ裕ゆうなどなかった。

「……そのオルフェス様とやらが、何かものすごく変わった性せい癖へきの持ち主ぬしだとかいうことは……」

　切れ者と変へん態たいは、特に両りよう立りつが難むずかしいということもないだろう。

　レオノアは不安に駆かられたが、

「幸い、そのようなことはなさそうですよ」

　母が、それを緩かん和わするように言い添そえる。

「アタルビルの次期国王ともあろう方が、そんな頓とん狂きような方であるはずがありません」

「……はあ」

　それもただの、無む根こん拠きよな先せん入にゆう観かんですよね……。

　だが、ここへ呼ばれた時点で、そして相手が強く望んでいる──理由はまったくわからないが──以上、断ことわるなど不可能だとわからないレオノアではなかった。

　レイキャスト海の覇は者しやたるアタルビルに対し、ベルラネグロはその中の湾わん内ないにある小国にすぎない。

　それも、三百年前の大戦に敗北してからは、大国の顔色を窺うかがいながら不ふ利りな外交を強しいられる、ほぼ属ぞつ国こくなのだ。敗戦の際さい、領土の一部を献けん上じようさせられたとも聞くが、詳くわしいことは知らない。なにしろ三百年も前のことだ。

　そんなアタルビルの次期国王との縁えん談だん。やはり、この自分が選ばれた経緯いきさつが腑ふに落ちない。けれど、選ばれた以上、お断りすることもできないのだろう。

「そこでだ、レオ」

　父王は、ぐっとこちらに身を乗り出してくる。

「おまえを嫁とつがせるにあたり、ぜひ果はたして貰いたいことがある」

「──果たしてほしいこと？」

「そうだ。おまえも知っての通り、三百年前の戦いくさで、ベルラネグロはアタルビルに敗北した。その際、先祖代々王家に伝わった宝ほう珠じゆも奪うばわれたのだ」

「はい。そのことは存ぞんじております。けれど」

　なんだか嫌いやな予感がする。レオノアは、おそるおそる、

「まさか、このわたくしにその宝珠を取り戻せと仰おおせでございますか」

　父を窺ったのだったが、エストゥビオ王は真顔でうなずいた。

「うむ。その通りだ」

　そのまさかだった。

「おまえはほんとうに、察さつしがいいな。オルフェス殿がおまえを特に望まれたというのも、その利り発はつさを見こまれてのことなのかもしれん」

「そんな……わたくしに、盗みを働けとおっしゃるのですか」

「そうとまでは言わん。ベルラネグロの黒真珠……それが、いまだにアタルビルのものとなっていることには、私としても忸じく怩じたる思いがあるのだ。そもそも、三百年前の敗北の際、アタルビルに献上したのだが、ベルラネグロの宝珠と呼ばれた黒真珠だけは、両国に長く平和が保たもたれた暁あかつきには返却するという約束だったと古い文ぶん献けんには記しるされている」

　王は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「三百年だ。三百年の間、平和は保たれておる。にもかかわらず、向こうは再さい三さんの催さい促そくにものらりくらりとはぐらかし、返却する姿し勢せいすら見せん。このままでは、私が天に召めされたとき、ご先祖様に顔向けができぬのだ」

「はあ……そういうことですか」

　レオノアはあいづちを打ったが、なんだか納得したような、できかねるような。

「そこでおまえには、バローラ城──アタルビルの王宮である──のどこかに、今も眠っているはずのその宝珠を見つけ出してほしいのだ。存在さえ公おおやけになれば、アタルビルとて返却のための交こう渉しようの席に着かないわけにもいくまい」

「黒真珠、ですね……」

　たしかにかつて、ベルラネグロでは黒真珠が貿ぼう易えきの柱はしらだったと聞く。良質な真珠がいくらでも採とれたらしい。

　もっとも、それも文献の中に記されているだけで、今のベルラネグロでは黒真珠はもう採れない。国民のほとんどが漁ぎよ業ぎように従じゆう事じしているが、国情は苦しく、豊かとはいえない。

　従したがって、王家といっても贅ぜい沢たくな生活とは縁えんがない。もっとも生まれて十六年、贅沢なんてしたことがないし、貧しくても人々は明るく、助け合って生きている。

　そんなベルラネグロに、レオノアはなんの不満もなかったのだが、急にアタルビルの王太子妃になるなんて──。

　それはいわゆる玉たまの輿こしだが、

「政せい略りやく結婚、でもあるわよねえ」

　謁見の間を後にしながら、レオノアはそっとつぶやいた。





[image: ]






　いいえ、それどころかただの人ひと質じちでした……。

　アタルビルからの強い要よう望ぼう（強制ともいう）により、レオノアの輿入れはひと月後と決まった。

　前ぜん述じゆつの通り、ベルラネグロは貧しい国だ。それでも、王姫の婚こん礼れいとなればそれなりの支し度たくが必要になるし、小国であればこそ、持じ参さん金きんの工く面めんも難しい。

　ひと月で、大アタルビルの花嫁にふさわしい準備が調ととのうはずがない。

　だが、「持参金も献上品も必要ない。身ひとつできてほしい」と、向こうは言うのだ。

　一見、熱ねつ烈れつなラブコールのようだが、あいにくレオノアはアタルビルの王子とは面めん識しきがない。そもそも、ベルラネグロが浮かぶメヌード湾の、領りよう海かいより遠くにいったことすらないのだ。

　そんなベルラネグロにいる四人の王女のうちから、なぜレオノアが指名されたのだろう。

　いったい、いつ私を見み初そめたっていうの？

　そんな疑ぎ問もんが、十六歳のレオノアを不安にさせたのも当然のことだった。

　が、しかし、アタルビルが指定した期日に輿入れを間に合わせなければ、次期国王たる花はな婿むこに恥はじをかかせてしまう──。

　結局、レオノアは当初の予定よりだいぶ貧ひん弱じやくな花嫁道具と、だいぶ小規き模ぼな護ご衛えいの騎き士し団とともにメヌード湾を出ることとなった。

　船ふな旅たびは八日にもおよび、ようやく到着したアタルビルの王の城で、レオノアをさらなる衝しよう撃げきが見み舞まう。

「我わが国に嫁かしたからには、ベルラネグロを思わせるような物や人間は一切、城外に残して入城するように」

　という、世よ継つぎの王子からのありがたい暴ぼう言げんだった。

　その無む茶ちやな言い分にさえ、小国ベルラネグロからの花嫁は従わなければならないのである。

　むろん、これにはさすがにレオノアに付き添ってきた王おう候こうと、近この衛え師し団だん長ちようは反はん撥ぱつした。

　揉もめること二日、その間、城下町の宿に普通の旅行客みたいに留とめ置かれたレオノアがいろいろなことをあきらめはじめたとき、未来の夫からの最後通つう牒ちようが下された。

「花嫁という名の人質だ、ということぐらい読めないのか」

　それ、絶対言ったらあかんやつやないですか……。

　薄うす々うす感じてはいたが、あらためて通つう告こくされるとさすがにへこむ。

　美お味いしい話には裏うらがある、ってことね。

　いや、特別美味しいとも思っていなかったけれど。

　──ただ、丈夫で長持ちぐらいのとりえしかない平へい凡ぼんな自分だから、相そう応おうな結婚相手とそこそこの幸福が用意されていればいいと思っただけだ。

　しかし、こうなったらしょうがない。ここで尻尾しつぽを巻まいて逃げ出すわけにはいかないんだし。……そんなことをしたら、アタルビルの誇ほこる王軍がベルラネグロに侵しん攻こうしかねない。

　故こ郷きようを焼け野原にする気は毛もう頭とうないレオノアの精神は、姉妹の誰だれよりタフだった。

　それに。

　私には、果たすべき任にん務むがある。

　その使命を思えば、人質として扱あつかわれるぐらいがちょうどいいのかもしれない。







　かくして、レオノアは文字通り、身ひとつで入城することとなった。

　傍そば仕づかえの侍じ女じよの一人すら置くことも許されず、入城を認められたのはペットが一匹だけ、というこの待たい遇ぐう。たしかに嫁よりは人質といったほうがしっくりくるだろう。
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　近頃都みやこで流は行やるもの。海の向こうからやってきた、なにも持たない花はな嫁よめさん。

　お付きはたったのヤギ一頭、庶しよ民みんよりも庶民なプリンセス。そうこなくっちゃ、めでたくない。パレードなんかじゃ庶民の腹は膨ふくれない。真しん珠じゆの姫君は庶民の味み方かた！




「……というわけで、国民の間で披ひ露ろう宴えんも儀ぎ式しきも端は折しよっちゃって、家族だけでの食事会で婚礼をすませるのが流行してるみたいですよ。なんだったっけ、そうそう地じ味み婚こん。地味婚っていうらしいです」

「はあ……」

　レオノアはため息ともつかぬ声を発はつし、鏡かがみの中の自分を眺めた。

　そう言われましても……望のぞんで「地味婚」したわけじゃないんですけど。いえ、決して派は手でにやりたかったとかそういうことでもないけれど。地味上等、質しつ実じつ剛ごう健けん。

　レオノアの侍じ女じよとなったのは、リサというレオノアと同い年の娘。首都エスティロで生まれ育った生きつ粋すいの城下町ペケニヤっ子で、父親も城内の警けい護ごにあたっている兵士だ。

　明るく屈くつ託たくのないリサは、お喋しやべりが大好きな少女でもある。今も、レオノアの髪かみを手て際ぎわよく結ゆい上げながら、都に住む庶民の噂うわさを聞かせてくれた。

「いいのかしらね、それで」

　豪ごう華かな披露宴を行うことが正しいとは思わないけれど、地味婚が主流になれば、それはそれでどこかに皺しわよせがいくだろう。髪結い、ドレスメーカー、仕し出だし料理屋……仕事を削けずられ窮きゆう乏ぼうするのも、また庶民なのだ。

　たとえば今、レオノアが着ているドレスだって、朝ちよう餐さん用のあっさりしたものだとはいえ、質しつ素そな暮くらしに馴な染じんだ身には少々心苦しい。でも、仕立てた者は、それによって生せい計けいを立てている。

「いいんですよー。ちょっとやそっと注ちゆう文もんが減ったぐらいで、潰つぶれる店なんてありゃしません。アタルビルの国民は、たくましいんです」

「……そうね」

　なにしろ、王族からして魑ち魅み魍もう魎りようだものね。

　とは言えず、レオノアはあいまいに微笑ほほえむ。

「それより、妃ひ殿でん下か、いえ若奥様のおぐしは、ほんとうに美しゅうございますわ。まるで日光をそのまま紡つむいだようなこのお色、絹きぬ糸いとよりも細くて艶つやもあって」

　レオノアの内心の憂ゆう鬱うつを悟さとったか、リサはさっと話題を変える。

「まあ、私にだってひとつぐらいはきれいなところがあっても、ばちは当たらないわね」

「またまたぁ、ご謙けん遜そんを」

　リサは笑うが、その後微び妙みような顔になった。

　レオノアは特に謙遜しているつもりはない。ベルラネグロの四姉妹の中でも、抜きん出て普通なルックスは、祖国でも親したしみやすいと人気だった──それこそ「庶民」に。

　真珠姫だの言われても、美しい姉と妹たちのついでに数えられただけのこと。四人いるのに、一人だけ外はずしたのでは失礼だということなんだろうとレオノアは解かい釈しやくしていた。

　リサと気の置けない会話をできたのもそこまで。

　ノックとともに、朝餐の支し度たくが調ととのったという伝でん令れいの声を聞くと、とたんにレオノアは顔が引きつるのを覚えた。

　それでも表面上は平へい静せいに努つとめつつ、

「わかりました。今参まいります」

　と、豪ごう奢しやな金銀の刺し繡しゆうで飾かざられた椅い子すから立ち上がる。

　そのレオノアの首からケープを外しながら、リサはなにやらもじもじしている。

「なあに？」

　問うと、少し迷うそぶりをした後、

「あの、……がんばってくださいね、ひで、若奥様」

　遠えん慮りよがちな声は、さっきの伝令と同じ響ひびきだ。

　つまり、侍女からも若い兵へい卒そつからも気の毒どくがられているわけだ。レオノアの輿こし入いれに関して、城内の者は都の民たみと意見を同じくはしていないらしい。なにしろ、お供ともはヤギのペーター先輩一頭きり。

「あ、すみません！　あたしったら、友達みたいに『がんばれ』だなんて」

「いいえ。あなたの優しい心は、かえってありがたいわ。なにしろ──」

　ここからは戦争ですものね、という語ご尾びは慎つつしんでおく。

　レオノアに与あたえられた部屋を出ると、扉とびらの両側で直立していた兵卒たちに挨あい拶さつをする。

「──旦だん那な様は、今け朝さはどんなご様子かしら」

　オルフェスの側用人たちに訊きいたのは、無言で廊ろう下かを進むのが、まるで処しよ刑けい場じように追いたてられる咎とが人びとみたいだと感じたせいだった。

　夫の様子など、訊くだけ無む駄だなのだが、とりあえず毎日訊たずねている。

「は、本日もまた……いつもと特に変わりがございません」

「それはよろしいこと」

　やはり、今日も無駄な質問をしてしまったようだ。

　嫁かしてひと月。毎日同じやりとりをしても、レオノアには夫のことなど何ひとつわからない。

　──だって、会話すらないんですものね。







　朝餐の間で、オルフェス──伝でん統とうと格かく式しきのアルタビル王国の現王であるデリダビド十四世の嫡ちやく男なんにして比ひ類るいなきオルフェス・カンパネラは新にい妻づまを待ち受けていた。

　いや、待ってなどいない。円えん卓たくに肘ひじをつき、つまらなさそうな顔をしている。その表情は、レオノアが入室しても変わらない。
















　というか、入ってきたことにすら気づいていない？

　よほど卓に近づいてから、初めて気がついたかのようにちらりと視線をよこした。

　長い眉まゆが心持ち吊つり上がり、紫水晶アメジストの瞳ひとみが絶対零れい度どの輝かがやきを帯おびる。

（フン）

　レオノアは胸のうちだけでつぶやく。もちろん、『笑わん殿でん下か』と呼ばれるオルフェスにしても、妻を前にして鼻を鳴ならしたりはしない。そんなふうには育てられていないからだ。

　だが、その表情は、鼻でも鳴らさないことには辻つじ褄つまが合わないほどに不ふ機き嫌げんそうで、なおかつ妻を妻とも思っていない……レオノアのことは、ただの人ひと質じちとしかみなしていないことをいかんなく伝えるものだった。

「ご機嫌うるわしゅう、王おう太たい子し殿下」

　それで、レオノアも心ない口く調ちようで言う。

　いつもなら聞こえているというしるし程てい度どに浅くうなずくオルフェスだったが、

「同じだな」

　なにを思ったか、今日は言葉を発した。

　うわ、なんか喋ったわ。レオノアは内心引きつつも、

「なにがですの？　王太子殿下」

　やはり取り澄すまして訊ねる。

「あなたが、毎朝同じ顔をして同じことを言うことを言ったんだ」

　オルフェスは無表情のまま、レオノアをぎくりとさせた。

　だけど、この人にだけは言われたくないわ……。

「変わりがないのは、よいことですわ」

　レオノアは、オルフェスの向かいに腰を下ろした。嫌いや味み言ってないで、さっさと朝ご飯食べちゃってよ、片づかないったらもう、と、給きゆう仕じ係がかりでも厨ちゆう房ぼう勤づとめの召めし使つかいでもないながら考える。人じん件けん費ひ削さく減げんのため、ベルラネグロでは四人の王女が交代で洗い物をしていた。

　レオノアが胸中を吐と露ろする前に、銀盆を捧ささげ持った召使たちが、しずしずと部屋に入ってくる。銀のトレイに白はく磁じの皿。ナイフやフォークにも、デリダビド朝の紋もん様ようが刻きざまれている。しかるに、オルフェスの字あざなはカンパネラ。順じゆん調ちように即そく位いすればカンパネラ七世となり、紋様もあらためられる。つまり──。

　──この銀製の食器も、お役ごめんになるってこと!?

　とんでもない。そう思うのは、レオノアが小国の出だからだろうか？　いや、アタルビルの多くの国民だって、同じことを考えるだろう。

　せめて、デリダビド十五世誕生まで、大切に保管されることを祈いのりたい。そうとでも思わなければ、やっていられないほどの贅ぜい沢たくをしている自覚、この人にはあるのかしら？

　レオノアは、銀のスプーンで掬すくったスープを口に運ぶオルフェスを盗み見る。

　説明しよう。朝餐の儀とは、あくまでオルフェスが朝食を摂とるということである。妻だが、レオノアがオルフェスと食事をともにすることは禁じられている。それがアタルビルの流りゆう儀ぎだと告げた人物の顔が脳のう裏りに浮かび、朝っぱらから嫌な気持ちになった。

　レオノアの朝食は、オルフェスがすませた後に自室でということになっている。それはむしろありがたいし、寝しん室しつが別々なのも大だい歓かん迎げいだ。

　だが、目の前で悠ゆう然ぜんとカトラリーを使う男を見ていると、どうしようもなく切なくなるのだった──空腹で。

　まったく、どうして毎日、貴重なご飯の時間すら他人次し第だいなのよ！

　まあ、他人ではないわけだが、結婚してひと月だというのに、新婚さんという語が遙はるか遠くに感じられる。冷めたのではない。もともと、これ以上はないくらい冷え切っている。『新婚さん』が向こうで舌したを出しているようだ。そもそも、レオノアを妃きさきにと望んだのはこの男だったはずだが、釣つった魚には餌えさをやらない的なことか？

　レオノアは扇おうぎを取り出し、慎つつましやかに、そして無意味に顔をあおぐ。お腹なかの虫の声など聞かせるわけにはいかない。「朝餐の儀」、それは夫が朝食を摂るところを妻が見学すること……時間の無駄遣づかいにも、ほどがある。ちなみに、昼ちゆう餐さんと晩ばん餐さんに関しては一日おき。ときにはお呼びがかからない、心休まる日もある。

　とはいえ、見学という観かん点てんからいえば、オルフェスの外見がじゅうぶん観かん賞しように値あたいするとは、レオノアとしても認めざるを得えない。あくまで、観賞用ということなら、だが。

　漆しつ黒こくの髪は優ゆう雅がな渦うずを巻まき、その下の眉は優美な線を描えがく。透すき通ったアメジストの瞳と高い鼻び梁りよう。赤い唇くちびる。

　完かん璧ぺきな顔立ちに加くわえ、すらりとした長身は世の男が羨うらやむところだろう。つまりは、超ちよう絶ぜつな美形といってよかった。

　だが、美しいのは（たぶん）見た目だけで、まったく愛あい想そのない気き難むずかしげな顔つきと、無駄にひとを威い圧あつすることとで、人間的な魅み力りよくはじゅうぶん損そこなわれている。誰だれが呼んだか、氷の彫ちよう像ぞう。笑わん殿下といい、アタルビルの人々のあだ名のつけ方は実にセンスがいい──もっとも、そのおかげでレオノア自身も、『庶民のプリンセス』などという二つ名を冠かんせられることとなったのだったが。

　その氷の美び貌ぼうが、淡たん々たんと食事を続けている。

　空腹に堪たえながら、レオノアはそれをただ見ている。いかがなものでしょう、この習ならわし。意味がないと思うのは、めまいがするほどお腹が減っているからなのだろうか。







　やっとのことで自室に辿たどり着いたレオノアが、そこはかとなくオルフェスのよりも見み劣おとりするような気がしないでもない、それでも豪華な朝食にありついていると、ふたたび扉がノックされた。

　すぐにリサが立って、応対していたが、戻ってきたときはやや表情を曇くもらせている。

「若奥様、あの……」

「な、なにかしら？　どなたか私にご用でも？」

　その顔つきを見れば、アレだな、と見当がつく。

　だが、九く分ぶ九く厘りんそうでも、違うかもしれないという期待はあった。

「はい。セレーネ様がその、若、奥様に今すぐお部屋までいらっしゃるようにと……」

　予感が的てき中ちゆうしても、まったく嬉うれしくはない。

「今すぐに、なの？」

「ええ。若奥様はお食事中ですと申し上げはしたのですが……」

　レオノアは、まだほんの少し手をつけただけの食卓を、名残なごり惜おしく見やった。しかし、そういうことならしょうがない。今すぐと言われれば、今すぐに出で向むかないと、リサまでが気の毒なことになりかねないのだ。

「わかったわ。リサ、私のドレスや髪はどう？　おかしくないかしら？」

「いいえ、どこもおかしくなどありません！　若奥様はいつものように生き生きとしておきれいでいらっしゃいます」

「そう。なら、紅べにだけ直してちょうだい。それと、ペーター先輩のこと頼たのむわね」

　ナプキンで口くち許もとと未み錬れんをぐいと拭ぬぐい、レオノアは席を立つ。ベルラネグロからの荷にや従じゆう者しやはすべて門前払ばらいされたが、唯ゆい一いつ城に入れることを認められたペットの世話を侍女に託たくし、食卓を後にした。

　部屋を出るとき、リサが大きくため息をつくのが聞こえた。







　価か値ち観かんというものは人それぞれである。そんなあたりまえのことが理り不ふ尽じんに感じられてしまうのは、押しつけられた他人のそれに納得していないからなのだろう。

「レオノア。その、趣しゆ味みの悪い髪飾りはなんなのですか？　紫の花を髪につける習しゆう慣かんは、アタルビルのレディにはないのだけれど。それとも、そういうのがベルラネグロの流行りなのかしら？」

　ずけずけと嫌味を言う、この人は誰なのかというと、セレーネ。オルフェスの姉君である。姉であるからして、年ねん齢れいは少なくとも二十一より上なのだが、それ以上はレオノアにはわからない。

　わかっているのは、セレーネとオルフェスの間にはあと三人の姫がいて、それぞれ他国に嫁とついでいることと、セレーネには婚こん姻いん歴れきがないこと。そして、セレーネの前で歳としや結婚の話題は絶対タブーということだけだ。

　あたりまえだが、レオノアにとってセレーネは義ぎ姉しである。だが、セレーネにとってレオノアは、たまたま弟の妻の座に座っているどこぞの馬の骨、にすぎないらしい。初対面から、やたらとレオノアに対しケンケンしており、それはオルフェスへの過か剰じような愛情からくるもののようだった。

　嫁ぎ先に厄やつ介かいな小こ姑じゆうとがいるなんていう情報を、レオノアは知らされていなかったから、この人はオルフェスの乳う母ばかなにかで、早くに母を喪うしなったオルフェスを手て塩しおにかけて育て上げた人で、嫁にオルフェスを盗まれたとでも思っているのだろうかと推すい測そくした──乳母ではなく実の姉だった以外は、すべて正解だった。

　アタルビルの現在の王、デリダビド十四世は、めったに公おおやけの場に出ないことで知られている。恥はずかしがり屋なのだ。まあ、そのこともレオノアはアタルビルにきて初めて知ったわけだが。賢けん妃ひと名高かった王妃を亡なくして以来、ますます内ない向こう性せいが進行し、今では城のどこかにある部屋に引っこんだきり、めったに姿を現あらわさないという。そこまでいくと、恥ずかしがり屋も度がすぎるだろうと思うが、一度だけお目通りしたデリダビド王は、たしかにキャラも存そん在ざい感かんも薄うすかった。

　結果として、この城の主あるじは実じつ質しつ的てきにはセレーネということになる。むろん、最愛のオルフェスを蔑ないがしろにしてまで出で張ばってくるわけではないものの、使用人の配置や、各種ルール──課かされているのは主にレオノアだけだが──が遵じゆん守しゆされているか目を光らせ、会議では常にセレーネの意見が優先されるかと思えば、行ぎよう事じを取り仕し切きるのもセレーネなのだという。とにかくセレーネ様抜きでは夜も日も明けないのだ、このバローラ城というところは。

　そんな最高権力者から、目の敵かたきにされている。夫はただ冷れい淡たんなだけだが、このセレーネははっきりとレオノアに目標を定さだめ、なにかと小うるさいことを言ってくる。
















　今だって、髪に挿さす花がアタルビルらしくない、というのがそこまでの重大事じ項こうだとは思えない。にもかかわらず、レオノアは頭に手をやりくだんの花を引き抜いた。些さ細さいなことで、嫌な気持ちになるのなんてごめんだ。

「これでよろしいでしょうか？　お義ね姉え様」

「フン」

　弟はさすがにやらないが、姉のほうは躊ちゆう躇ちよなく、そして豪ごう快かいに鼻を鳴らす。レディって、いったいなんのことかしら。

「反はん抗こう的てきだこと、その物の言い方。やっぱり、場ば末すえの小国から嫁など貰もらうものではないわね。おまけに、なにやらけがらわしい獣けものまで連れてきて。王女だなんていったって、どういう躾しつけをされてきたのだか……」

　はあ？

　レオノアは、膝ひざに置いた手でぎゅっとドレスを摑つかむ。ベルラネグロが場末かどうかは主観の問題としても、両親やペーター先輩まで貶けなされるのは我が慢まんならない。だが、ならない我慢をなさなければ、ここでうまくやっていくことなんてできないのだった。

　うまくやっていかなきゃ、ベルラネグロの民を幸福にすることなど叶かなわない。

　自分はただの花嫁ではない。父王の、ベルラネグロの願いが装そう塡てんされた銃じゆうなのだ。

　そう思えば、セレーネから粗そ末まつにされるぐらいでちょうどいいのかもしれない。レオノアの心は、いまだに故こ郷きようにあった。

　……三百年前の敗戦で、アタルビルに奪うばわれたベルラネグロの至し宝ほう。この城の、どこかにそれは眠っているはず……。

「──まあいいわ。マイナスならばともかく、ゼロになにをかけたって、ゼロ以上にはならないのですからね」

　というより、そろそろ今朝の分が切れたのでは？　なにがって、小言のネタが。

　そうつっこみたくなるくらい、ねちねちと言葉でレオノアをいたぶった後、セレーネはいかにも疲れた、という様子で首を振る。

　と、急にしゃきっとして、

「ときにあなた、乗じよう馬ばはお得とく意いだったわね」

　がらりと話題を変えてきた。

「はい。すごく上手というわけではありませんが……」

「あらあら、ご謙遜ね。まあ、ヤギと仲良しなら、馬の扱あつかいなどお手のものでしょう。いいわ、ならば狩かりのことは任せてもかまわないわね？」

「ええと──キツネ狩りのことでしょうか。それなら、ベル、いえ郷さとのほうで何度か」

　真しん意いが摑めないまま、レオノアは素す直なおに答える。

「そう、心強いわ。狩り場は西の森よ。大勢お客様がおいでになるから、粗そ相そうのないように。それじゃ、わたくしは出かけますから、後は頼んだことよ、レオノア」

「……はあ」

「はあ!?」

「御ぎよ意い」

「それと、プティ・オーリィに手助けなど求めてはなりませんからね。わかってらして？」

「承しよう知ちしておりますわ、お義姉様」

　やれやれと言いたいのはこっちだ。しかし、外出ということはうまくすると半日ぐらいセレーネから解放される。それに、謙遜をまじえなければ馬の扱いは得意だ。運動全般に長たけていることが、レオノアの二つしかないとりえのうちのひとつだった。残る半分は、言うまでもなく心身ともにタフであること。

　それにしても、いちおう結婚したはずなのに、夫より小姑と顔をつき合わせる時間のほうが長いというのはどうなんでしょう……アルタビルにきて以い来らい、レオノアの頭の中には「いかがなものか」というフレーズがやたら浮かんでいる。知らない国に急に嫁いできたのだ。多少の習慣の違いぐらいは、といったって多すぎる。

　レオノアが自室に戻ると、朝食はすっかり下げられた後だった。むろん、セレーネの差さし金がねだ。この城の中で、セレーネに逆さからえる者などいない。あの冷淡なオルフェスすら、セレーネに対しては一定の敬けい意いを払っているふうに見える。それが本心からのものであるかは別として。

　いや、あまり深入りしないように距きよ離りを置いているといったほうが正しいかも。

　なにしろ、二十一歳にもなった男の呼び名が「プティ・オーリィ」である。オーリィとは、オルフェスの愛あい称しようだ。澄まし返ったセレーネの顔つきが、その言葉を舌に乗せるときだけは和やわらぎ、声はとろけるように甘あまくなる。

　初めて耳にしたときには、レオノアは反はん応のうに困った。身の丈たけ高く、氷のごとき美び丈じよう夫ふが、「プティ・オーリィ」などと呼びかけられたのだ。入城したばかりで、最高に緊きん張ちようしていた頃だったからよかったものの、そうでなければ爆笑してしまったかもしれない。プティって！

　馴なれたとはいえ、セレーネが「プティ・オーリィ」と口にするたび、湧わき上がってくる笑いを必ひつ死しに嚙かみ殺すレオノアである。おかげで腹筋がさらに強くなった気がする。

　だけど、あんな鉄てつ面めん皮ぴでもセレーネにしてみれば、いつまでも小さな可か愛わいい弟ということなんだろうなとは想像できる──が、理解はできない。プティはないわ、プティは。ほんと、いかがなものでしょう。

　それはいいとして、アタルビルの狩かり場ばに出るのは初めてだ。きっと、お客様も大勢いらっしゃるのだろう。

　いや待て、それをもてなす女主人って私？　私なの？

　レオノアははたと思考を止める。この城の主は、実質上セレーネだ。仕切り大好きなあのお義姉様が、せっかくのキツネ狩りの日に留る守すをするだろうか。

　一いち抹まつの疑問を抱いだいたまま、言いつけ通りにオルフェスに頼たよることなく──そもそも頼りたくもないし──レオノアはリサを呼び、着替えを手伝ってもらう。

　濃のう紺こんの上着に乗馬用のズボンは、こちらに嫁いだときに既すでに用意されていたものだ。身ひとつで嫁入りしたレオノアは、当然ながらこの城の花嫁にふさわしいような衣い装しようなど一枚も持っていない。

　ところが、与えられた部屋のクローゼットには、真新しいドレスがぎっしりと詰つまっていた。ドレスに似合う、アクセサリーの類たぐいもどっさり。ベルラネグロにいた頃には目にしたことすらないような貴き石せきが、惜おしげもなく使われていて、レオノアは彼ひ我がの富とみの違いというものをあらためて知らされた。

　これらを用意したのは、もちろんセレーネでもなく、それ以上にオルフェスではありえないと思う。

　それでも、揃そろえるよう命じたのは、おそらくはセレーネだ。まあ、婚礼の儀も省はぶくレベルの人質であっても、便べん宜ぎ上じようは次期国王の妃になる姫。人前に出すのがはばかられるような身なりをさせておくわけにはいかない、ということなのだろうが。

　ただし、あくまで「便宜上」であって、セレーネがレオノアをオルフェスの正式な妃だなどと考えていないのは、決してレオノアを「妃殿下」とは呼ばないよう城内におふれを出したことからもあきらかである。

　そのことにリサは当とう惑わくしているし、他にも同じように感じている使用人も少なくない、と忠ちゆう実じつな侍女は言う。

『ですから、あたしたち心の中では若奥様のこと、ずっと妃殿下とお呼びしているんです！』

　その気持ちはありがたく受け取らせてもらうとして、

「ねえ。お義姉様……セレーネ様はもしかして、馬は不得手でいらっしゃるのかしら」

　身支度を整えながら、レオノアはリサに訊ねた。

「え？」

　鏡の中で、リサがぴくりと眉を動かす。

「ど、どうしてそう思われるのですか」

「なぜって、今日はキツネ狩りでしょ。オルフェス様はもちろんのこと、貴き族ぞくが大勢集まるのでしょう？　そんな場にあの方が現れないなんて、ちょっと考えられなくて。だけど、馬が苦手だということならば、わからなくもないというか。あ、それとも狩りそのものがお好きではないのかしら」

　リサは無言で、うつむいている。

「──リサ？」

「あ、いえ……そうですね、セレーネ様がキツネ狩りにいかれないのは珍めずらしいことです。で、でも、今日のお出かけのほうが、それよりも重じゆう要ようだったのではないでしょうか」

「そう。……そのお出かけ先がどこだかなんて、あなたに訊いてもしょうがないのでしょうね？」

「すみません……あたしは存ぞんじません」

　リサが否ひ定ていしないので、その話はそれきりになる。

　そして、まとめた髪をトップハットに押しこんでしまうと、あとはレオノアも出かけるだけだ。

　部屋の隅すみにちょこんと座っていたペーター先輩が、レオノアの外出に気づいたかのようにとことこ歩いてくる。

「あら、お見送りしてくださるの？　先輩」

　ペーター先輩は、つぶらな瞳をいっぱいに開いて、小さくメエエと鳴いた。

「やだ、裾すそを引っ張らないでちょうだい。せっかく調えたのよ？」

　レオノアは、その白い背中を撫なでてやりながら、「お留守番よろしくね」と、ペーター先輩とリサの両方に言った。

「あ、若奥様」

　リサが、なにか思い出したふうに駆かけよってきた。

　大ぶりのバスケットをレオノアに差し出す。

「あの、お弁べん当とうです。お口に合わないかもしれないけれど……」

「まあ、ありがとう。助かるわ。リサ」

　なにしろ、今日はここまで、食べ損そこねた朝食以外なにも口にしていない。思いがけない好こう意いに、レオノアは心から感かん謝しやした。

　だが、いつもなら照てれながら「当然のことです！」とでも胸を張るところ、リサはただ、困こまったようにうつむくばかりだ。

　なにかあるの……？

　レオノアは一抹の不安を感じたものの、おそらくリサは立場上、なにも言えないのだろう。不安はとりあえず胸にしまい、ただペーター先輩の世話だけをことづけると、レオノアは自室を後にした。

　長い廊下をカツカツと進むと、両側に居い並ならぶ兵士たちが、なぜだかはっとしたようにレオノアを見た。しかし、長ちよう剣けんを捧げ持った姿勢は崩くずさず、中にはあからさまに目を逸そらす者もいて、レオノアの不安をますます煽あおる。

　──おかしい。

　ここはひとつ、誰か捕つかまえて、どういうことなのだか質ただすべき？　でもどうせ、誰も正直に喋ってはくれないわね……。

　思い直したレオノアの視界に、淡あわいピンクのふわふわしたものが映った。

　それは、ドレスの裳も裾すそだった。

　やたらとリボンのついたひらひらのドレスに身を包つつんだ、若い女だ。レオノアは、彼女を知っていた。

　そして、相手もこちらを知っている。

「ご機嫌うるわしゅう、ミス・ベッピン」

「あら、レオノア様。お出かけですの？」

　声をかけると、ベッピン男だん爵しやく令れい嬢じようは初めてレオノアに気づいたそぶりをみせる。そんな偽ぎ装そうをせずとも、最初からバリバリに意識していたのはあきらかなのだが。

「ええ。西の森でキツネ狩りですの。あなたはいらっしゃらないの？」

「キツネ狩り……」

　整っているという以い外がいに、さしたる特とく徴ちようのないデラ嬢の顔に、薄うす笑えみが浮かぶ。顔の両側に垂たらした、逆ぎやく円えん錐すい形けいの黒い巻き毛もかすかに揺ゆれた。

「残念ながら、わたくしは参りませんわ。なにしろ、この装よそおいですので」

「そうね。よけいなことを伺うかがってごめんなさい。では、ご機嫌よう」

　レオノアは、さっさとデラ嬢の脇わきを通り抜けた。礼れい儀ぎ上じよう、レオノアが通り過ぎるまで、彼女は低てい頭とうしていなければならない。それはきっと、たいそう不ふ本ほん意いなことなのだろう。ベッピン男爵といえば、アタルビル海軍総そう督とくを務つとめたのちに、爵位をいただいたという異色の経歴の持ち主。今なお、軍事面には強い影えい響きよう力りよくを発はつ揮きするという。つまり、デラ嬢は相そう当とうな有力者の娘なのだ。

　背中に刃やいばのような視線が突つき刺ささるのを感じながら、レオノアは先を急いだ。

　いや、待て。

　正門を出たところで、レオノアは気づく。ということは、オルフェスも今日の狩りには不参加なわけだ。それって、いかがなものでしょう？

　なぜならば、デラ嬢はオルフェスを訪たずねてきたに違いないのだ。今日で三回めの鉢はち合あわせ、つまりひと月で三度の訪ほう問もん。独身の王太子ならともかく、結婚したばかりのオルフェスを妙みよう齢れいの娘さんがひんぱんに訪ねてくるのは──それもやっぱり、いかがなものでしょう？

　もっとも、未み婚こん既き婚こん関係なしに、彼女はオルフェスのもとに通ってくるのだろうとは思う。幼おさな馴な染じみだというし、セレーネにも気に入られているようで、城にくるたびに三人で奥にある秘密の間で過ごしている。そこは、レオノアが近づかないようにと厳げん命めいされた部屋のうちのひとつなのだ。

　気にならないといえば噓うそになるが、レオノアにオルフェスのプライベートを管理する権けん利りはない。

　いや、妻として口出しをするぐらいは当然だろうが、そんなことをしたらデラ嬢うんぬんより先に、セレーネに頭からもりもり食われてしまいそうだ。

　いやいや、そんなことよりも。

　──問題は、狩り場に誰もいないっていう、この事実。

　レオノアは、広大な庭から続く森の入口で一人、途と方ほうにくれていた。

　西の森って、ここよね……馬からひらりと飛び下り、手た綱づなを引いて歩き出す。もしかしたら、皆さんはもう森の中に集まっているのかもしれない。というか、私、遅ち刻こくしたの!?

　焦あせったレオノアは、ともかく人ひと気けを求めて進む。次第に深くなる森の中、だが誰の姿も見えず、声すら聞こえてこない。

　もしかすると、これは罠わなだったのかも。そう気づいたときには、だいぶ奥まで分け入っていた。

　なんの罠かって──それはもちろん、セレーネによる嫌がらせだ。偽にせの情報でレオノアを操あやつり、森の中で迷子にでもなればいいと企たくらんだに違いない。そういうことなら、出がけにいき会ったデラ嬢の、人を小こ馬ば鹿かにしたような薄笑いの意味もわかる。なんといっても、あの女はアレの腰ぎんちゃくなのだ。

　で──はい、しっかり迷いました。

　手綱を握にぎりしめ、レオノアはあたりを見回す。どこまで目を凝こらしても、鬱うつ蒼そうと繁しげった背の高い木々の梢こずえが視界に広がるばかり。少し広い場所があったと思えばいき止まり。似たようなことを、もう三回もやっている。でも、ここはさっきのあの場所とは違うみたい……。

　いったい、この森はどういう構こう造ぞうになっているんだと溜息をついたとき、ガサガサと音を立てて、なにかが低てい木ぼくの繁みを揺らした。

　──誰っ!?

　レオノアは反はん射しや的てきに後ろへ飛びすさる。葉ずれの音をさせながら出てきたのは──。

「なんだ、お猿さるさんじゃない」

　銀色の毛に蔽おおわれた、初めて見る種類の大型の猿だったが、しょせんは猿である。ヤギを室内で飼っているレオノアにとって、恐れるような相手ではない。

「どうしたの？　ほら、こっちへおいで──あ」

　思いついて、馬の首からぶら提さげたバスケットを外す。

「誰もいないんだから、こんなところでお弁当食べちゃってもいいわよね」

　猿に向かって言い、色どりよく詰められたサンドウィッチを銀色の猿に与えてやった。

　猿と二人（？）、隣となり合った切り株かぶに座って、サンドウィッチを頰ほお張ばる。午ご餐さんの時間すらとうに過ぎているだろうが、迷っている間は空腹を忘れていたのだ。

　そうしてやっと人ひと心地ごこちがつくと、猛もう然ぜんと怒いかりが湧いてきた。

「それにしたって、なんなの!?　あの小姑！」

　いくら私のことが嫌きらいでも、ここまでやるか？

　眼まな裏うらに、セレーネのつんと澄ました顔がぼわんと浮かぶ。レオノアは、その面おも影かげに向かって拳こぶしを繰り出した。二、三発も殴なぐってやらなきゃ、腹立ちがおさまらない。って、エアパンチですけども。

「くそう！　黒真珠の件がなきゃ、とっくに出てってやるのに！」

　約束は守られるべきだと、レオノアは思う。

　だから、ここに嫁いできた。

　城内のどこかに、必ずベルラネグロの宝珠に関する情報がある。あるいは、知っている人物が。盗み出そうというのではない。父に命じられた通り、ここにあるという事実さえ摑めば、レイキャストの連れん合ごう国こくにアタルビルの不正を訴うつたえることができる。返へん還かんのための交こう渉しようをお膳ぜん立だてしてもらえたら、こちらのものだ。

「……そうよ、小姑にイビられて、こんな所でめそめそしてる場合じゃないんだわ」

　レオノアは固めた拳に息を吹きかけ、雄お々おしく立ち上がった。嫁してひと月、セレーネの嫌味攻こう撃げきに耐たえるばかりで、宝珠の捜そう索さくのほうにはまだ手をつけられていない。

　幸い、セレーネは現在、留守である。この隙すきに、小姑の部屋にでも忍しのびこんでやろうかしら。

　乗馬ズボンについたパン屑くずを払っていると、背後でまたもやゴソリ、と音がした。

「はいはい、もうお猿さんはお腹いっぱいで──す、す!?」

　振り返ったレオノアが見たもの、それは猿ではなかった。

　それよりもずっと図ずう体たいの大きい、凶きよう悪あくそうな面めん相そうの獣が、レオノアを見下ろしていたのだ。

「く、熊っ、ヒグマっ」

　さすがにレオノアを恐きよう怖ふが貫つらぬく。なんで冬にヒグマが出るのよ、この国ときたら、獣までもが常識知らずか！

　敵は後ろ足で立ち、前足を大きく広げてレオノアを威い嚇かくする。今にも襲おそいかからんばかりの体勢だ。

「嫌、いやああああ！」

　レオノアは急いで、馬に飛び乗った。駆け出すや否いなや、背はい後ごからどすどすと不ふ吉きつな足音を立てて熊が追ってくる。

　馬には気の毒ながら、命は惜しい。レオノアは鞭むちを力いっぱい振り下ろし、馬を急がせた。それでも、足音は遠ざからない。なんて速い熊なんだ。

　森の中をめちゃくちゃに駆け抜ける。もう、迷子とか言っていられない。とにかく、外へ──人のいる所に逃のがれなければ。

　だが、どこに人がいる所、があるのかがわからない。

　藪やぶにつっこみ、ぬかるみに滑すべりそうになりながら、ひたすら迷めい走そうする。

　馬鹿ね、めちゃくちゃに走らせたって、馬を疲れさせるだけじゃない。そう思うが止まることもできないレオノアの目の前を、そのときなにかがさっと横切った。

　宙ちゆうを舞まう、白い身体からだ。

「ペ、ペーター先輩!?」

　だが一いつ瞬しゆんでその姿は消え、代わりに視界の彼方かなたにぽっかりと開いた白い穴が現れた。森の入口だ！

　天の助けか、後から悪あく魔まが契けい約やく書しよを手にして現れるのかもしれないけれど、とにかく熊の餌にはなりたくない。

　いつのまにか陽ひは暮れ、森はとっぷりと暗くなっていた。入口をめがけて、レオノアは馬に最後の鞭をくれた。

「……ひ、はー……助かった……ありがとう、ペーター先輩」

　なんとかバローラ城の前庭に辿り着くと、レオノアは転げ落ちるようにして馬を下りた。おそるおそる背後を窺うかがうが、熊はもう追ってきていない。

　レオノアはへなへなと芝しば生ふの上にへたりこんだ。安あん堵どのあまり腰を抜かす、というのは初めての経験だった。

「あなたはいったい、馬競くらべのチャンピオンでも目め指ざしているのか？」

「うぐっ」

　やにわに聞き覚えのある声が降ってきて、レオノアを飛び上がらんばかりに驚おどろかせる。

　振り返ると、白馬の王子が見下ろしていた。文字通り、白馬にまたがった超絶美形の王子様だ。
















「二十一年も生きてきたが、いまだかつてあんなに速い馬は見たことがない。しかも騎き手しゆは女ときた」

　感心しているのかもしれないが、オルフェスはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで、その声こわ音ねはちっとも楽しそうではない。

「そ、それはどうも。お褒ほめの言葉と受け取らせていただきますわ──っていうか、熊！」

　語尾にきて、突とつ然ぜん声を荒らげたレオノアに、オルフェスはやや面めん食くらったていで、

「熊？」

　と、おうむ返しをした。

「あの森には、熊が出ます。冬なのに、冬とう眠みんもしないヒグマが出るのです」

「……それで。あなたは熊鍋なべでもしようと思い立ったと？」

「そんなわけないでしょ！」

　レオノアはようやく立ち上がり、冷れい酷こくな夫をねめつける。

「熊ではなくて、キツネ狩りにいったのです。少なくとも、森に入ったときまでは、キツネ狩りなのだと思っておりました」

「らしいな」

　オルフェスも馬から下りて、レオノアと向き合う。馬から下りても、見下ろされることに変わりはない。

「──ご存じでしたの」

「昼餐にあなたが現れないので、城の人間を問い詰めたところ、厩うまや係がかりが白はく状じようした。妃殿下はキツネ狩りのつもりで、馬を引き出していかれましたとな」

「さがして、くださっていたのですか？」

　驚きのあまり、レオノアは片かた言ことになる。

「キツネ狩りの予定など、俺は聞いていなかったからな。そう、デラも、あなたからキツネ狩りに誘さそわれたと証しよう言げんした」

「デラ嬢が……」

　オルフェスを狙ねらって城に通ってくる女とか、セレーネの手先だとかかんぐって、もうしわけないことをした。

「感謝しなければなりませんわね、あの方にも。森を抜けることができたのは、ペーター先輩のおかげだけれど」

「ペーター？　……ああ、あのヤギか」

「ヤギじゃありません！　ペーター先輩はペーター先輩です！」

　ヤギなのだが、人から言われると正したくなるから不ふ思し議ぎである。

　しかし、ということは。

「あの、それでキツネ狩りのことなんですが。ほんとうにオルフェス様はなにもご存じじゃなく」

「姉上だろう、あなたにでたらめを言ったのは」

　オルフェスは、レオノアを遮さえぎって言った。

「いえ、そういうことが言いたいわけではなくて」

「姉上ではないのか？」

「──おっしゃる通り、セレーネ様ですわ。でも、あなたにそれを言いつけるつもりはありませんでした」

　なにしろ、ヒグマと命懸がけの争いをしたのだ。セレーネどころの騒さわぎではなかった。

　オルフェスは、おやという顔になった。

「告つげ口ぐちはしない、か。見上げたレディと言いたいところだが、泣き寝ね入いりするつもりだったのか」

「いいえ。まずセレーネ様に直ちよく接せつ、質そうと思ったのです」

　オルフェスはしげしげとレオノアを眺める。

　こんな美形にこんな距きよ離りから見つめられると、嫌でもドキドキしてしまう。オルフェスが冷淡な夫だとかは、またべつの話だ。

　結果として、レオノアは視線を逸らしたのだが、そのときオルフェスがすっと手を差し出してきて、またぎょっとする。

「ともあれ、戻ろう。きみはかなり疲れているようだ」

　……それで、手を引いてくださるの？

　差し出された手を、おずおずと握る。思いのほか、温かな手だった。温かくて、大きい。

　──頼もしい、なんて思ってしまいそう……。

「お気遣いあ、ありがとうございます。オルフェス様」

　我われに返って、レオノアはぎくしゃくと礼を言った。

　互たがいに一方の手で馬の手綱を引き、もう一方はつないだままで厩に向かう。

「さて、きみは今夜はもう部屋に下がっているといい。姉上には俺から話を聞いてみる」

　城門の前に立つ歩ほ哨しようが見えてくると、自然とつないだ手がほどける。オルフェスは思し慮りよ深ぶかそうな表情で、レオノアに言った。

「え、でも……」

「きみから問い詰められたぐらいのことで、あの姉上が正直に吐はくと思うか？」

「……思いません」

　そう言われれば、たしかにそんなことはありえない。セレーネがレオノアに懺ざん悔げするよりは、タヌキが空を飛ぶほうがまだ可能性があるだろう。そのくらいに、ありえない。口くち惜おしい限りだが。

　それにしても。

　廊下のところで別れ、遠ざかっていく広い背中を見送りながらレオノアは気づく。

　いつのまにやら、「あなた」から「きみ」に呼こ称しようが変わっている。

　そのうち「おまえ」とか「きさま」とか呼ばれ出すのかしら。







　レオノアの私室では、リサがペーター先輩を抱えてしくしく泣いていた。

「ど、どうしたの、リサ」

「あ、ひでん、いや若奥──いいえ、レオノア妃殿下！」

　リサはよろよろ立ち上がると、レオノアに飛びついてくる。

　そのまま嗚お咽えつしているので、レオノアはしばし、リサに肩かたを貸すことになった。

「どこか悪いの？　痛くしたとか？」

「……痛いです」

　リサは、泣き濡ぬれた顔を上げた。

「あたしの心が。あたし、あたし……妃殿下に噓をついてしまいました」

「ええと、キツネ狩りの件？」

　問うと、リサがぶんぶんと首を縦たてに振る。

「キツネ狩りなんかないって知っていて、だけど口止めされて、セレーネ様が怖こわくって。だから素そ知しらぬ顔で妃殿下のお着替えを手伝って、でも暗くなっても妃殿下は戻ってこられないし、まさか、まさか西の森でなにかがあったとしたらと思うと、どうしようもなく自分が情けなくて、心が痛くて──」

「そのことなら、気にしなくていいのよ。オルフェス様に問い詰められるまでは、誰も本当のことなんか言わなかったのだから。あなただけではないのです」

　リサの肩をぽんぽんと叩き、それに、とレオノアは続けた。

「お弁当は、ほんとうにありがたかったし。あのサンドウィッチがなかったら、きっと私、森の中でいき倒だおれていたわ。だからそう、自分を責せめるものではなくってよ？」

「そんなことでしか、お役に立てなくて……もうしわけございません」

　リサは盛せい大だいに洟はなをすすり上げる。

「でも、もう決して、二度と妃殿下を裏うら切ぎったりしません。あたしだけでも！」

「いや、でも……妃殿下なんて呼ばないほうがいいわよ。セレーネ様のお耳に入ったりした日には、大変なことに」

「だ、だけど、若奥様なんて商しよう家かのお嫁さんと変わりないような呼び方では……」

「じゃあ、ただのレオノアでいいわよ」

「レオノア様？」

「ううん、そうね、レオでいいわ。ずっとそう呼ばれてきたし」

「わかりました。レオ様ですね」

　リサは、やっとのことで笑顔を見せた。

　無言でやりとりを眺めていたペーター先輩がレオノアに近づき、メメエ、と頭を擦すりつけてきた。

「ただいま、ペーター先輩」

　レオノアは、その背を撫でた。小声で「さっきはありがとう」と囁ささやく。

「もうご飯はすんでいて？」

「はい。さっき、ペーター先輩にはたっぷりと」

「よかった。では、今日は湯ゆ浴あみをして、もう寝やすむことにするわ」

「はい、ただいまご用意いたします！」

　リサは、弾はずむような足取りで浴よく室しつに飛んでいった。

　レオノアはトップハットを脱ぬぎ、まとめていた髪をほどく。

　不ふ意いに、オルフェスの面影が胸に浮かんだ。セレーネに対して常に一歩引いたスタンスで、嫁いびりにも我関せずな態度を通していたあの冷淡なオルフェスが、今日のことでセレーネにかけ合ってくれるという。

　災さい難なんではあったけれど、まあまあいいこともあったかな。

　うっかり「なべて世はこともなし」とつぶやきかけ、レオノアは我に返る。

　特に変わったこともない毎日を送って、どうするの！

　あくまでも、レオノアの目的は黒真珠のありか。雲を摑むような話だが、それを成しえなければはるばる嫁いできた意味もないのだ。
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　ところが、である。

　オルフェスの追つい及きゆうに対し、セレーネは「レオノアに熊などけしかけた覚えはない」と、頑がん強きように否ひ定ていしたという。

「──まあ、そんなことじゃないかと思っておりましたけども」

　翌朝の朝ちよう餐さんの儀ぎである。いつものように、オルフェスと向き合ったレオノアは、顔をあおいでいた扇おうぎを閉じ、自みずからの額ひたいを突ついた。

　その仕し草ぐさで、「あなたにはがっかりよ」と伝えたつもりだ。するとオルフェスは、

「まあまあ。そう短たん絡らくに人をダメ夫と決めつけず、行ぎよう間かんを読んでみろ」

　と、逆ぎやくに残念そうに言うから、むかついた。

「行間？　その対応のどこに、読むような隙すき間まがあるとおっしゃいますのやら」

「だから、いくら詰きつ問もんしても、姉上は『熊なんか知らない』の一点張りだったわけだ」

「ええ。しらばっくれられたのですね。それとも、本当に関係ないのかしら」

「ああ。俺はそう思う」

「──は」

　今度こそ失しつ望ぼうした。芽め生ばえかけたオルフェスへの信しん頼らい感かんが、バッタの大群に襲おそわれたブドウ畑みたいにすっかり台無しだ。レオノアは深くため息をつこうとしたが、

「少なくとも、熊には関係ない可能性が大きいな。熊にだけ、は」

　続いたオルフェスの言葉で、え、と顔を上げる。

「なんとおっしゃいました？」

「姉上は、きみに熊はけしかけていないが、他のものならけしかけたかもしれない。そういうことだ」

「他のもの……って、猿さる？」

　レオノアははっとした。

「ああ。きみが弁当を分け合ったのは銀ぎん猿ざるといって、かなり凶きよう暴ぼうな性せい質しつだ。野生だしな。下へ手たに嚙かまれたりしたら、死に至いたるまではいかずとも傷きず痕あとは残るだろうな」

「……でも、おとなしくサンドウィッチを頰ほお張ばっていましたけど。もっとよこせ、なんてそぶりも見せず。それに殺気も感じなかったし、最終的には心が通かよい合ったような気すら」

　気がつくと、オルフェスは卓たく上じように顔をうつむけていた。肩かたが小こ刻きざみに震ふるえている。え、なんか笑ってるわ。

「なにがそのようにおかしいのでしょうか」

　心外の意をこめて問いかけると、オルフェスがようやく面おもてを上げた。目め尻じりに溜たまった涙を指で拭ぬぐう。

「いや。猿と心を通い合わせるとは、あっぱれなものだ。それが我わが妻つまかと思えば、光栄の至りだと思ってな」

「……褒ほめていただいたのか、馬ば鹿かにされたのか、判はん断だんがつきかねますけど」

　我が妻、という語にちょっと胸が騒さわいだが、レオノアは愁しゆう眉びを開かぬまま返す。

「要するに、それであなたはお義ね姉え様への疑うたがいを解とかれたのですね？」

「少なくとも、熊に関してはな」

「猿ならばいいというわけですの？」

「いや。姉上にも困ったものだと思ってはいる。が、そこまであくどい女だときみに誤ご解かいしてほしくはない。あんなのでも、俺の実の姉なんでね」

「……そう」

　レオノアは憮ぶ然ぜんとした。やっぱり、信頼関係など築きずけるわけもなかった。オルフェスとセレーネは血を分けた姉きよう弟だい、しかるに自分は赤の他人で人ひと質じちだと思えば、オルフェスがセレーネを庇かばうのは当然のこと。

　わかっていたのに落らく胆たんしているのは、少しは夫婦としての距きよ離りが近づいたように感じた昨日のことが、結局は錯さつ覚かくだったと言わざるを得えないからか。でも、もともとこの人が頼たよりになるなんて、思っていなかったのに。

　悔くやしい。少し遅れて、レオノアは胸に渦うず巻まく感情の名を知る。うっかり信じかけてしまった自分が、残念すぎる。

「きみが納得いかない気持ちはわかる」

　すると、オルフェスはそんなレオノアの胸きよう中ちゆうを読んだかのように続けた。

「俺としても、銀猿がきみに害がいをなさなかったからいい、などとは思っていない。姉上の仕し業わざなら、相そう応おうに反省していただかねばならん」

「でも、どうせお猿の件だって、お認めにならないのではないかしら？　あのお義姉様なら。ましてや反省なんて」

「まあ、そうことを急がせるな。歪ゆがみ、ねじくれてはいるが芯しんからの悪人というわけでもない。あれでいいところもあるんだ。かなり微び少しようだがな」

　どうかしら。

　レオノアは心のうちでつぶやいた。凶暴な性質と知っていて、人に野生の猿をけしかけるような女に、微少とはいえ善ぜん良りような部分があるとは思えない。

　それがわからないのは、しょせんオルフェスはセレーネの肉親だからだ。

「わかりました。では、あなたのやり方を静せい観かんさせていただきますわ」

　レオノアは扇をふたたび広げた。

「まあ、それもわたくしの命の灯ともしびが消えない間は、ですけれど」

「きみの命は、灯なんてものではないだろう。むしろ、真まっ赤かに燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎だな」

　またもや微妙なセリフ、入りましたー。皮肉なの？　それとも馬鹿にしているの？

　……どっちにしても、生命力がとんでもなく強いという意味よね。

　それは、レオノア自身も自覚しているから、

「ええ。心身ともに頑がん丈じようなことは認めますわ」

　と応じると、オルフェスは僅わずかに目を瞠みはり、そしてなぜか、ふたたび肩を震わせて笑ったのだった。







　釈しやく然ぜんとしないまま、レオノアは朝餐の間を後にした。

　なんだか、うまいことはぐらかされた気がする。でも、まるめこまれたりしてはいない。

　……いや。

　セレーネへの追及の具ぐ体たい策さくを、オルフェスは明めい示じしたわけでもなければ、確約してもいない。それこそ、話を逸そらしたまま会話は終わった。これをまるめこまれたと言わずしてなんと言う？

「うぬぬ……姉弟揃そろって性しよう悪わるな」

　途と中ちゆう、壁かべに手をついて湧わき上がる怒いかりを鎮しずめていると、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの先から、

「どうかなさったの？　レオノア」

　あのいまいましい声がした。

　レオノアはぎょっとして、暗がりに目を凝こらす。

　衣きぬずれの音をさせて、セレーネが近づいてくる。来るな、来るな、悪あく霊りよう退たい散さん！

　そんなレオノアの呪言も虚むなしく、セレーネは互たがいに顔の見える位置までくると、権けん高だかにこちらを見た。

「性悪なきょうだいって、なんのことかしら？」

　……聞いていやがったな──んもう、お義姉様ったら。わかってるくせにぃ。

　なんて言えるか！　レオノアはしゃんと背せ筋すじを伸のばすと、

「あら、存ぞんじませんわ。どなたがそんなことを？」

　しらばっくれる女には、しらばっくれ返すのみ。

「たった今、あなたのおられるほうから聞こえたんですけれど？」

「わたくしには聞こえませんでしたわ。お義姉様、お疲れになっているのでは？」

「嫌だわ。わたくしの空耳だとおっしゃるの？」

「それ以外の、なにかだとおっしゃいますの？」

　延えん々えん、疑ぎ問もん形けいでつながる不ふ毛もうな会話。

「──ま、いいわ」

　いつまでも埒らちがあかず、飽あきたのかセレーネは珍めずらしく矛ほこをおさめた。

「プティ・オーリィが言っていたのだけれど、あなた昨日、キツネ狩がりでヒグマに襲われたのですって？」

　代わりに飛んできたのは、それをお前が先に言うかという問いかけ。しらじらしいにも、ほどがある。

　キツネ狩りなんてなかった。誰だれも来なかったし、代わりに訪おとずれたのは猿と熊。

　いったいどういうことなのですか、と訊きくはやすい。レオノアは、もともとそのつもりでいたのだし。

　だけど、ことはオルフェスに一いち任にんすると、昨日了りよう承しようした。今、自分が勝手な行動をとるわけにはいかない。

「ええ。大変珍しい経験をいたしましたわ。ヒグマの前には、珍しいお猿さんにも出会いましたのよ。銀猿というのですね」

　あくまで「キツネ狩りは行われた」という設定に同調し、レオノアは答える。

　猿と聞いたとたん、セレーネはぴくりと眉まゆを動かしたが、すぐになんでもない顔になる。

「それはよろしゅうございましたこと。銀猿は、アタルビルでは大変縁えん起ぎのいい生き物ですのよ。めったに見られないけれど、目にした者の願いを叶かなえてくれるとか。獣けもの好きな方には、やっぱり獣のほうからよってくるようね」

「……光栄ですわ。前もって知っていたら、願がんかけをしましたのに」

　そう、うざい小こ姑じゆうとがさっさと消えてくれますようにと祈いのればよかったわ。でも、縁起がいいうんぬんは、きっとでまかせでしょうけどね。

「なにをお願いしたかったの？　レオノア」

「もちろん、アタルビルのますますの繁はん栄えいと、国民の健康と幸福、それと永久に平和が保たもたれることをですわ、お義姉様」

「あらあら。健けな気げでいらっしゃること」

「そういうお義姉様は、なにをお願いなさいます？」

　レオノアは同じ質問をセレーネに向ける。

「もちろん、いつの日かプティ・オーリィがアタルビルの王になり、賢けん帝ていと呼ばれるようお願いするわ」

「くるといいですわね、そんな日が」

　あんたが死んだ後にな。

「そうね。では、ごきげんよう、レオノア」

　セレーネは男のような大おお股またで、歩み去さった。

「……うー。朝っぱらから心にもないことを口にしすぎて、気分が悪い！」

　どこで小姑が聞き耳を立てているかわかったものではないから、レオノアがそう叫んだのは、自室に戻ってからである。

　テーブルに朝食が用意されていたが、リサの姿はなく、ペーター先輩が桑くわの葉はをはむはむと食べていた。

「せんぱーい、聞いて聞いて」

　レオノアは部屋を横切り、ヤギの首に腕を回した。

「あのくそいまいましい小姑ったら、人を陥おとしいれておいて悪びれるそぶりもないの。まーったく、全然、ひとしずくもないの！　しれーっとして、ヒグマに襲われたんですって？　って。あんたが襲わせたんだろうが！」

　ペーター先輩は、賢けん者じやのような目をしてじっとしている。レオノアの話を、理解しているのだか、いないのだか。

「──だけど、オルフェス様は熊はセレーネ様の差さし金がねじゃないって言うのよね。ほんとかしら？　ごまかされただけ？」

　そうは思いたくないけれど。

「どこの世界に、人にヒグマをけしかける人間がいるのよ。いくら気に入らないからって、下手すれば殺人事件よ？　人殺しなのよ？」

　あ、とレオノアは思い当たる。

「ねえ、その場合、あの熊が逮たい捕ほされるってこと？　それとも不幸な事故ってことで片づけられてしまうのかしら」

　考えれば考えるほど、悪質である。逃げ切ったからこうして無事でいるが、もしあのヒグマの爪つめで引き裂さかれていたら……レオノアを、あらためて恐きよう怖ふが見み舞まった。気に入らない嫁よめが熊の餌えさになろうが、どうでもいい。もしセレーネがそう考えているとしたら、なんて残ざん酷こくな女だろう。うすら寒い想像に、背筋が粟あわ立だつ。

「レオ様、お帰りでしたのね。あら、どうなさったのですか？」

　銅製のティーポットをトレイに乗せたリサが、部屋に入ってきた。

「なんでもないの。そういえば最近、先輩とお話ししてないなと思って」

「ペーター先輩って、人間の言葉が喋しやべれるんですの!?」

「ふふ。私となら、お話しできるわよ」

　レオノアは、朝食のテーブルに着いた。リサがナプキンを膝ひざに広げる。

「そんなことおっしゃるなら、あたしだってうちで飼ってるブンチョウとなら話せますよお」

「あら、リサにもペットがいるのね。小鳥も可か愛わいいわね」

「ええ。あたしの手のひらに乗って餌を食べるし、庭に放したって逃げないんですよ」

　他た愛わいないやりとりのうちに、ささくれ立った心が落ち着いてくる。

　そう。もともと、アタルビルに骨を埋うずめるつもりなどない。黒くろ真しん珠じゆの件が片づいたら、さっさとベルラネグロに帰ると決めている。そのために嫁とついできたんだもの。

　──だけど。

　それって、離り縁えんするってことよね……。

　なんとはなしにオルフェスの顔が脳のう裏りに浮かび、胸の奥がじわりと疼うずいた。

　はっとして、レオノアは手を止めた。フォークがかたんと床に落ちる。

「レオ様？　どうかなさいました？」

　あわてて新しいカトラリーを皿の横に並べ、リサが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。

「え？　ううん。なんでもないの──今日は、セレーネ様のお出かけはないのかしら」

　なんの気なしにつぶやいたのだが、リサはやや眉をくもらせる。

「ええと──それは」

　セレーネの侍じ女じよの一人は、リサと幼おさな馴な染じみなのだ。だから、セレーネの動向を探るのは造ぞう作さもないことだった。もっとも、今までそんな質問はしたことがなかったのだけれど。

「……午後から、ベッピン男だん爵しやく家のデラ様がおいでになる、と」

　つっかえながらリサがそう明かした。言いにくそうだったのは、そういうことか。

「あら、そう。じゃあ、またオルフェス様と三人で奥の間とやらに籠こもるのかしらね」

　口にするとなんだか不ふ愉ゆ快かいだったが、レオノアは冗じよう談だんめかした口く調ちようで意見を伺う。

「──かもしれませんね。あのう、レオ様。もし気になられるようでしたら、あたし、ちょっとマーゴに訊いてみましょうか？　あのお部屋で、なにをなさっているのか」

「マーゴもいっしょなの？　奥の間では」

「いいえ。あのお三人様だけです。お部屋にいる間は、お茶も持っていかなくていいし、とにかく他の者は誰も入れてはいけないことになっていて……」

「ならいいわよ。でも、ひとつだけ」

　レオノアは、内ない緒しよ話をするときのように、リサに顔を近づけた。

「そのお部屋の場所だけ、知っておきたいな」

「レオ様……やっぱり、マーゴからもっと詳くわしいことを聞いてきましょうか？」

「いいの。どうせ、私は近づいてもいけないらしいから。その奥の間には」

「ちょっとおかしいですよね。レオ様は、正式な妃ひ殿でん下かなのに……」

　リサは憂うれい顔で同調する。

「まあ、望まれざる花嫁ですけどね」

「それだって、べつに押おしかけてこられたわけじゃなし──なんだか、このお城は謎なぞが多いです」

「感じ悪いわよね」

　レオノアが笑うと、リサも困こまったような笑顔になった。
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　レオノアは、城内見学を装よそおいながら、さりげなくリサに教えられた通りの道順で、廊下の奥へと歩を運んでいた。

　回かい廊ろうを半周し、迷めい路ろのように入り組んだ細い廊下から上に伸びる階段を見つける。

　──ここだわね。

　柱の陰かげに身を隠かくし、上を仰あおいだ。

　中二階の位置に、扉とびらがある。

　城の他の部屋と同じような両開きだが、色目の近い木材が使われているのか、ほとんど壁と同化している。

　ただ、両側に兵士が立っているので、そこが特別な部屋であることが丸わかりだ。なんというか、詰つめが甘あまい。それとも、あえて、なの？

　どちらでもないのかもしれない。秘密めいた部屋なんて、この城には無数に存在していて、ベルラネグロから奪うばった財ざい宝ほうのありかはなにもあの部屋だけと限ったことではない。

　ただ、他の部屋に関しては、「絶対に近づいてもいけない」とまで厳げん命めいされていないのだ。

　だから、どうにも怪あやしいのだった。

　オルフェスとセレーネの他には、限られた者しか入室を許ゆるされない部屋。

　今、その扉は固く閉ざされていて、開いているのか中に誰かがいるのかすら、レオノアにはわからない。

　もどかしい思いで踵きびすを返そうとしたときだ。

「若奥様？」

　背後から呼ぶ声に、レオノアはもう少しで跳とび上がるところだった。

　かろうじて踏みとどまり、ゆっくりと振り返る。鳶とび色いろの髪かみと目、長身とたくましい体たい軀くを持つ、眼がん光こう鋭するどい男は──。

「──あら、アルヴィン。ごきげんよう」

　レオノアは、平へい静せいを保ちつつ優ゆう美びな仕草でお辞じ儀ぎをする。

　オルフェスの従じゆう者しやだった。年齢はたしか、オルフェスより二つばかり上で、父親はアタルビル領シェネルの藩はん主しゆ、ケプラー公。オルフェスとは、兄弟みたいに育ったという。長じて騎き士しとなった今は、オルフェスの懐ふところ刀がたなであり、忠実な家か臣しんでもあった。

「若奥様。こんなところでなにをしておいでです？」

　レオノアのコケティッシュな魅力は、どうやら発はつ揮きされなかったかアルヴィンを素通りしたようだ。

　依い然ぜんとして険けわしい目つきで疑いを向けてくる切れ者に、レオノアは内心舌した打うちをした。

「わたくし、退たい屈くつなので面おも白しろい本でもないかと探しにきましたの。そうしたら、大きなお城でしょう？　すっかり迷ってしまったわ」

　こんな言い分で、どこまで通じるものかと思ったが、

「迷われて、たまたまここに出られたのですか？　器用な方だ」

　案あんの定じよう、つっこまれた。

「ええ、たまたまここに出てしまいましたのよ」

「若奥様といえども、ここに近づくことはならぬと、輿こし入いれのときに誰かしらから申し入れたかと存じますが？」

「ええ。ちゃんとお聞きしていてよ？　セレーネ様から。でも、あら、それじゃあここがそうだったの？」

　レオノアは、無む邪じや気きなふうで中二階の扉を見上げてみせた。

「お部屋の場所までは伺うかがっておりませんから、どこにあるのかなんてこともまったく存じませんでした」

「……」

　アルヴィンが、そんな言い逃のがれを信じたはずはない。むしろ、ますます怪しまれたに違いなかった。

　しかし、それ以上レオノアを問い詰めるわけにもいかないアルヴィンの立場を、レオノアは逆さか手てに取ったのだった。少々、良心が痛まないでもなかったけれど。

「では、一いつ刻こくも早くお立ち去りください。レオノア様」

「そうね。痛くもない腹を探られるのも剣けん吞のんですものね」

　じっとりと、視線が宙ちゆうで絡からみ合う。

「本なら、後で書庫係に届けさせますので。どうぞ」

　だがアルヴィンは、大人おとなの対応で道を譲ゆずる。

「お帰りの道筋は、おわかりになりますか？」

　ふと思いついたように訊たずねた。

「あら嫌いやだ、わからないわ」

「──では、回廊の入口までお送りいたします」

「ごめんなさいね、よけいなお手間をとらせて」

　そこだけは噓うそではなかったから、レオノアは心から詫わびを口にする。

「いえ。若奥様にもしものことがあれば、私の責任になりますので」

「アルヴィン、真ま面じ目めなのね」

　大おお柄がらの騎士は、だがそこからは無言だった。

　言葉通り、回廊に通じる扉までレオノアをエスコートすると、やはり黙だまって一いち揖ゆうする。

「ありがとう、アルヴィン」

　レオノアは扉に手をかける。と、向こう側からも引く気け配はいがあって──力りき学がくが作さ用ようし、レオノアは前につんのめった。どすんと、なにか柔やわらかいものに額をぶつける。

「あら失礼、って……!?」

「……レオノア？　なんですの、そのざまは」

　体勢を立て直したレオノアが見たのは、眉を吊つり上げ、肩を怒らせ、今にもレオノアを頭から喰くらわんばかりの勢いでねめつける、セレーネの怒り顔だった。

　後ろには、黒いコイルをいつものように顔の両りよう脇わきにぶら提さげたベッピン男爵家のご令嬢が、影のように付き従したがっている。どういうタイミングなのよ。私、運悪すぎ。

「というより、あなたがなぜこんな所にいるのですか。この先には」

「若奥様は書庫を探して城内をさまよわれた結果、こちらに迷いこまれてしまったのです」

　意外な援えん軍ぐんの登場に、レオノアは思わずアルヴィンを振り返る。端たん整せいな顔には、ひとつの揺らぎも認められなかった。心強い。

「あらあら、レオノア様は方向音おん痴ちでいらっしゃるの？」

　デラ嬢が、面白がるように皮ひ肉にくってきた。黒い瞳ひとみに、嘲あざけりの色。むむう──だが、デラ嬢には偽にせキツネ狩り事件のときに世話になった義理がある。レオノアは頰が引きつるのを覚えながらも、

「そうですの。なにしろ、こんな大きなお城に、初めて足を踏み入れましたもので。お恥はずかしい限りですわ」

　と、相手に微笑ほほえみかけた。

　デラ嬢は肩をすくめ、そっぽを向いた。レオノアの視線が、ふたたびセレーネに移動する。

「──今回は仕方がないけれど、レオノア。二度とここに近づかないように。いくら普通の王族としての暮くらしに馴なれていないからといっても、見過ごすのには限度がありますからね」

　セレーネは、「普通の」という部分に力をこめて言い置くと、さっさと歩き出した。その足取りにはもう、レオノアのことなど一いつ顧こだにしない決意が漲みなぎっているようだった。

　レオノアはレオノアで、一行に背を向け、回廊に踏みこむ。表情を変えないよう、ぐっと嚙みしめていた奥歯を、半周したところで解放した。

「ああもう、なんなのよっ、普通の王族の暮らしって！」

　もしここに鶏にわとりでも迷いこんできたら、とっ捕つかまえて残らず羽をむしり取ってしまうかもしれない。そのくらい、凶暴な怒りがレオノアを取り巻いていた。

　セレーネが言いたいことは、よくわかる。ベルラネグロなんていう片かた田舎いなかの貧乏国の王女なんて、大アタルビルの嫁にふさわしくない、まったくふさわしくない、そう思っているのだろう。

　そんなのは、初対面から察さつしてはいたし、レオノアだって自分のことを高い品ひん格かくと洗せん練れんを身につけた完かん璧ぺきな王女だなんて思ってはいない。

　だから、セレーネの嫌味にも耐たえているけれど……だが、生まれ育った国のことを田舎だの貧しいだのとは言われたくない。ベルラネグロは、レオノアにとってたったひとつの故こ郷きようであり、親姉きよう妹だいは今もそこで暮らしている。つつましく、贅ぜい沢たくもせず、小国の王家に相応な生活を送っているのだ。

　──そう、こんなゴテゴテとした悪あく趣しゆ味みなお城なんか、今すぐ飛び出して帰りたいくらいよ！

　アタルビルの繁栄は、たしかに羨うらやましい。だけど、王族はみんないけ好かない。驕おごりたかぶって、虚きよ飾しよくに満ちていて。

　どすどすと自室に戻ったレオノアは、まっすぐにペーター先輩のところまで歩いていって、その首を抱きしめた。

「せんぱーい、聞いて聞いて、あのイケズな小姑ときたら……」

　セレーネの仕打ちと抱えた憤ふん懣まんをぶちまけようとしたレオノアだったが、ペーター先輩の顔を見て、口をつぐんだ。

　そんなに毎日、愚ぐ痴ちばっかりこぼすものじゃないよ、レオ？

　先輩の丸い目が、そう言っているように思えた。

「……そうよね。毎日毎日、こんなことばっかり」

　柔らかなヤギの皮を撫なでながら、レオノアはつぶやいた。

「私って、こんなキャラだったっけ？」

　ベルラネグロにいたときだって、嫌なことがあればいつもペーター先輩に話して聞かせて、それですっきりしていた。

　でも、こっちにきてからのそれは、なにか違う。

　あの頃は、自分の失敗や、悪いことをしたのもちゃんと自覚していて、愚痴には反はん省せいの意もこもっていた。

　姉妹ゲンカで怒おこられたときだって、妹たちの悪口ばかり並べ立てたりはしなかった。

　──はっ。

　あることに思い当たって、レオノアは口元に手をやる。

　アタルビルにきて以来、ということは、あのイケズな小姑にねちねちいびられている間に、セレーネの毒どくが私にまで沁しみこんできたのかしら……！

「……なんてね」

　その想像の馬鹿馬鹿しさに、レオノアは自じ己こ嫌けん悪おを覚えた。よしんば、ほんとうにセレーネの影響で瘴しよう気きを発はつするようになってしまったとしたって、それじゃ完全に負けたということになる。

「そうよ、あいつが意い地じ悪わるだからって、私まで嫌な女になる必要はないんだわ！」

　それでよし。

　頭の中に、誰かの声が響いて、レオノアは「えっ」とあたりを見回した。

　聞き覚えのない、そのくせひどく懐なつかしい気のする声。

「……もしかして、先輩？」

　レオノアがこわごわ覗きこむと、ヤギは太たい平へい楽らくな顔をして、

「メエエ」

　と一声鳴ないた。

「そりゃあ、ヤギが喋るなんて、私だって本気で信じてるわけじゃないわ。でも、ペーター先輩には、私の言葉が通じていると思うのよね」

　ひとりごちるレオノアだった。なにしろ、ベルラネグロから携たずさえてきたいろいろなものはすべて突き返され、故郷を感じさせるのは、ペーター先輩と母親から譲り受けた古風なロケットペンダントだけなのだ。錯さつ覚かくだとしたって、通じ合っていると考えたほうが救われる。

　その夜、リサに手伝ってもらいながら寝ね支じ度たくをしているところへ、扉を叩たたく者があった。

「なんでしょうか、こんな時間に」

　レオノアの髪を梳くしけずっていたリサが、手を止めて首を傾かしげる。

　すぐに戻ってきた侍女は、一冊の本を胸に抱えていた。

「レオ様。アルヴィン様の使いの方が、これを」

　その言葉に、レオノアは昼間のできごとを思い出す。

　こちこちの石頭だと思っていたアルヴィン。だが、セレーネの追及からレオノアを庇ってくれたばかりか、ほんとうに書物を届けてくれるとは。いや、言った以上は実行する、という点では、やっぱり真面目。

　うん、いい人なのかもしれないなと思いながらリサから本を受け取ったレオノアだったが、表紙を見るなり絶ぜつ句くした。

「──ぎゃふん」

「れ、レオ様？　いかがなされました」

『淑しゆく女じよのたしなみ・[image: Ⅳ]～婚こん家かにおけるふるまいの章～』

　しかも、シリーズ物ですか。
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『淑女のたしなみ』第四巻によれば、ひとたび嫁かしたからには、夫の言うことに逆さからってはならず、常つねに夫の意見に同調し、なにを措おいてもまず、夫を最優先。たとえ実家の親になにかあっても、婚家のしきたりに従い、とるものもとりあえず郷さとに駆かけつけるなどというのは恥ずべき下げ賤せんなふるまいなのです──という。

　──はあ？　なに言ってんのよ、ふざけんな。

　親危き篤とくの報しらせを受けても、嫁ぎ先のしきたりを守り、万が一臨りん終じゆうに間に合わなかったほうが恥ずかしいわよ。七代後まで、鬼おに娘むすめと語り継つがれそう……だから実家に顔向けできなくなって、結果的には骨の髄ずいまで婚家の汁にどっぷり浸つかるしかないからめでたしめでたしってことかしら？

　冗談じゃないと思うのは、自分がまだまだ、アタルビルの色に染まっていないせいなのか。というか、染まりたくもないけれど。

　とはいえ、夫に要よう請せいされたので、現在散歩につきあっている私です……少し先を行くオルフェスの背中を追いながら、レオノアは冬薔ば薇らの咲き乱れるローズガーデンを歩く。

　今日は昼ちゆう餐さんも晩ばん餐さんもない。夫君は忙しいようだ。それで、空いた時間に散歩に誘さそってきたのは、なにか急な用件でもあるからなのだろうか。リサの付つき添そいを断ことわらせたということは、あるはずなんだけど。

　しかし、それにしてはさっきから、オルフェスは一言も発しない。もともと口数の多いほうではないけれど。レオノアは所しよ在ざいなく、棘とげの目立つ冬薔薇の木に目をやる。

　バローラ城の広大な庭はいくつかの区画にわけられている。例の西の森も含ふくむ森林地帯と、それぞれ季節ごとに特とく徴ちようのある花を咲かせる庭園──このローズガーデンもそのうちのひとつだ。他には、軽食やお茶をいただくテラスもある。

　なにもすることがない午後など、レオノアは気まぐれに庭園を散歩することがある。ところどころに歩ほ哨しようが立っているものの、基本的に庭には立ち入り禁止区域はない。

　つまり、ここを漫まん然ぜんと歩いていても、宝ほう珠じゆなんか見つかりっこないってことね……。

「レオノア」

「ぐふぅ！」

「……なんだ、その斬ざん新しんすぎる返事は」

　一歩跳びすさった恰かつ好こうで口くち許もとを手で蔽おおうレオノアに、振り返ったオルフェスは長い眉を持ち上げる。

「な、なんなんでございましょうねえ……」

　急にお呼びがかかったからに他ならないのだが。

「俺が呼びかけるときには、いちいち伝令を呼んで、前もってきみに耳打ちさせたほうがいいのか？」

　にこりともせずにオルフェスは言うから、冗談なのか本気で言っているのかわかりにくい。

「で、なんのお話ですの？」

　レオノアは、すばやく話題を変えた。オルフェスは一いつ瞬しゆん目を細め、それからまた向き直る。

　すい、とローズガーデンの先のほうを指した。

「あちらが、海だ……知ってるか」

「あ、はい。時々、お部屋の窓から眺めたりしますから」

「そうか。……メヌード湾わんは、ここからでは見えないが。ベルラネグロのあるあたりは、この城の敷しき地ちからは見えない。あの塔とうのてっぺんに上れば、見えないこともないが」

　オルフェスは、城の北に位置する尖せん塔とうを指した。バローラ城を特徴づけている、天に槍やりを突きたてたような塔は、まだレオノアが足を踏み入れたことのない場所のひとつだった。

「……ええ」

　ベルラネグロがここから見えないことは知っている。でも、わざわざ念を押すのはなぜだろう？　メヌード湾を出たときから、もう故こ国こくを遠くから眺めることもできないのはわかっていた。

　それを今さら、と考えると──レオノアは、はっと顔を上げる。

「……『ひとたび郷里でことが起きても、まず婚家のしきたりに沿そって行動するべきです』」

『淑女のたしなみ』第四巻中の一いつ節せつが、すらすらと口をついて出た。

　オルフェスは、虚きよを衝つかれたていでまじまじとこちらを見下ろしている。

「──なんだ、それは？」

「い、いえ。すみません、なぜか急に、昨さく夜や読んだ本の内容が、この口から」

　そして、さっきのオルフェスの言葉が、遠回しにその一節を暗示しているような気がしただけで。

「本か。まったくきみは、いつでも突とつ拍ぴよう子しのない人だな」

「ええ、自分でもそんな気がいたします」

「それは、アルヴィンが届けたという本か？」

「え？　あ、はい」

　言い逃れを真に受けたふりをして、届けてくださったのです──とは言えないけど。

「なんだ、あいつは、そんな内容の本がきみを楽しませるとでも思ったのか」

　オルフェスは、やや口を曲げる。

「気を利きかせてくださったのでしょう。わたくしからは、好みをお伝えしませんでしたし」

「ほう。では、どんな物がきみのお気に召めすのかな？」

「そうですわね……ええと……」

　レオノアは顎あごに人さし指を当てて考える。

「読み物がいいですわ。心躍おどるような」

「冒ぼう険けん譚たんのようなものか」

「ええ。たとえば、かつて大きな戦争で奪われた財宝を探して、小さな国の王子が旅立つみたいなお話」

　言って、じっとオルフェスを見上げた。

　アメジストの瞳は、そよとも動かない。

「そんなのがあるかどうか、書庫係に確認しておこう」

「いえ、どうかお気き遣づかいなく。わたくしには、淑女のたしなみについて勉強することのほうが必ひつ要ような気もいたしますし」

　かまをかけただけだった。そして、外はずれた。王おう太たい子しは、なにも知らされてはいないのだろうか。

「いやいや」

　オルフェスはくつくつと笑う。

「きみが淑女のたしなみを身につけたりしたら、普通の王太子妃になってしまう」

「ど、どういう種類の嫌味──」

　レオノアは、最後まで抗こう議ぎすることができなかった。

「プティ・オーリィ！　あなた、こんな所にいらしたの。しかも、レオノアも一緒なの!?」

　急に割りこんできた、甲かん高だかい声に遮さえぎられ──出たな小姑！

　セレーネは、ずかずかと薔薇の間を抜けてくると、射いるようなまなざしをレオノアにつきつける。

「あなたね。なにをこそこそとこんな所で油を売っているの。まさか、プティ・オーリィを誘ゆう惑わくしようとでもいうの？」

「──はあ？」

　まあ、詰なじりたい気持ちはわかるが、そんな方向からくるとは思いもよらなかった。敵ながらあっぱれ。って、感心している場合じゃない。

「姉上。レオノアはいちおう、私の妻ですよ。誘惑する、しないという話ではないのでは」

　いちおう、ね。レオノアにはけっこうひどいことを言うオルフェスも、姉の前ではとたんにマイルド野や郎ろうだ。

「それに、散歩に誘い出したのは私です。姉上がそんなにお気を悪くされたのなら、もうしわけない」

　恭うやうやしく低てい頭とうするオルフェスに、セレーネもさすがに矛ほこをおさめざるを得なかったか。

　わざとらしく咳せき払ばらいをすると、

「そういうことなら、あなたを責せめはしませんよ、プティ・オーリィ。ただ、今後は気をつけて、たしなみのない行こう為いは慎つつしんでくださいな」

　やはり、レオノアにはまったく理解できない訓くん示じを垂たれる。

「承知いたしました」

　ふたたび頭を下げたオルフェスの髪の間で、なにかがきらりと光った。

　──ん？

　レオノアは、目を瞬しばたたかせた。そのなにかは、するりとオルフェスの髪から落ちると、音もなくひらひらと砂じや利りの間に嵌はまりこむ。あれは……針？　縫ぬい物用の……。

　な、わけないか。なんでこの人の頭から縫い針が落っこちてくる道理があるの。

　気を取り直したレオノアに、セレーネの声が降りかかる。

「時に、レオノア。そんなにお暇ひまなら、わたくしを手伝ってくださらないこと？」

「あ──ええ。わたくしでお役に立つことならば。なんでしょうか、お義姉様」

　いきがかり上も、立場上からも、レオノアに否いなやを言うのは許されていない。

「難むずかしいことではないの。クローゼットを整理していたら、なんだかよけいに散らかってしまって。ああ、クローゼットといっても、靴くつだけですからね。片づけを手伝っていただければ、早く終わるでしょう？」

「姉上、しかし姉上の靴のクローゼットといえば──」

「行きましょう、レオノア」

「あ、はい。いや、御ぎよ意い」

　なんだかオルフェスから耳よりな情報が入りかけた気がするものの、従うしかないレオノアだ。

「では、オルフェス様、ごきげんよう」

　あわただしく挨あい拶さつをすると、市いち場ばに曳ひかれていく子牛のように、とぼとぼとセレーネの後をついていった。







　だが。

　──なんじゃあこりゃあ!?

　セレーネの私室に付ふ随ずいしたクローゼットの扉が開いたとたん、レオノアは心の中でそう叫んだ。

　いや、靴のクローゼットという言い方はしていたし、その点セレーネは噓をついたわけではない。

　だけど、ほんとうに靴だけしか入っていないクローゼットというものがあって──しかもそれが、衣い装しよう戸と棚だな以上の広さ、なんだったら寝しん室しつにできそうな規き模ぼだなんて、レオノアに想像できようはずもなかった。

　靴だけでこれって、じゃあお義姉様のドレスだけのクローゼットってどんな……いや、帽ぼう子しやアクセサリー、鞄かばんとかはどうなの？　まさか帽子だけでひと部屋とかね。ははは……。

　って、ありえない！

　贅沢、散さん財ざい、湯ゆ水みずのごとくと、言いたいことがあふれてくるが、そんな場合でもなかった。

　なにしろ、その部屋には現在、足の踏み場もないくらい──靴だけに──夥おびただしい数の靴が散乱しているのだ。

　それを、

「あらごめんなさい、レオノア。わたくし、急な用ができて、今すぐ出かけなければならないの」

　レオノアをクローゼットに放りこんだと思ったら、セレーネはまたもや見えないハンマーを振り下ろしてきた。

「──へっ!?」

　かかとの高い、というか高すぎるハイヒールと頑がん丈じようそうな乗じよう馬ばブーツの間にどうにか居場所を見つけて座りこんだレオノアは、思わずまぬけな声を発する。

「へっ？」

「ぎょ……いえ、お義姉様。でしたら、また明日にでもお手伝いに伺いますわ」

「なにを馬鹿なことをおっしゃいますか」

　セレーネは、唇の右側だけを、きゅっと上げてみせる。すごく悪い顔になってますけど。

　そのニヤリとほくそ笑んだ表情のまま、

「もちろん、あなたが一人で整理なさればいいだけのことじゃない。わたくし、片づかないのって嫌いなの」

　顎をつんと持ち上げる。

　……おい、散らかしたのは誰なんだよ。好きで片づかなくしておいて、なんの関係もない他人に片づけろとは、いったい何様のつもりだ。

　まあ、アタルビル王国の第一王女様ですよね……。

　バローラ城の、事実上の主あるじでもある。ここでは、セレーネが法ほう律りつなのだ。

　──婚家のしきたりには必ず従うこと。

　なんでこんな場面で、あのくそいまいましい『淑女のたしなみ』を思い出さなきゃならないのよ。

「なにも今日中にきちんと元通りにしておきなさいとは言いません。わたくしも鬼ではありませんからね。あなたさえよろしければ、何年でもこのシューロッカーに籠もってくださってていいのよ？　レオノア」

「……冗談は若づくりの外見だけにしておいていただきたくてよ、お義姉様」

　レオノアが毒づくことができたのは、セレーネが靴音を鳴らしながら退出して、半時ほども経たってからだった。

　目の前には、形も種類もさまざまな靴の山。

　いや真面目な話、これを元通りにするなんて、何年とは言わないまでも二日や三日では……って、待て。元通り？

　お初にお目にかかりますのに、元通りもなにもないのでは。

　セレーネが、最初からレオノア一人に労働を押しつける腹づもりだったのは間ま違ちがいないが、さらにその上、無む理り難なん題だいを盛もっておくとは。さすがだ。敵ながらあっぱれ。

「なんて、言うわけあるかああああ！」

　そういえば、セレーネがクローゼットの整せい頓とんをと言ってきたとき、オルフェスが言いかけたのだった。「姉上の靴のクローゼットといえば」──といえばって、その先をさっさと言わんかい。

　はああと大きなため息をついて、それでも手をつけないわけにはいかない。御意、と言ってしまったのは自分なのだし。

　ということで、てきぱきと作業にとりかかったレオノアである。とりあえず、種類別に靴を分類した上で、春靴から冬靴へ、かかとの高いものから低いものへ、グラデーションさせて並べておけばいいだろう。よくないかもしれないけれど、元の姿なんて知るよしもないんだし。

「あの、若奥様。レオノア様」

　ネズミみたいにちょこまかとクローゼットを駆け回っていたレオノアは、不ふ意いに聞こえてきた声に気がついた。

「あら？　あなたは……」

　セレーネの侍女、マーゴである。リサと同じお仕し着きせ姿。胸の前で両手を握にぎり合わせている。

「もうしわけございません、若奥様」

　マーゴは、額が膝につきそうなほど深く頭こうべを垂れた。

「え、な、なにが？」

　突然のことに、レオノアはまごつく。

「私には、あなたから謝られるような心当たりはないんだけれど……」

「なにがって、若奥様が今現在おやりになっているその作さ業ぎようですよ」

　面を上げたマーゴは、真っ赤になっていた。

「本来なら、私の仕事だったんです。それを、セレーネ様が若奥様にやらせればなんて。だから若奥様は、そのようなお姿になって──」

「えっ」

　よよとばかりに泣き崩くずれそうなマーゴはさて措おき、レオノアはあわてて姿見に己おのれの姿を映してぎょっとする。

　いくらぴかぴかに磨みがかれているとはいえ、いや、かえって靴クリームのせいか。それとも長時間、身体からだを動かしていたためなのか。

　リサが朝、きれいに結ゆい上げてくれた髪がほつれ、あちこちからピンが突き出している。

　なぜか鼻の頭が黒く汚れ、思わず擦こすったら、被ひ害がいはさらに広がった。

　服装のほうはといえば、翡ひ翠すい色いろの絹きぬのドレスはあちこち黒ずんでいる上、途中でめんどうになったレオノア自身が裾すそをからげてウエストのところに巻きつけたため、ペチコートもあらわなはしたない恰好だ。おまけに、裸は足だしときている。

　極めつきは、恨うらめしそうな表情だ。なんというか、幽ゆう鬼きっぽい。これをいきなり目にして悲ひ鳴めいを上げなかったマーゴの胆たん力りよくは、褒めたたえてもいいかもしれない。

「もうしわけございません、若奥様！　後は私がやります」

　放心していたレオノアだったが、はっと我われに返った。

「そういうわけにはいかないわ。自分で引き受けた仕事だもの。手伝ってくださるならありがたいけど、あなたはセレーネ様についていかなくてもいいの？」

　リサの親友であるマーゴは、セレーネの身の回りの世話に従事しているはずだ。

「私なんか下したっ端ぱだから、下げ足そく番ばんするぐらいしか仕事がないんです。お出かけに付き添うのは、もっと身分の高い女によ官かんとかで……でも今日は、風か邪ぜぎみでちょっと咳せきこんでいたら、セレーネ様が外には出なくていいと。ですので、家か事じ室しつでアイロンをかけておりました」

　なるほど、それでいやに顔が赤いのか。

　レオノアは納得し、それからセレーネの意外な一面を知った。

　細こまけぇことをねちねちつつきまわす女だと思っていたが、侍女の体調にまで注意を届かせている。

　──細かいことまで、いちいち目についてしまう性質なのね。

　それに、なんだか情けもあるみたいだし。

「風邪じゃ、セレーネ様のおっしゃる通りに休んでいたほうがいいんじゃなくて？　アイロンがけなんかもおよしなさいよ。セレーネ様は、だから私に作業を押しつけ、いや頼たのまれたのでしょうから」

「そんな……屋内で温かくしていれば、なんでもないんです。お願いですから、私に手伝わせてください」

　マーゴは目を潤うるませ、レオノアの承しよう諾だくも得ないままクローゼットに入ってくる。

「まあ、それは助かるからいいんだけど。あ、でも」

　レオノアは、ふと疑問を覚えて言った。

「家事室にいたあなたに、いったいどなたが私がここで靴の整理をしていると教えたの？」

「あのう、それは、オルフェス様です」

　マーゴはもじもじしながら明かした。手伝いを許されてほっとしたのか、表情はだいぶ明るくなっている。

「オルフェス様が？」

　言ったきり、レオノアは黙りこんでしまう。

　正直言って、驚いていた。セレーネのみならず、オルフェスにも意外性が……さすがは姉弟というべきか。

　──だけど。

　うっかりほだされそうになり、胸のうちで否定する。

　なんだか中ちゆう途と半はん端ぱよね。そんなに気が利くなら、もうちょっとうまいこと私を窮きゆう地ちから救い出したらどうなのよ。

　そうできなかったのは。セレーネの前だったからなのだろう。

　オルフェスは、あきらかに姉に遠えん慮りよをしている。誰相手にせよ引くなんて、まったくオルフェスらしくないのだが。年齢が離はなれているからって、そこまで謙ゆずる必要があるのだろうか。

　レオノア自身のことを思うと、姉と下の妹とは九歳違いである。でも妹は、姉三人に遠慮なんかしない。むしろ、末すえっ子この特とつ権けんでわがままいっぱいにふるまっているぐらいだ。

　もっとも、オルフェスとセレーネの年齢のひらきは、九歳なんてものではないのだろうけれど。

「──さ、とっととやっつけちゃいましょ」

　気を取り直して、レオノアはマーゴを促うながした。

「でも、若奥様。先におぐしやお召めし物ものを少し直してからのほうが。私でよければ、調えさせていただきますし」

「いいのよ、どうせまた元の木もく阿あ弥みに戻るだけだし。今日は、晩餐の儀もないんだし」

「でも……」

「それでは、片づけを終えたら髪のほうだけお願いするわ。こうやって捲まくり上げてるから、ドレスにはそれほどのダメージもない……はずよ、きっと」

　レオノアの言葉に、マーゴは感心したように目を瞠った。

「リサが言ってた通りだわ、若奥様は明るくて前向きで、多少のことではへこたれな……あ、すみません。失礼なことを申し上げました」

「リサがそんなことを？　やだわ、そんなに褒められちゃ照れるじゃない」

　レオノアは照れ隠しに頰を搔かいた。うげ、この指はたしか、さっき鼻の汚れを擦った指。

　失しつ言げんに焦あせった様子だったマーゴが、ほっと微笑む。

「本当に、後でおぐしと、お顔も直させてくださいね」

「悪いわね」

「いいえ！　それで、あのう……私もレオ様と呼ばせていただいてよろしいでしょうか？」

　マーゴの目が、きらきらしている。

「ええ、かまわなくてよ。それと、ここの靴の配置がどうなっていたのだか、あなた知っていて？」

　マーゴがうなずいたので、レオノアは安心した。元通りとまではいかないかもしれないけれど、ある程てい度ど再現することはできそうだ。







　その日の夜遅くに、セレーネは帰城したようだった。

　それなりに調えられた靴の館を見て、どんな反はん応のうを見せたのだろう。レオノアを手伝ったことで、マーゴが叱しかられたりはしないだろうか。レオノアは気にしていたのだが、リサに言わせれば、

『大丈夫ですよお、そんなこと』

　らしい。

『マーゴがセレーネ様からお目玉をもらうことはないのね？』

　下の者には、情けをかけるところもあるみたいだからなあと思いながら問うレオノアに、リサは笑って首を振った。

『お目玉をもらうぐらい、マーゴは全然平気ってことですよ。馴れてますもん』

　レオノアの心配の種は尽つきなかったが、その後のリサからの報告によれば、やはり多少の小こ言ごとはあったものの、「マーゴは全然平気」ということだった。

　アタルビルの民はたくましい、とそういえばこちらへきたばかりの頃にリサが言っていたっけ。その善よし悪あしは別として、レオノアの肩の荷も多少は下りたのだった。





[image: ]






「なんだか今日は、お城の中がざわざわしてますね」

　朝餐用のドレスをレオノアに着せかけながら、リサが話しかけてくる。今日の装しよう束ぞくは軽やかな青みがかった緑色の絹で、裾のところに羽を広げた孔く雀じやくの刺し繡しゆうがほどこされている。

「そうなの？　なにかあったのかしら」

「あたしも気になるんですけど、下仕えにはなにも知らされてなくて」

　メイド仲間たちと、不ふ審しんの念を分かち合ったという。

「なんなのかしらね……」

　朝餐の儀で、オルフェスに問えば判はん明めいするのだろうか。

　もちろん、オルフェスが把は握あくしているという保証もないし、知っていてもレオノアには教えない類たぐいのことかもしれない。

「ひょっとして、セレーネ様のご縁えん談だんとかだったりして」

　軽口を叩くと、リサは肩を震わせた。

「イヤ！　そんな。怖いっ」

　……縁づくのはめでたいことに他ならないのに、怖いと言われてしまうとは。あらためて、セレーネという独特な存在について思いを馳はせるレオノアだ。

　朝餐の儀に向かう廊下は、たしかにざわついていた。誰かが走り回ったり、血けつ相そうを変えているというのでもないのに、なんとなく騒がしい。

「今け朝さは、お城か城下町ペケニヤあたりで、なにかありましたの？」

　先をいく従者にさりげなく問うてみた。

「いいえ。私はなにも聞き及およんではおりませんが」

　ほぼ予想通りの返へん答とうだった。

　レオノアは軽く肩をすくめる。じゃあ、私も蚊か帳やの外ということね。

　こうなったら、是ぜが非ひでも真相を探り出したくなるのがレオノアである。もしかすると、例の宝珠に関することかもしれないんだし、と自分に言い訳してみたものの、八割方はただの好こう奇き心しん。

　そして、朝餐の間に足を踏み入れたレオノアは、重苦しい雰ふん囲い気きに顔を撫でられたように感じた。

　オルフェスはいつも通り、むっつりとした顔でテーブルに着いていたが、なにかが違う。

　このところ、一言二言ぐらいは交かわすようになっていたのだが、今朝のオルフェスは無言だ。レオノアをちらと一いち瞥べつしたきり、視線はすぐに逸れる。

「なにかおありになったのかしら？　オルフェス様におかれましては、気分がすぐれないご様子ですのね」

　部屋の空気が、微び妙みように動く。扉の内側に控ひかえる護ご衛えいや、給きゆう仕じ係がかりたちがいっせいに顔を強こわ張ばらせた。

「？」

　そういえば、忠実なアルヴィンの姿が見えない。

「──ひょっとして、あなたの懐刀に、なにか？　こちらへくる途中にも、なにか浮うき足あし立ったような空気を感じたのですけれど」

「アルヴィンは、急きゆう務むに出ている。他の、俺の従者たちもな」

「急務？　はっ。まさか、どこかの国の軍隊が攻めてきたとか……」

　レオノアは、胸を押さえた。

「……どうしてそう、きみの発想は極きよく端たんに走りがちなんだ」

「朝っぱらから城内がばたばたする理由を、他に思いつかないからですわ」

「アタルビルは、もう三百年も戦争をしていない。そして、これからも戦いくさのない世が続いていくだろう」

　ベルラネグロだって、三百年前の大戦が最後でしたわよ。レオノアは、こっそり心の中で言い返す。で、貴国は財宝を奪って勝ち逃げしたのですよね？　その上、返へん還かんの約束も守らないで。平和を愛するアタルビルらしいやり方ですこと。

　──なんていうことは、今は関係なくて。

「では、なぜお城の中があわただしいのでしょうか？」

　レオノアにしてみれば、当然の疑ぎ問もんだった。

　オルフェスはむっつりと、

「探し物をしている」

　ようやく明かした。

「探し物？　なにか大切なものを失なくされたのですか？　アタルビルに代々伝わる財宝だとか」

　よその国から騙だまし取った黒真珠だとか。

「針だ」

「……針？　縫い物に使うあの針？」

　繕つくろい物をするのは、専門に雇やとわれたお針はり子この仕事のはずなのでは。

「こちらでは、お針子さんが針を失くしただけでも、城を挙あげての大だい捜そう索さくをされるのですか」

「違う。使用人の物ではない」

「なら──ええと」

　どういうこと？

　首をひねるレオノアに、よほど間を置いてからオルフェスがぼそりと言った。

「俺の私物だ」

「オルフェス様の？　オルフェス様が、針をお持ちなのですか？」

「持っているというか……母の形かた見みだ」

「！　……もうしわけございませんでした」

　レオノアは、あわてて立ち上がり、膝を折った。

「そのような貴重なものなら、城を挙げて捜すのは当然のことです。なにも知らないくせに、失礼な詮せん索さくを」

「いや、詫びなどいい。知らなかったことは、べつだんきみの非ではないし、きみにも知る権利はある」

　オルフェスは気を取り直したように、

「では、朝餐の儀をはじめよう」

　と、給仕に命じた。

　母君とは、オルフェスが生まれてすぐに身み罷まかられたというアタルビルの先の王妃のことだ。妃きさきを喪うしなってから、デリダビド王は魂たましいが抜けたようになり城の深くに引き籠もったというし、その形見を失くしたオルフェスは、いつになく落ちこんだ様子。針一本のこととはいえ、オルフェスにとってそれは、どんな宝よりも重く大切なものなのだろう。

　──ん？　針？

　レオノアの頭の隅すみで、なにかがかちりと光った。

　そう、光ったのよ。記き憶おくのリールが、するする巻き戻っていく。

　あれは、忘れもしない、セレーネの靴の城を整理させられた日。その少し前に、オルフェスに誘われて庭園を散歩したときのことだ。

　セレーネが現れて、レオノアの手助けを請こうというていの嫌がらせを仕し掛かけてきた。なにか言いかけたオルフェスの髪の間に光るものが見えて──落ちた。

「あーっ!!」

「な、なんだ、なんなんだ突とつ然ぜん」

　やにわに立ち上がったレオノアに、オルフェスが心持ち身を引く。

「もしかすると、あれが──いえ、そうだわ絶対に！」

　レオノアは、そのままドレスの裾をからげて駆け出した。

「おい、きみ！　レオノア！　どこへいく」

　背後で上がった、当とう惑わくげなオルフェスの声がレオノアの目に届いたときには、もう扉を自分で開けている。

「わっ。若奥様!?」

　廊下を脱だつ兎とのごとく走り抜けるレオノアを、いき会った者はもれなく呼び止めようとしたが、むろん止まるはずもない。ベルラネグロのアタランテとは、なにを隠そうこの私。

　あわただしい気配があって、後ろから複数の足音が追ってくる。

「あれは本当に、若奥様なのか？」

「速すぎる。とても淑女の足とは思えない。鬼か」

「悪あく魔まか」

「いやレオノア様だ!!」

　……ええ、淑女などではございませんことよ？　足が速いことが、レディの条じよう件けんから外れるのであれば。

　そして城を飛び出し、ローズガーデンに駆けこんだレオノアはようやく足を止める。

　そこからは慎しん重ちように、砂利道を検けん分ぶんしながら歩く。ええと、あのときたしか、私はこのあたりにいて……ということは、オルフェス様はこのへんだった？　……途中からは、ええいめんどうな！　とばかりに膝をつき、砂利の上を這はい回るようにして目を凝らす。

　すると、小砂利の間にきらりと光るものが。

「見つけたああああああ！」

　細い金色の針を摘つまみ上げ、レオノアは天に向かって拳こぶしを突き上げた。

「……ひい、ぜー、ひー、レ、レオノア様」

　背中で、弱々しい声がする。

　振り返ったレオノアはぎょっとした。

　砂利に手をついて、一人の騎士が恨めしげにこちらを見上げている。視線を転じれば、ここに至いたるまでの道のあちこちに、倒たおれ伏ふす姿が点てん在ざいしていた。どうやら、一個師団に追いかけられていたらしい。

　そして遠くに、一人だけすっくと背を伸ばした見覚えのある立ち姿。

「うっ。あれは……お義姉様！」







　その日のうちに、レオノアがオルフェスの失うせ物ものを探し当てたという話が城内に広まった──らしい。噂うわさによれば、鬼き気き迫せまるほどの猛もうダッシュで一気に場外から庭園まで駆け抜け、その脚きやく力りよくたるやもはや天あま翔かける奔ほん馬ばのごとし……と、なぜ武ぶ勇ゆう伝でんみたいに語られるのかはよくわからないが。いや、睦むつまじい夫婦愛の一挿話エピソードとして後世に伝えられても困るけれど。

　そして、セレーネからはオルフェスともども、がっちり説せつ教きようを受けた。

「まったく、外がい聞ぶんが悪いったら。アタルビルの、いちおう今のところは王太子妃ともあろう者が、鬼だ悪魔だ暴走機関車だなどと囁ささやかれ……とても正気の沙さ汰たとは思えません！　どういう教育を受けてきたら、こんなことになるのだか……」

　ぐちぐち、ねちねち。

「……申し訳ございませんでした。はしたないふるまい、反省しております……」

　だがこの場合、悔しいがセレーネの言い分が正しい。レオノアはうなだれ、何度目かの謝罪を口にした。ともかく、暫ざん定ていとはいえ王太子妃という身で、ドレスの裾をからげて突っ走り、その姿を大勢の家け来らいや使用人たちに目もく撃げきされたとあっては。外聞が悪い、というセレーネの気持ちはよくわかる。

「いや、姉上。レオノアは、私の探し物を手伝ってくれようとしただけのこと。元はといえば私が迂う闊かつにも母上の形見を落としたことが発ほつ端たん、私の失しつ策さくです」

「そう、プティ・オーリィや。あなたもあなたですよ」

　珍しくも、セレーネがオルフェスを咎める。もっとも、プティ・オーリィ呼びに変わりはなく、その声音ときたらレオノアに向けられたものより数段、トーンが高くてかつ甘い。

「あなたがきちんと、持ち物を管理していないから、こういうことになるのです。おかしな嫁を娶めとって、毎日大変な思いをされているのはわかりますけれどね」

　そう言って、小姑は氷のようなまなざしをレオノアに投げかける。

　カチンときたものの、レオノアには別の疑ぎ問もんが芽生えていた。

「あの、オルフェス様。そもそも、どうして髪の中に縫い針が入ってしまうようなことになったんですの？　お母様の形見なら、どこかにしまわれていたのですよね？　習慣的に使っておられるならばともかく」

　一瞬、沈ちん黙もくのとばりがセレーネの居間に下りた。

　……なに、なんなのこの空気？

　内心うろたえたレオノアだったが、オルフェスはなにかを決意したような表情になった。

「実は──」

　言いかけたのを遮るように、セレーネがわざとらしい咳払いをした。

「そんなこと、答える必要はありませんよ、プティ・オーリィ。そんな超プライベートなことまで、人様に教えなくてよろしい」

「プライベートなことなら、なおさらわたくしは教えていただかなければならないのでは？」

　思わずレオノアは反論したが、セレーネはじろりとこちらを睨にらむと、

「嫁らしいことのひとつもしていないくせに、夫の秘密だけは知っておきたいの？　すごい方だこと。あなたはせいぜい、ヤギと仲良くしていればいいのよ」

　嫌味がいつものパターンを帯おびてきた。ヤギヤギと、まったく失礼だ。

　嫁らしいことをなにもしていないって、させてもらえないだけなんですけど、という反論も、きっとまともにとり合ってはもらえないのだろう。

　そしてオルフェスはといえば、やっぱり頼りになるんだかならないんだか。中途半端な庇い方が、セレーネの、レオノアに対する悪あく印いん象しようをいっそう深めていくことに気づいてほしい。

　だいたい、氷のプリンスだなんだいったって、姉に逆らえないただのヘタレなんですけど。

　いや、そういうルーティンの嫁いびりとか夫の歯がゆさなどはいいとして。

　──秘密があるんだ、やっぱり。

　レオノアは確信した。秘密と、うっかり口にしたことに、セレーネは気づいていない様子だが。ほんとうに亡なき王妃の遺い品ひんではあるのかもしれないけれど、先ほど指し摘てきした通り、日常的に使ってでもいない限り、針が髪の間に紛まぎれこんだりはしない。というか、日常的に駆く使ししていても、そんなことになるのは大変珍しいと思う。

　でも、そのおかげでレオノアの疑ぎ惑わくが疑惑でなくなりつつある……。

　向かい合う姉弟を横目に眺め、脳裏に浮かんだのはやはり──あの中二階の部屋だった。
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　そんなわけで、三日経たったある日の午後。

　レオノアは、ふたたび回かい廊ろうを渡って、あの部屋に続く階段の下に出た。先ほど、例によってデラ嬢じようが城を訪おとずれ、例によってオルフェスとセレーネとの三人でここに籠こもっている、という情報がマーゴを経由してリサから入ったのだ。

　──しめた！

　見上げれば、扉の両脇を固めているはずの見み張はり番が、なぜだかいない。

　それでも念のため、あたりを見回したが人がきそうな様子はなかった。

　レオノアは、そろそろと階段を上り、壁かべとほとんど同化した色の扉とびらを見つめる。

　そうして、握にぎり手に手をかけ、一気に引いたところ──。

　──扉の向こうからも、押す気け配はいがして、ってまたそれ!?

　しかし、人は学習する生き物。レオノアはすばやく引く手を離し、力学の作さ用ようから逃のがれる。

　が、向こうから押された、ということは中から誰だれかが出てくる。その当然の流れをうっかり失しつ念ねんしていた。

　結果──。

「……レオノア様」

「あ、あらまあ、アルヴィン。ごきげんよう」

「まさかまた、迷いこまれたと？」

　アルヴィンのこめかみが、ぴくりと震ふるえる。

「ええ、そうなの。奇き偶ぐうねえ」

「奇偶ですと？」

　媚こびは通じないので無む邪じや気きを装よそおうことにするも、レオノア渾こん身しんの微笑ほほえみ攻撃などこの堅かた物ぶつに通用するはずはなかったのだった。

「私の目には、レオノア様がわざと、故こ意いに、なんらかの意い図とをもってこの場に現れたとしか映うつりませんが」

　そう言いながら、アルヴィンはするりと扉から出て、後ろ手に閉めた。細く開いたその向こうに、レオノアはたしかに他の人間の気配を感じた。

　──いるんだ、そこに。そして、なにが行われているの？

　狭せまい踊り場で、堂々たる体格の騎き士しと向き合う。レオノアにしても、なんの作戦も立てずに忍しのびこんできたわけではない。しかし、アルヴィンにその作戦が通用するかは、やってみなければわからなかった。

「いいえ。わたくしが奇偶と申し上げたのは、わたくし、あなたを探しておりましたの」

　でもある意味、鉢はち合あわせた相手がアルヴィンで助かったかも、と思いながら後ろに回していた手を差し出した。

　アルヴィンは目を瞬しばたたかせる。

「おや、この本は」

「そう。あなたがわたくしのために見み繕つくろって、届けてくださった本ですわ」

　言わずと知れた、『淑しゆく女じよのたしなみ』第四巻。

「わたくし、お返ししようと思ってうろうろしていましたの」

「……私を探していたとおっしゃいますか」

「ええ」

　レオノアはにっこりしてみせたが、アルヴィンの表情はなお硬かたい。そりゃそうだわ、私がアルヴィンでも、百パーセント胡う散さん臭くさいと思うわ。

　オルフェスの忠ちゆう実じつな側近は、ふうと嘆たん息そくする。

「若奥様じきじきに、お返しいただく必要などありませんでした。わざわざそのような手間を取らずとも、お傍そば仕づかえの者に託あずけてくださるだけでよろしかったのに」

「あら、侍女に託たくすなんて、そんなことできるわけがなくってよ？」

「？」

　レオノアの言葉の意味を測はかりかねたように、アルヴィンが首を傾かしげる。一いつ瞬しゆんの隙すきが、そこに生まれる。

　レオノアは迷わず、手にした分ぶ厚あつい本を振り上げる。ノーステップで跳とび上がり、アルヴィンの首くび筋すじに叩たたきこんだ。

「──！」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの武芸者も、いちおうは王おう太たい子ひ妃しが、まさか腕力で自分に挑いどんでくるとは予想だにしなかったことだろう。一いち撃げきで倒たおれることはさすがになかったが、上体がよろりと傾ぐ。

　レオノアはすかさず、今度は後頭部を思いっきり殴なぐりつけた──憚はばかりながら『淑女のたしなみ』で。アルヴィンは、音も立てずに静かにその場に頽くずおれる。

「……ごめんなさいね。そういうわけで、リサに頼たよることはできないの」

　扉の前に伏したアルヴィンをまたぎ越し、レオノアは引き手を摑つかんで引いた。アルヴィンがストッパーになって、扉は重かったが、それでもレオノアが覗のぞきこめる程度の隙間はできる。

「……？」

　だが、視界に映ったのは、まったく予想もしていない光景だった。

　外側の印象を裏切って、広々とした部屋である。

　いや、調ちよう度ど類るいというものがほとんどないからがらんとして見えるだけなのかもしれない。

　中央に大きな作業台。それを囲かこむように、木製の椅い子すが三脚。うちの二脚には、柔やわらかそうなクッションが置いてある。

　そして、三名の人間がそこで縫ぬい物を広げていた。

　いうまでもなくセレーネ、デラ嬢、そしてオルフェス──。

「お、オルフェス様!?」

　思わず大声を上げてしまったのは、不ふ覚かくとしかいいようがなかった。

　こちらに背中を向けて座っていたセレーネとデラ嬢が、さっと振り返る。

　──まずい！

　レオノアは急いで扉を閉めようとしたが、

「レオノア！　いったい、そこでなにをしているんです！」

　毎度お馴な染じみ、セレーネの叱しつ声せいが飛んできて、間ま違ちがいなく見つかったようだった。

　ならば仕し方かたない。レオノアは、そろりと扉の内側に足を踏み入れる。

　──な、なんなの、この部屋!?

　三方の壁に、大小さまざまな美しいキルトが飾かざられていた。

　いずれも、凝こった意い匠しようがほどこされている。昔の騎き兵へい隊たいの戦いが写し出された大作もあれば、抽ちゆう象しよう的てきな紋もん様ようの浮かぶカラフルなクッションカバーほどの大きさのものまで──椅子の上のクッションも、キルト作品の一いつ環かんなのだろう。

「──あなたにはたしか、ここに近づかないようにと、何度も注意差し上げましたわよね？」

　馬ば鹿か丁てい寧ねいな口く調ちようが、セレーネの怒いかりの度合いを示している。

「は、はい。心こころ得えておりましたのですが、迷って……」

「迷った？　二度も三度も、同じ道筋で迷ったりするものですか。故意にここにきて、あわよくば忍びこむ気だったくせに」

　セレーネは、しらじらしいとばかりに決めつけた。

　いや、三人が在ざい室しつしていると知っているから、忍びこんだりする気はなかったんですけど……。

「嫌いやだわ。忍びこんで、なにかいいものでもあれば持ち帰ろうなんてお思いになりましたの？」

「え、なにもそこまでは……」

　デラ嬢の意い地じ悪わるな推すい測そくに、レオノアは内心むっとしたものの、たしかに「なにかいいもの」があれば、持ち帰らないまでも祖そ国こくに伝えるつもりではあった。

　それにしても、オルフェスだ。

　他の二人が、すぐさまレオノアに気づいたというのに、顔も上げない。その彼女らがぎゅうぎゅうにレオノアを締しめ上げていることにも、気がつかないらしい。

　ただ一いつ心しん不ふ乱らんに、縫い針を動かしている。横顔の真剣さといったら、レオノアが見たこともない熱中ぶりである。
















「どうだか。生まれのよろしくない方って、がめついんでしょう？　ねえ、オルフェス」

「……」

「オルフェス？」

「……」

　ざまみろ、とレオノアは内心で悪あく態たいをついた。デラ嬢の呼びかけにも、オルフェスはいっさい反応しない。

「オールーフェース!!」

「──なんでしょうか、姉上」

　ただ、姉の声には反応するっていうのも、ちょっと引くかも……。

　ともかくオルフェスは面おもてを上げ、視線でレオノアを捉とらえ、目を見開いた。

「レオノア、きみ……？」

「この人ったら、わたくしたちがここにいるのを知って、覗きにきたのですよ？　いやらしいこと」

　オルフェスは、しげしげとこちらを見つめている。

　と思ったら、

「いや。だがアルヴィンが外にいるはずだ」

　と、いつもの落ち着いた声で言った。

　──まずい。

　もう、ここにきてから何回、同じことを思っただろう。

　レオノアは僅わずかに後ずさった。オルフェスは立ち上がり、つかつかと近づいてくる。

「あ、あのっ、あのですね」

　オルフェスが扉の外を確認するのを、なんとか阻そ止ししようとレオノアは腕を振り回す。

「？　新しい体操なのか、それは」

　その腕をひょいと押しのけ、オルフェスは扉に手をかける。

「なんだ？　開かないぞ……なにか重たいものが引っかかって……ん？　誰か倒れているのか──アルヴィン？　アールーヴィーン！」

　終わった。レオノアはがっくりと肩かたを落とした。なにが終わったのかはさだかではないが、宝ほう珠じゆの秘密が隠かくされていると思ったら、全然違う内容の秘密で、しかもそれは夫の、ありえざる趣しゆ味みで──氷の美び貌ぼう、能面のような表情。笑わんどころか、めったに感情の動きを表さないオルフェスが、実はキルト制作に打ちこんでいて、それは周しゆう囲いが騒さわがしいことにも気づかないほどのレベルで……おまけに、従者を襲おそった惨さん劇げきに動どう揺ようした声を上げている。

　──お払はらい箱、かしら。

　アタルビルの花はな嫁よめから。

　ややあって、オルフェスは戻ってきた。顔色は、もう冷静さを取り戻している。

「あの……」

「どうしてこんなことをした、レオノア？」

「こんなこそ泥みたいな真ま似ねが、よくできるものだわ」

「姉上は、ちょっと黙だまっていてください」

　セレーネは眉まゆを吊つり上げたものの、いったん口を閉じた。

　だがその顔に浮かんだ憤ふん激げきは、レオノアを吞のみこまんばかりである。

　実じつ際さい──セレーネが巨大化して、得え体たいの知れない魔ま獣じゆうとなり自分を吞みこんでしまいそうな気さえするレオノアだ。間に合わせのでまかせなんて、言えようはずもなかった。

「ここに秘密があると、思ったのです」

　正直に答えた。

「秘密と言われると、覗きたくてたまらなくなる？　下げ世せ話わなことね」

　セレーネは黙っても、デラ嬢は黙っていないのだった。

　そう、秘密。この場合は、オルフェスの、だろう。セレーネは当然として、デラ嬢がそれをオルフェスと共有していたと思うと、レオノアはなんだか、胸に穴があいたような心持ちになった。

　──って。それじゃまるで、なにか……。

「たしかに秘密ではあったな。今、この瞬しゆん間かんを迎むかえるまでは」

「もうしわけございません……オルフェス様のこのような秘密だと知っていたら、こんなことはいたしませんでした」

「なにをぬけぬけと」

　セレーネが復ふつ帰きしてくる。

「そんな言い方をされると、まるで俺が悪い趣味でも持っているように聞こえるな」

　オルフェスは苦笑した。意外な反はん応のうに、レオノアは驚おどろく。もっと怒おこるか、恥はじるかすると思っていたのだ。

「そう、俺はキルトが好きで、それは母上の形見が縫い針だったからで、子どもの頃から自然と裁さい縫ほうに親したしんでいた」

　オルフェスは淡たん々たんと言った。

「だが姉上はそのことを恥じ、そんなにキルトが縫いたいのなら、隠れて縫うようにとこの部屋を作った」

「わたくしのせいだと言いたいの、オルフェス！」

「いや──その措そ置ちを甘あまんじて受け容いれた、私の失しつ態たいですよ、姉上」

　セレーネは、なにか言いたげに口をもごもごさせたものの、結局言葉にはしなかった。

「さあ、そういうことで」

　と、オルフェスはレオノアに向き直った。

「きみにばれたからには──」

「──はっ。わたくしは、打ち首になるのですか？　それとも、火ひ炙あぶり…」

「だから、そう極きよく端たんに走るものではない──隠しておく必要がなくなった。これがこの部屋の秘密だ。いや、秘密だった、かな」

「そんな、プティ・オーリィ。あなた、なんていうこと！」

　魔獣に変身こそしなかったものの、セレーネの口は裂さけんばかりに広がる。

「なにも正直に、そんなことまで教えなくてもいいでしょうに」

「そう言われましても、姉上。レオノア、ちなみにここに飾られたキルトはほとんどが俺の作品で、しかもその一部にすぎない」

「それは……すごいです」

　レオノアは、心から言った。

「どれもすばらしい出で来き栄ばえですね。わたくしはあの高いところにある……海でしょうか？　あれが好きですわ」

　オルフェスは、ふっと口くち許もとを弛ゆるめた。

　はっとして、レオノアはその顔をただ見上げる。

　オルフェスの美しい髪かみに、糸くずが絡からまっている。

　この前は、針が引っかかっていたんだわ。レオノアは思い出していた。オルフェスはそれを落としてしまって……レオノアが見つけた。

　幸福な沈ちん黙もくとでもいうべきその間を破やぶったのは、やはりセレーネだった。

「あつかましいこと！　とうとうこっちの領りよう域いきに踏みこんできたわね。それとも、王太子妃である自分には、この城のことをなにからなにまで知る権利があるとでもお思い!?」

　言って、憎にく々にくしげにレオノアをねめつける。

　暫ざん定ていの、「いちおう妃ひ殿でん下か」でしかないくせしにと、暗あんに言われている気がした。いや、実際、セレーネはそう思っているのだろう。

　というか、レオノアだってそう考えていた。

　なのに、どうしてその冷たい言葉に心臓がずくりと痛むのだろう。

「こそこそして……まったく、これだから生まれの卑いやしい女など……」

「セレーネ様。そんなことをおっしゃってはレオノア様がお気の毒どくですわ」

　思いがけなくも、庇かばうような言葉をデラ嬢が発はつした。

「どことも知れない芥け子し粒つぶほどの国だとしても、レオノア様は王女でいらっしゃったのだし、たまたまのいちおうだって、妃殿下でいらっしゃるのですから。ねえ、オルフェス？」

　──前ぜん言げん撤てつ回かい。デラ嬢は、セレーネの尻しり馬うまに乗ってレオノアをなぶり、ついでにオルフェスの同意を引き出したいだけらしい。

「二人とも。それ以上失礼な口は慎つつしんでいただきたい」

　オルフェスが言い、セレーネはぐぅと詰つまり、デラ嬢は嫉しつ妬とに燃える視線をレオノアに叩きつけてくる。

　針のむしろというやつだ。レオノアはひたすら身を縮ちぢめている。

「夫婦の間に、むやみと秘密を置くべきではなかった。それだから、こんなことになったのでしょう」

　セレーネは、言葉を失うしなったままオルフェスを見上げている。ぴったり横に貼はりついた、デラ嬢も青ざめていたが、夫婦という語に頰ほお肉にくを震わせる。

　夫婦。そのあたりまえな一言が、レオノアの胸をついた。秘密を置くべきではなかったと、ほんとうにそう思ってくれているの？

「夫婦といったってね、プティ・オーリィ」

「ええ。かりそめの間あいだ柄がらだろうが、夫婦は夫婦ですよ、姉上」

「……わたくしが間違っていたとおっしゃるの？」

「いいえ。非ひはあくまで私一人にあります。レオノアには、後で私から説明と謝罪をしておきますから、姉上が謝る必要はありませんよ」

「そ、そんな。まるでわたくしが、ひどいわからず屋みたいなこと……」

　セレーネは釈しやく然ぜんとしないふうながら、反はん論ろんは封ふうじこめられたようだ。もごもごと口の中でなにかつぶやいた後、結局は黙りこむ。

　その間、レオノアの心臓はいたずらに高まり、脈みやく拍はくが速くなっていたのだったが、それからがいけない。オルフェスは、

「だが、レオノア」

　と、不ふ意いにお馴染みの、氷のまなざしに変わって言った。

「その前にまず、きみがアルヴィンにひざまずいて許ゆるしを乞こえ」

　声こわ音ねも至いたって冷ややかである。

　一連の言動に感激しかかったレオノアの心の梯子はしごは、またもや外はずされたのだった。……いや、たしかにその件に関しては、全ぜん面めん的てきに私が悪いです……。

　勝手に秘密の内容を勘かん違ちがいした上、あろうことか罪つみもないアルヴィンをどつき倒してバローラ城の聖域に侵しん入にゆうした。あんな「秘密」なら、そこまでして知る必要もなかった。レオノアだって、なにも進んでセレーネの逆げき鱗りんに触れたいわけではない。

　だけど──オルフェスは、レオノアをセレーネから守ってくれた。およそ初めて。
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　アルヴィンは、首と頭に包ほう帯たいを巻かれた痛いた々いたしげな姿だったが、レオノアの謝罪を受け容れてくれた。快こころよく、というよりは、オルフェスの立場を鑑かんがみて、空気を読んだということらしかったが。

　とりあえず、秘密の裁さい縫ほう部屋における小事件には緘かん口こう令れいが敷しかれ、あの場に居い合あわせた者の他は知らないことになる。

　あの部屋に飾られていたキルト作品は、どれも美しく見事な出来栄えだった。それがオルフェスの手になるものとして公開したって、誰も困らないじゃないとレオノアは思うのだが、セレーネがそんなのを許すわけがないともわかっている。

　なにしろ、セレーネには、オルフェスにそういう趣味があるということ自体、嘆なげかわしいようだった。

　人間はイメージということか。だけど、そこまで隠すほどのことでもないだろうに。

　それはともかく、オルフェスがどんなふうに事の次し第だいを「説明」してくれるのかと期待していたら、翌朝の朝ちよう餐さんの儀ぎで顔を合わせたご当人は、

「姉上が嫌がるからな。俺もべつだん、わざわざ国民に向けて発表するようなことでもないと思っている。だから、秘密にしておいた」

　と、あっさりしている。

　そう言われては、たしかにわざわざ自じ慢まんするのもおかしい気はする。

　でも、オルフェスの主しゆ旨しが、あくまでセレーネの意い向こうを汲くんでというものに感じられるのは、なんだか納得できなかった。

　レオノアが返事をしないでいると、オルフェスは「ああ」と思い出したふうにつけ加えた。

「なので、あの部屋にはものすごい秘密が隠されているみたいに、きみを誤解させたことは謝あやまる。一人蚊か帳やの外そとに置かれては、不ふ快かいだっただろう」

「いえ、私はなにも、疎そ外がいされたのが気に食わないというわけでは」

「では、なにが気に食わないと？」

　切り返され、レオノアはうっと詰まる。

　それ以外の秘密を嗅かぎつけたつもりが、とんだ肩すかしでがっかり……なんて本当のことが、言えるわけがなかった。

「……べつに」

「なら、そうつんけんするな」

「つんけんなどしておりませんわ」

　レオノアは、扇おうぎを開いて意味なく顔をあおいだ。

「そうか。なら、よかった」

　どうやら、その話はここでおしまい、ということのようである。

　オルフェスはセレーネよりのスタンスを崩くずさないみたいだし、やっぱりうまいことまるめこまれた気がする。

　その日は昼餐にも呼ばれたのだが、その席で話題が蒸むし返されることはなかった。

　それから二日続けて、オルフェスは朝餐の儀を取りやめた。

　なにやら、公こう務むで忙しいという理由づけはされていたものの、本当かしらと疑うたがわずにはいられないレオノアである。

　そうなれば、オルフェスとは顔を合わせる機会もない。今まで、なんだかんだと会ったり語らったりしていたのは、すべてオルフェスの意い志しによるものだったのだとわかった。

　呼ばれなくなったら、かりそめの妻つまでさえなくなるような気がする。

　──って、べつにそれが哀かなしいとかいうわけじゃないし！

　胸に募つのる不安に気づき、レオノアは急いで否ひ定ていした。

　あの仏ぶつ頂ちよう面づらと顔を突き合わせて、目の前で豪ごう華かな食事を見せつけられたりするほうが腹が立つし、迷めい惑わくだ。うん、迷惑。

「レオ様。今日もオルフェス様からのお呼び出し、ありませんでしたね」

　だから、二日目の夜、髪を梳とかしてくれながらリサが言ったとき、レオノアはむっとして鏡かがみの中のリサを見た。

「ええ。おかげさまで、とっても快かい適てきだわ」

　なぜだか、口調が攻こう撃げき的てきである。

「あ、いえ……ほら、朝餐だ昼ちゆう餐さんだって、いちいち着替えたりするのって、めんどうじゃない？　リサにもよけいな手間をかけるし」

「あら、あたしはそれが仕事ですもの。それに、レオ様に似合う髪形やドレスの組み合わせとか、あれこれ考えるのは楽しいです」

「……そう？　たいして着せ替え甲が斐いのない地じ味み姫ひめだと思うけど」

「は？　なにをおっしゃってるんですか。レオ様は、とっても魅み力りよく的てきですよ」

「またまたまたあ」

「本当に。そりゃ、誰も文もん句くのつけようのない美人、みたいなのとは違うかもしれませんけど、なにかこう、釘くぎ付づけにさせられるようなチャーミングさというか……」

「見み馴なれてきたからじゃないの？　それか身びいき的な」

「全然違いますよお。だいたい、馴れてきたら飽あきるじゃないですか。でも、レオ様はそんなことはなくて、身につけられるもので印象も変わるし、そうなると次はどんなふうに飾ったらきれいかしら？　って。侍じ女じよとしましては、夢が広がるタイプです」

「そ、そう……そんなタイプの人、他にいるのか聞いたことないけどね」

　こそばゆい褒ほめ文句に、レオノアが苦笑したとき、ノックの音がした。

「あら、誰かしら？」

「こんな時間なのに、なんでしょうね。ちょっとあたし、行ってきます」

　リサはブラシを鏡きよう台だいの上に置き、そそくさとドレッシングルームを出ていく。

　それを見送ったレオノアは、内心、また『淑女のたしなみ』だったりして、と瘤こぶをこしらえたアルヴィンの姿を思い描えがいた。

　ややあって、衝つい立たての向こうから現れたリサは、書物ならぬ美しいキルトを腕に抱えていた。

「レオ様！　今、アルヴィン様がじきじきにこれを。ベッドカバーですって」

「え？」

　レオノアは立ち上がり、真新しいキルトを覗きこむ。

「あ……」

　息を吞むほど美しい仕し上あがりのそれは、よく見ると青い海うな原ばらを走る船や、海の泡あわの中で真しん珠じゆを採とる乙女おとめたちの姿が織おりこまれた、まるで詩しのような一枚だった。

「なんてロマンチック！　きれいですねえ」

　リサが歓かん声せいを上げたが、レオノアは他のことを考えていた。

　──これ……ベルラネグロだ。

　特とく徴ちようのある帆ほの形、そして名産品である真珠。

　懐なつかしい故こ郷きようと、人々の暮くらしを、一枚のキルトが余あますことなく表現し尽つくしている。

「こんな素す敵てきなプレゼントをくださるなんて、オルフェス様もあれで案外、気の利きくお方なんですね。安心しました」

「えっ？　お、オルフェス様？」

　レオノアはうろたえたが、リサは無邪気に、

「え、だってオルフェス様からのプレゼントだって、アルヴィン様はそうおっしゃってましたけど？　というか、他の方とかアルヴィン様ご本人からの贈おくり物だったら怖こわいんですけど……」

　と、続けた。レオノアは、気を取り直す。

「あ、そう、そうよね」

　一瞬、オルフェスが縫ったものだと、リサが看かん破ぱしたのかと思ったのだ。

　知らないからこそ、手放しの賞しよう讃さんにつながるのだろう。あのオルフェスが縫った、という前ぜん提ていだったら、もっとなんか──それこそ「怖い」。

「たしかに、あの冷血王子にしては、気が利いているわね」

　ほっとしたあまり、憎にくまれ口が出る。

「うわあ、レオ様ったら、照てれてらっしゃるんですね！」

「だっ誰が、誰がよ」

　リサは浮き浮きとした足取りで寝しん室しつへベッドカバーを運び入れ、さっそくベッドメイクを直しているのだろう。

　レオノアは、ナイトガウンの前を搔かき合わせた。この二日間のことが、走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りを巡めぐる。姿を現さないオルフェス、むくれる自分。あげく、顔なんて見ないほうがせいせいするわ、だなんて。

　オルフェスの不ふ在ざいの理由がはっきりした今、子どもっぽくイライラしていた自分のことが恥ずかしくてたまらなくなった。オルフェスに不満をぶつけたわけではないから、こんなみっともないレオノアのことをオルフェスが知るよしもない。だけど、レオノアは知っている。それが、なんともうしろめたいのだ。

「準備ができました、レオ様。ベッドに広げたら、いっそうすばらしく美しいキルトで……って、レオ様？」

「あ、ごめんなさい、リサ。ちょっと出かけてくるわ」

「出かけるって、こんな夜に、そのようなお姿で？　いけませんよ、妃殿下がそんな」

「だって、着替えていたら、あっちが先に寝やすんでしまわれるかもしれないじゃない」

　レオノアは、室内用のサンダルに足を入れた。

「あっち？　先にお寝みに？　まさかレオ様、オルフェス様の寝しん所じよに……って、いけませんったら、そんなこと！」

　リサの制止を振り切って、薄うす暗ぐらい廊下に出る。

　一定の間かん隔かくを置いて壁に取りつけられたランプの灯あかりを頼りに、レオノアはオルフェスの部屋を目指した。

　やがて、その扉に辿たどり着く。僅わずかな光が、そこから漏もれ出していた。オルフェスはまだ起きているらしい。

　ほんの数回しか訪れたことのない、その部屋の前で、レオノアはしかし躊ちゆう躇ちよした。急に自分の行動を顧かえりみて、恥ずかしくなったのだ。リサに指し摘てきされた通り、ガウンを羽は織おっているとはいえ、寝ね間ま着き姿すがた。いくら夫婦でも、夫の寝室を訪ねていい恰かつ好こうだろうか。

　やっぱり引き返そうと、踵きびすを巡らせかけ、いいやと思い直す。今ある気持ちを、今伝えないでどうする。明日の朝餐までには、この新しん鮮せんな驚きも感動も薄れているかもしれないのだし。

　思いきって、ノックする。

　耳を澄すませてしばらく待ったが、応おう答とうはない。眠っているのかもしれないな、となぜか安あん堵どを覚え、今度こそ踵を返したとき、内側から静かに扉が開いた。

　レオノアはぎょっと、振り返った。

「──なんだ、今回は面おも白しろ効こう果か音おんはつかないのか」

　明かりを背に、オルフェスの長身が見下ろしている。

「お、面白効果音、って……」

「いつものやつだよ。『ふぐぅ！』とか『ぐぅむ！』とか、『ひでぶ！』とか」

「え……わたくし、そのような音を出してます？」

　前の二つには聞き覚えがあるが、「ひでぶ」ってなんだろう。

「自覚がないなら、仕方がないな。こんな時間に、どうした」

　あらためて訊たずねられ、レオノアはわずかに狼ろう狽ばいした。

「あのう……アルヴィンのお怪け我がはどんな具合かしら、なんて……」

　どうしたわけだか、用意してきた言葉がなかなか出てこない。

「そんなことか」

　オルフェスは、ほっと息をついた。

「アルヴィンならぴんぴんしているが。もともと頑がん健けんで、殺しても死なないような奴やつだからな」

「そ、そのような言い方は、ちょっと……」

　殺して死ぬようなやわな男だったら、レオノアのあの二に撃げきで、シャレにならないような局面を迎えていた。そう思うと、レオノアは笑えない。

「それにしても、きみがそこまでアルヴィンのことを気にかけていたとはな。意外だ」

　オルフェスの口調がやや変わり、レオノアははっと面を上げる。

　あい変わらず、森の奥の小さな澄んだ湖みたいな静せい謐ひつな美貌に、一ひと刷は毛けの不快感。

　それを認めて、レオノアはたじろいだ。

「あの、なにか誤ご解かいがあるようですが、わたくしは特にアルヴィンのことがそこまで気になっているというわけでは」

　うろうろと言葉をさまよわせる。

「いやいや、だからってどうでもいいってわけでもなくて！　それなりに……ええ、それなりに心配はしているのですけれど。あ、もちろん反省も。でも、今はそういうことが言いたくて訪ねたわけではなくて、なんというか──あの、ベッドカバーをどうもありがとうございました！」

　頭の上で、今度は楽しげに息を吐はき出す気配がある。

「そんなことのために、わざわざこんな時間に、そんななりでここへ？」

　ついさっき聞いたのと、まったく同じことをまた言われた。レオノアは頭を振り上げ、

「そんなこととおっしゃいますけど、わたくしにとっては、なんというかありがたくももったいないというか、オルフェス様にこんなことまでしていただいて、これまでの己おのれの所しよ業ぎようというものが」

「まあ、入りなさい」

　言っている最中に遮さえぎられ、レオノアは支し離り滅めつ裂れつないいわけをやめた。

　オルフェスは、執しつ務むを私室に持ち帰ったらしい。窓際に置かれた文ふ机づくえの上に、書類らしき紙かみ束たばが乗っている。そういえば、服装も普段着のままだ。

「──お仕事中だったのですね。わたくしったら、とんだ邪じや魔まを」

「いや。残ざん務むも自分の怠たい慢まんのせいだからな。きみが気にすることではない」

　オルフェスは扉を閉めきらずに戻ってくると、レオノアに椅子をすすめた。

　怠慢というか、仕事を溜ためた原因は、どう考えてもあのベッドカバーだ。そう思い当たり、レオノアはますます恐きよう縮しゆくする。

　椅子の上で畏かしこまっていると、対面に腰を下ろしたオルフェスが笑顔を向けてきた。

「で？　あれはお気に召めしたか？　多少は喜んで受け取ってもらえたのか」

「多少なんて、そんな！　とても気に入りました。すばらしく美しくて、丁てい寧ねいな針仕事だってリサも。それに──」

　レオノアはごくっと喉のどを鳴ならした。

「あの模様は、もしかしてベル、いえわたくしの郷さとの」

「ベルラネグロの民の暮らしだ。話に聞いて知っている程度だから、きみを懐かしがらせるには足りないかとも思ったんだが。その様子では、そう見けん当とう違ちがいというわけではないようだな」

「いいえ、すごく懐かしいです。わたくし、あなたが郷においでになったことがあるのかとすら──というか、どうかなさったんですか？　オルフェス様」

　オルフェスの眉が、心持ち動いた。

「どうかなさった、とは？」

「ふだんからは考えられないくらい、ご謙けん遜そんだから……あの、なにか悪いものでも召し上がられまして？」

　とたんに、オルフェスがぷっと噴ふき出したため、レオノアは自分こそが的外れな質問をしたと知る。

「まったく……きみは……なんでそう、極端なんだ」

　くすくす笑いの中に、おなじみの指摘が混まじる。レオノアは、ますます縮こまってしまった。
















「謙遜というのでもないが、きちんと返礼になったかは気にかかる」

「返礼？」

「針を見つけてくれたことへの礼を、まだ言っていなかった」

　レオノアは、目を瞬かせた。

「そ、そのためにあんな素敵なものをわたくしに？」

「きみには、要いらぬ苦労をかけているしな──姉上のことで」

　思いがけない言葉が、オルフェスの口から飛び出した。レオノアは、いよいよ目をぱちくりさせる。

「まあ──まったく苦労していない、とは申しませんけれども……」

　ここで、いかにもな社しや交こう辞じ令れいを返すほど、レオノアはできた女ではなかった。

「……姉上の前では弱よわ腰ごしな俺に、きみはさぞ不満なんだろうと思う」

「……はあ、まあ。お気づきでしたか……お恥ずかしい限りです」

「べつに、きみの様子から察さつしたというわけではないさ。あの姉上にかかったら、世界一忍にん耐たい強い女だってなにがしかの不満は抱いだくだろう」

　すると、オルフェスの目にもセレーネがキツイ小こ姑じゆうとであることは、じゅうぶんあきらかだったというわけだ。

「わかっていて、たいした庇いだてもしない。そういう俺を、きみが歯がゆく感じても仕方のないことだ」

「いえ、わたくしは……あのう……、たしかにそこはちょっと、どうかと思いますけれども……」

　この際、関係の見直しを検けん討とうしていただいたほうがいいかもしれない。そんなことを考えたレオノアだったが、オルフェスの次の言葉にはっとする。

「この城には、俺の上にあと三人の姉がいて、俺が生まれてすぐに、母上は身み罷まかった。セレーネはもうじゅう、いや、俺よりはかなり大人おとなだったから、それからは母上代わりを務つとめながら、腑ふ抜ぬけになった親おや父じ殿どのの代わりにもなって執しつ政せいに務めてきた」

「……それは」

「母上の記憶は、俺にはない。ほとんどではなく、まったくない。俺にとっては、姉上が母だった。親らしいことは、姉上がしてくれた。なにもかもというわけにはいかなくても、たいていのことは」

「はい……」

「他の姉たちは皆、しかるべき齢よわいで嫁とついだが、セレーネはアタルビルに留とどまった。俺はまだまだ、即そく位いするには幼おさなすぎたからな。妹たちを嫁に出し、自分は持ちこまれる縁談に首を振って……俺のためにそうしているのはわかったし、もうしわけないとも思った。まあ、そのうちに姉上は、この城を取り仕切ることのほうが、嫁にいくより楽しいと思いはじめたのかもしれん。ときに横おう暴ぼうな言動をとるきらいがあるのも、そういうことなんだろう。だが」

　と、オルフェスは視線を落として、

「あんな姉上でも、民たちに対しては暴ぼう君くんというわけでもない。あくまで、この城の中だけのことだ」

　やや気まずそうに言葉を継ついだ。

「──そのくらいのことは、自由にしていただいてもいいのではないかと、俺は思っている。それできみの立場が辛つらいことになってしまっているのは、ほんとうにすまないのだが」

「お義ね姉え様を、心から敬うやまっておられるのですね」

「まあ、とんだシスコンだと笑ってもかまわないぞ？」

「いえ、いえ、そんな！　わたくしがオルフェス様でも、きっと──きっと同じように感じ、ふるまうと思います」

　レオノアは強く言った。

　と同時に、反省もしていた。セレーネの独どく裁さいに甘んじているかのようなオルフェスを、焦じれったくも、また情けなくも感じた自分の短たん慮りよを。

　逆さからえないのだと思っていた。あるいは、関わるのが面倒で、引いたところから眺めているだけの他人ごと。

　そういうオルフェスのスタンスは、無責任すぎやしないかと、内心がっかりしたこともあった。

　──だけど、違った……。

　オルフェスは、たしかにセレーネに頭が上がらないのだろう。それは、でも、セレーネの我がと押しの強さに負けて揚あげた白しら旗はたではなかった。比ひ較かくするには忍びないけれど、城のどこかに逃げこんだきりのデリダビド王とは違う。いや、王にだって、思うところはあるのかもしれない。

　若い頃から弟妹たちの母親役を務め、妹を嫁に出し、次代の王である弟のオルフェスにも花嫁を迎えた。

　その間、個人としての幸福を、セレーネは夢見なかったのだろうか。

　顧かえりみたことはあっても、まずはアタルビルの繁栄と安あん泰たいを優先した結果、気き難むずかしくて口やかましい今のお義姉様となってしまったのだろうか。

　そして、そういうことの一切に、考え及およばない、考えてみようともしなかった自分の浅さ。

　恥ずかしい。オルフェスはあのうるさ型の姉に恩おん義ぎを感じ、敬けい慕ぼしている。それは、幼い頃からセレーネの苦労を傍で見ていたからこそのものなのだろう。

　見てはいなかったからといっても、レオノアはオルフェスの妻だ。

『淑女のたしなみ』の一節が、また頭に浮かぶ。夫の喜びは、妻の喜び。夫の苦しみは、妻の苦しみ。自分は感じないからといって、その労苦を「ないもの」として無視するなんて、自分はほんとうに、考えの足りない子どもだ。

「レオノア？」

　黙りこんだレオノアに、オルフェスの訝いぶかるような声が呼びかける。

　レオノアは、夢から醒さめたような心地ここちでオルフェスを見た。

「どうかしたか──やはり、こういう話は面白くないだろうな。きみにとっては、俺と姉上はただの、腑抜けな夫と、口うるさい小姑だ」

「いえ！　いえいえいえ！」

　あわてて打ち消す。

「ですから、わたくしがオルフェス様であっても同じ──同じく、なにもできないと思います……いや、ですから腑抜けとかいうことじゃなく。というか……」

　レオノアは拳こぶしを握った。

「わたくしは、自分自身が情けないのです」

「きみ……」

「三人の義姉上様をお嫁に出して、オルフェス様のめんどうを見て、国政にも腕をふるって……、セレーネ様のなされてきたことやご苦労は、少し考えれば慮おもんぱかることができたはず。いいえ、見えているものを、見ようとしなかったのは、ひとえにわたくしが浅はかなせいなのです」

「いや、きみはきみで、よくあの姉上に仕えているだろう。そう卑ひ下げしたものでもない」

　アメジストの瞳ひとみが、いつになく優しい光を帯おびて、レオノアに注そそがれている。

「そ、それは……ただの負けん気というか、畏れながらわたくしもセレーネ様同様、すぐむきになる性質で……」

「はは。たしかに、きみたちには似たところがあるとは思っていた」

　屈くつ託たくのないオルフェスの笑顔を、およそ初めて目にした。レオノアは、まじまじと、笑うオルフェスに見入る。

　その美しい顔が、ふと真ま面じ目めな表情に変わった。

　オルフェスも、黙ってレオノアを見つめている。

　どれほどの沈黙をおいた後か、その手がそろりと伸のびて、レオノアの髪に触れようとした。

　レオノアは息を詰めて、その瞬間を待つ。

　今しもオルフェスの指が髪に──と、そのとき、どどどっと無ぶ粋すいな物音がして、何者かが室内に進しん撃げきしてきた。

　いかにもこの場面にふさわしくない、その闖ちん入にゆう者しやは。

「ぺ、ペーター先輩!?」

　闖入者はまっすぐに突進し、立ち上がったオルフェスに頭ず突つきを喰くらわせる。

「？　お──っ」

「いけません、先輩！」

　よろめいたオルフェスを助け起こそうとしたレオノアの身体からだが、ふわりと浮く。

「な、なんなの？　わ──っ」

　レオノアを背中に乗せると、ヤギはくるりと向きを変えた。

「あ、おい。レオノア！」

　立ち直ったオルフェスの制止など聞かばこそ。

　話の通じないペーター先輩はそのまま、またどどどっとレオノアを乗せて廊下を猛もう進しんしていったのだった。

　──ハッピーエンドって、なんのことかしら。







　深夜に、一人と一匹が大暴走──もっとも、「一人」のほうはただ、巻きこまれただけなのだが──のニュースは、翌朝には城中に広まった。

　物音に叩き起こされた者はむろんのこと、寝ていてその様を目もく撃げきしていなかったその他までが、まるで見てきたように噂うわさし合っている……らしい。

「もうしわけありません、レオ様。あたし、必死でしがみついたんですけど……ペーター先輩に振り落とされてしまって。なんで突然、先輩が目を覚ましてしまったのかもさっぱり──」

　その暴走の、おそらくはいちばんの被害者が、鏡の中で眉をハの字に曇くもらせる。

「い、いいのよ、リサ。そもそもは、私があんな時間にオルフェス様を訪ねたのがいけないんだから」

「そうですよお。ですからあたし、あれほど引き留とめましたのに」

　リサは、思い出したように今度は眉を上げた。

「まったく、レオ様は思い立ったら即そく、動かないと気のすまないお方なんですからね。つくづく感じました」

「ごめんなさい……あなたを責せめる人がいたら、リサのせいではないって申し開きしておくわ──たとえば、セレーネ様とかに」

「いえ、ペーター先輩の件は、あたしにも責任がありますから、そこは……というか、レオ様がもし、セレーネ様から『塔とうの厳げん罰ばつ』を言い渡されたりしたら、あたし、できる限りのことをいたしますから！」

「塔？　厳罰って、どんな罰なの」

「よくわからないんですけど、あの北の塔には昔から、悪いことをした人が閉じこめられるんだって聞かされてきたもので」

『悪い子は、塔送りだぞ？』──というのが、城下町ペケニヤの親たちの、ポピュラーな脅おどし文句であるらしい。

「……子どもに言うには、なんだか禍まが々まがしすぎる気がするけど」

「意外と残ざん酷こくなんですよね、子どもの頃に聞かされた昔話とかそういうのって」

　リサも同意した。

　北の塔……天に突つき刺ささったようにそびえる尖せん塔とうの画えが、レオノアの脳裏に浮かんだ。あんなところに閉じこめられるなんて、たしかにぞっとしない。

「でも、あたしの知る限り、その罰を実際に受けた人はいませんから！」

　レオノアの沈黙をどう解かい釈しやくしたか、リサは明るく請うけ合う。

「たとえセレーネ様だって、いやしくも王太子妃殿下をあんな所に送りこんだりはしないと思います！」

　いや、それはどうなんだろうとレオノアは思った。

　そして実際、朝餐の儀の後、セレーネからの呼び出しがきたのだったが──。







　──いったい、どうしたわけなの……？

　セレーネの居間で、焚たきしめられた香こうを嗅ぎながら、レオノアは向かい合って座った小姑を見つめる。

「聞きましたよ、レオノア。真夜中に大だい活かつ躍やくだったんですって？」

　問いかけ自体は、想定したものだったのだが、しかし。

「あなたもやるわねえ。おかげでマーゴなど、今け朝さは寝ね不ぶ足そくみたいでしてよ？」

　面白そうに話しかけるセレーネの、この満面の笑みはいったい……。

　頭ごなしに叱しかりつけられるものとばかり思っていた。オルフェスが呼ばれていないのを見ても、それはあきらかなはずで、なのにセレーネときたらいきなり上じよう機き嫌げんな様子なのだ。

　──なにか悪いものでも拾い食いしたのかしら……。

「はい。もうしわけありません、お義姉様。わたくしときたら、いつになってもお行ぎよう儀ぎが悪いままで、とんだ騒ぎを」

　それでも進んで低てい頭とうしたレオノアだった。頭の中には、昨さく夜やのオルフェスの言葉がしっかり残っている。

「あらあら、べつにいいじゃない。それが、あなたという人なのですからね」

　セレーネは、またもやにっこりした。もうなにか、笑顔の大おお盤ばんぶるまいである。

「……そうおっしゃっていただけますと、恐きよう縮しゆくです……」

「どうなさったの、レオノア」

　逆に、不思議そうに訊きかれた。え、とレオノア。

「そんなしおらしいのは、あなたらしくありませんことよ？」

「は、はい」

　どれだけ暴れん坊だと思われていたのか、それともこれまでが反抗的すぎたのか。レオノアは、神しん妙みように己の言動を省かえりみた。

「あなたぐらいの人で、ちょうどよかったのかもね。オルフェスのような子には」

　お、オルフェス？　プティ・オーリィではなくて？

　やっぱり、いつもと違う。というか、違いすぎる……レオノアは、こわごわ正対する相手を窺うかがった。

　──はっ。

　もしかして、このセレーネ様は偽にせ者もの……？

　胸に浮かんだのは、そういう疑いだったが、すぐに打ち消す。たしかに私の思考って極端すぎるかも。オルフェスの言う通りだ。

　セレーネはただ、理由はさだかではないものの、レオノアと友好な関係を築くことにしたのかもしれないのだし。

　それとも、オルフェスがペーター先輩に突とつ撃げきされるという不覚をとったことまでは、セレーネの耳に入っていないのか。いずれにしても、穏おだやかな笑みを浮かべる小姑に、つんけんするわけにはいかないレオノアだ。

「もったいないお言葉です。けれどもわたくし、深く反省いたしております……セレーネ様のお優しさに甘えることなく、今後は決して、このような騒ぎは起こさぬよう……起こさない……起こさなくなるといいな……いえ、そのように努つとめます！」

「なんだか、所しよ信しん表ひよう明めいみたいね。即位式のために、今から予行演習？」

「そ、そんな！」

　レオノアは、大あわてで手を振った。

「お義と父う様……国王陛へい下かもセレーネ様も、まだまだご健在ですのに、そんな遠い未来のことなんて考えたこともございません。むしろ、お二ふた方かたがいつまでもご健けん勝しようでいらっしゃるよう祈いのるばかりでございます」

　我われながら神妙すぎるセリフだが、今までのように口先だけの薄っぺらな言葉ではないつもりだった。

　それを、セレーネが汲くみとってくれればいいのだが。

　願いをこめて凝ぎよう視しするレオノアに、セレーネは一瞬、複雑そうな顔をしたが、すぐにまた笑顔で、

「そうそう、父といえば」

　と、話を変える。

「四日後に、大きな催もよおし物を予定しておりますの。飛ひ行こう祭さいといって、いちおうは軍関係ですけれどね。ひさしぶりに、国王もお出ましになる公式行事ですのよ」

「あ、はい」

　レオノアは、違う意味で緊きん張ちようした。

「もちろん、あなたとオルフェスにも、揃そろって出席していただくわ。あなた、落らつ下か傘さんを見たことがあって？」

「……飛行艇から飛び降りるときに、背中にしょっている雑ざつ囊のうのようなもののことですか？」

「あら。雑囊はよかったわね」

　セレーネは朗ほがらかに笑う。

「でも、背負っているのは命いのち綱づなですからね。途中で開いて、こう、ふうわりと地面に着地する。そうでなければ、命に関わってしまいます」

「ええ」

　ベルラネグロには、まだ飛ひ行こう艇てい部ぶ隊たいというものはない。そこまで予算が回らないのだ。貴族や大だい富ふ豪ごうが、まれに自家用の飛行艇を所有しているぐらいだ。落下傘が命綱だというのは知っているが、空中遊ゆう泳えいを楽しむために開いて、降下するものというのがレオノアの認識。

「あらあら。じゃあ、お郷のほうが優雅に飛行艇を使っておられるようね。まあ、この平和な世の中に、空軍の配備を充実させる必要もありませんわね。こちらでも、軍事力を公開するというよりは、国民も皆で楽しむお祭りです。『飛行祭』というところから、お察しでしょうけれど」

「はい。そういうことなら、あまり畏まらずに出席させていただきます。といっても、もちろん粗そ相そうのないようふるまいには気をつけます」

「頼たのんだわね。国民の前に、あなたをお披ひ露ろ目めする初めての機会でもあるのですからね」

　驚きに目を瞠るレオノアに、セレーネは、

「あらあら。そんなことにも今まで気づいておられなかったの？　大丈夫かしら、あと四日しかないのに」

　冷やかす口調で言うが、意地悪な響きはそこにはなかった。

「……いえ。まさか、こんな早くに公おおやけの場に出していただけるとは、思っていなかったものですから」

　レオノアも正直に白状した。それどころか、最後まで公の存在になどなれないのではないかとあきらめてさえいた。

「まあ。それじゃわたくしが、まるであなたを日ひ蔭かげ者もの扱あつかいしているみたいじゃない」

　セレーネはおかしそうに言う。

「も、もうしわけございません……そう疑っていなかったといえば、噓になります」

　レオノアは、ますます恐縮して小さくなる。

「それでは、今日からはその疑いを捨てていただきましょう。ときに、その飛行祭での、あなたのお召めし物もののことですけれど」

「わたくしのドレス？　なにか、決まりがあるのですか」

「ええ。決まりというほどでもないのですけれど、王太子妃は青いドレスをまとうのがなんとなく習ならわしになっておりますの」

「は、はい」

　ドレスの色などよりも、「王太子妃」という言葉がセレーネの口から出たことにレオノアは軽く感動した。私、そういう者として認められたということなの？

「とはいえ、なんとなく、ですから。どんなドレスをお召しになろうと、あなたのお好きなようにしていただいてけっこうですよ」

「はい。けれども、そういう習わしなら、わたくしも青いものを身につけようと思います」

「あらまあ、可か愛わいい方」

　セレーネは扇を開いて、ほほと笑った。

　にわかには信じられないことだが、セレーネの用件は、ほんとうに飛行祭のことをレオノアに告げることだけだったらしい。

　立ち上がり、ドレスのスカートを摘つまんでレオノアは身を屈かがめる。

　退たい去きよの礼をした後、裾を翻ひるがえしたレオノアに、「ときに、レオノア」とセレーネが声をかけてきた。

「オルフェスが、あなたに新しいベッドカバーを贈ったのですって？」

「は、はい。たしかに賜たまわりました」

　レオノアを、何度めかの驚きが見み舞まう。オルフェスの風変わりな「趣味」のことは、ないものとして扱われるものと思っていたのだ。

　それが、こうしてセレーネのほうから水を向けてくる。

「そう。どんな出来栄え？」

「それはもう、すばらしいものでした。さっそく寝台に置いておりますけれど、眺めるだけで心楽しくなります」

「──お郷の暮らしが織りこまれているとか」

「はい！　それがなにより嬉うれしゅうございます……あ」

　レオノアは口を押さえた。そんな言い方、まるでベルラネグロが懐かしくてたまらないみたいじゃない？　──まあ実際そうなんだけれど、でも今は。

「いいのよ。どなたにとっても、生まれ故郷は特別ですからね。ましてや、海の向こうからはるばる嫁いでこられたあなたには」

「……お心こころ遣づかい、もったいのうございます」

　ふたたび低頭したレオノアを見るセレーネの瞳が、かちりと冷たい光を放ったみたいな気がしたのは──気のせいなのだろう。たぶん。
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　飛行祭の日は、気持ちいいほどの晴天となった。

　初めての公式行事とあって、さすがのレオノアも緊きん張ちようのあまり昨さく夜やはなかなか寝つけなかった。

　しかし、リサがしずしずと開いたカーテンの向こうに真まっ青さおな空を見て、思わず歓かん声せいを上げた。

「なんて気持ちのいい日！」

「よかったですね。あたしは残念ながら、お部屋で待たい機きですけれど、レオ様が無事に公こう務むを果はたされるのを期待してます」

「そうね、リサもいっしょならなにかと心強いんだけど……」

　部屋住みの侍じ女じよは、公務には同どう伴はんしないしきたりなのだ。

「平気ですって、レオ様なら」

「だって、初対面の女によ官かんと、ぶっつけ本番の公務でうまくいくかしら」

「それも大丈夫。きっと熟じゆく練れんの女官様をつけてくださいますよ」

「……そうね」

　セレーネのことを考えると、なんとなくだが胸に蓋ふたをされたみたいに感じる。あれから、また急に翻ほん意いすることもなく、それどころかセレーネは昨日になって真新しいドレスを届けてよこした。真っ青な絹きぬの、豪ごう華かなドレープやフリルで飾かざられた贅ぜい沢たくな晴れ着。

「ほら、このたっぷりしたレースの美しいこと。レオ様のお顔に、いちだんとよく映うつりますわあ」

　リサはあい変わらず、「レオノア美人説」を譲ゆずろうとはしない。

　レオノアは苦笑して、

「外に出ても映はえるといいけれどね」

　と応じた。

　──でも、そうね。セレーネ様をあんまり疑うたがったりしてはだめ。

　リサに送り出されながら、レオノアは自分に言い聞かせる。オルフェスのあの告白を聞いたこともあり、セレーネとの関係をいたずらに悪化させたくはなかった。

　見たところ、ドレスは上物だし、それに合う繻しゆ子すの靴くつや帽ぼう子しもセレーネはよこしたのだ。五連の首飾りは真しん珠じゆで、扇おうぎにも小さな真珠があしらわれている。ベルラネグロからきた花嫁に対し、これ以上ない心こころ尽づくしが感じられる。

　そして、そんな細やかな気き遣づかいをするセレーネに、レオノアに対する悪意は──少なくとも城にきたばかりの頃よりは薄うすらいでいると思っていいのだろう。

　向かったホールで待っていたのは、想像していたより若い女官だった。レオノアには覚えのない顔だが、相手はよく承しよう知ちしているとばかりに、

「おはようございます。これから、レオノア様のご公務を担当いたしますエメルと申します」

　膝ひざを折って優ゆう雅がに挨あい拶さつをよこした。

「レオノアです。今日からよろしくお願いします、エメル」

　レオノアも同じように挨拶を返し、それからもう二人ばかりの侍女に挟はさまれるようにして階段を上る。

　城の中庭には、既すでに祭の準備が調えられていた。

　アタルビルの国こつ旗きの色に染め分けられた飛ひ行こう艇ていが中央に据すえられ、その両側に大たい砲ほうが二門。どちらの脇わきにも、正装した空軍の将校や兵士たちが整列していた。

　一いつ糸し乱みだれぬその隊列から目を転じれば、飛行艇と向かい合うようにして来らい賓ひん席せきが設しつらえられている。着飾った貴婦人たちの姿が目を引く。

　レオノアは、最前列にデラ嬢じようの姿を認めた。なぜ彼女が真ん中のいちばんいい席に、と考えてから気づく。

　──彼女のお父様は、たしか軍の最高司令官だった。

　その父君は、おそらくデラ嬢の右側に座る紳しん士しなのだろう。

「──おはよう、レオノア」

　声をかけられ、レオノアはようやく露ろ台だいに注意を向けた。

　中庭に面した二階のバルコニーが、王族の席となっている。

　中央に、冠かんむりをつけたデリダビド王が座っていた。ひさしぶり、というか二度目のお目通りだが、レオノアを振り返って低てい頭とうすると、また正面を向いてしまう。あい変わらず影が薄い。

　その隣となりにセレーネが陣じん取どり、王を挟んで反対側がオルフェス。オルフェスの左横に、空あいた玉ぎよく座ざがある。

「どうぞ、早くお座りなさい、レオノア」

「──え？　わたくしが、こんな前の席に」

　僅わずかに気き後おくれしてレオノアが言うと、セレーネはくすりと笑った。

「あたりまえじゃないの。なにをおっしゃっているの？　王おう太たい子しの隣には、王おい太たい子し妃ひが座るものですわ、我わがアタルビル王国においては、ですけれど」

「……はい」

　今日は、他国に嫁とついだ他の三人の王女たちも、それぞれの夫ふ君くんとともに里帰りしてくると聞いている。バルコニーに設もうけられた後列が、その席なのだろう。

　なら、セレーネの言う通り、オルフェスの横に座るのは自分なのだろうが。

「レオノア様、どうぞお急ぎくださいませ。すぐにデルフィア様がお見えです」

　戸と惑まどうレオノアの後ろから、エメルが囁ささやく。

　早口に急せかされ、レオノアはスカートを摘つまみ上げた。

　オルフェスがレオノアを見上げ、目顔でうなずいてくる。

　レオノアはそれに、微び笑しようを返す。たしかいったん着席した後、ファンファーレとともに全員で起立、だったわね。式しき次し第だいを頭の中でなぞる。

　背後でかすかな身じろぎの気け配はいがした。

「？」

　振り返ったレオノアは、あっと叫び声を上げそうになった。

　同様に、口を押さえた貴婦人が、デルフィア──オルフェスの二番目の姉なのだろう。弟に似た面おも差ざしの、すみれ色の目の美女は、目の醒さめるような青絹のドレスに身を包んでいた。

　そう、今レオノアがまとっているのと、まったく同じ色合いの、そしてどことなく型も似通った──。

「デルフィア……」

　気配に気づいてこちらを見たオルフェスが、驚おどろいた顔で立ち上がった。

「ど、どういうことですの、これは？」

　デルフィアは、やっとのことで絞しぼり出した、といった声で言った。

　レオノアに送る視線が、わずかに険けわしい。

「どうとは……姉上？」

「あら嫌いやだ、プティ・オーリィ。ファンファーレの前に立ち上がるなんて、はしたないふるまいですよ」

　セレーネは、薄笑みを浮かべて言う。

　その視線が、食いつくように凝ぎよう視ししているレオノアを捉とらえた。

　すぐに逸それると、

「まあまあ、どうしたことかしら。デルフィア、あなた、そのお着物はどちらであつらえて？」

　どこか楽しげな声を、妹にかける。

「──いつものパタンナーですわ、セレーネお姉様。前にも申し上げませんでしたっけ？

だけどわたくし……」

「あらそう。素す敵てきね、後でよく見せてちょうだい」

「あ、あの……セレーネ……様？」

　レオノアは、無視されないように必死で呼びかけた。

　無言のまま、セレーネが視線だけよこす。

　冷ややかな目だった。

「なにか不都合でもあって？　レオノア」

「いえ……」

　謀はかられた。さすがにレオノアも悟さとるしかなかった。すべてが、今日のこの日にレオノアを陥おとしいれるための、セレーネの仕し掛かけだったのだ。

　わざと優しいふりをして声をかけ、公務の場にレオノアを引っ張り出し……不ふ慣なれなレオノアが立ち往おう生じようするような場面を作ろうとでもしたのか、それとももっとひどい企たくらみなのか。

　親切ごかしに新しいドレスまで用意させ、セレーネはレオノアを窮きゆう地ちに追いこんだのだ。

　おそらくデルフィアのドレスを、前もって問い合わせていたのだろう。

　この場で、少しでもレオノアに救いがあるとすれば、もう一人の当事者であるデルフィアもなにも知らされずに青のドレスで出向いてきたらしいことだけだった。

　まさかの衣い装しようかぶり──でも、私がいけないの!?

　いやそんなことよりも。

　対処の仕方もわからないレオノアだったが、とっさに、

「わたくし──わたくし、すぐに着替えて参まいりますので」

　デルフィアにまず言い、それからセレーネを見た。

　冷れい酷こくな目の光がレオノアを瞬しゆん時じに貫いたが、すぐに前を向く。

「……そう。じゃあ、さっさと着替えておいでなさい。間に合うとよろしいわね」

　捨てゼリフのようにうそぶいた。

「いや、間に合わせるさ」

「！」

　レオノアとセレーネは、同時にオルフェスを見た。

「いくらなんでも……姉上、あまりご冗じよう談だんがすぎるようなら、私もレオノアとともに奥へ下がって、今日はもうこのまま外に出ないことにします」

「……オルフェス様、それは」

　レオノアは小声で止めようとしたが、オルフェスが背中で拳こぶしを握にぎりしめているのを見て口をつぐむ。

「なんですって!?　許ゆるしませんよ、そんなことは」

　セレーネもさすがに大声こそ上げないものの、鋭するどい命令調だ。

「──では、しばし失礼いたします」

　このまま姉弟きようだいゲンカがはじまるのかと思えば立ち去り難がたい。しかし、原因である自分がいなくなれば、オルフェスだっていたずらにセレーネに歯向かうのをやめるかもしれない。

　なにより、レオノアとしては一いつ刻こくも早く衣装を着替えたかった。

　──大丈夫、だいじょうぶ。公おおやけの場で、みっともない姿を晒さらさなければいいだけなんだから。

　セレーネの知略に嵌はめられただとか、そういったことは今は考えないようにしよう。

「レオノア様、こちらへ」

　急ぎ足で階段を下りたレオノアを、エメルが待ち受けている。

「お着替えなら、ご用意しておりますので」

　手招きされ、レオノアはホール脇の小部屋に駆かけこんだ。代わりの衣装が用意されている事実に引っかかりはしたが、自室に戻る手間が省はぶけるならありがたい。

　が。

「な、なんなの、この服!?」

「ご用意された」衣装は、焦こげ茶色の短いジャケットに、膝ひざ丈たけのキュロットスカート。それに足首のところに折り返しのついた、頑がん丈じようそうなブーツだった。

「……これじゃ、まるで女航空家だわ」

　つぶやく。そんなものが存そん在ざいするのかどうかは知らない。

「どういうこと、エメル？」

　すぐに袖そでを通す気になれず、レオノアはエメルを問い詰つめた。

「──セレーネ様よりのお達たつしですので」

「……お義ね姉え様が、わたくしにこれを着るようにと？」

　──まさか。

　嫌な予感が、レオノアの脳のう裏りをかすめていく。飛行艇に乗りこんだ……というか無理やり乗せられた自分が、望んでもいないのに大空へと旅出つ、途と方ほうもないシチュエーションである。

「まさか、そんな」

　口に出す。オルフェスのいわゆる「極きよく端たんな発想」なのだろうか、これも。

「早くなさいませ。じきに、他の姫様たちもこられます」

　エメルは、式次第のことしか考えていないか、職務をまっとうすることしか頭にないかのどちらからしい。セレーネの衣い鉢はつを継ついだという感は受けないが、少なくとも今この瞬しゆん間かん、レオノアの味方ではないようだ。

　他にも侍女が三人、にじり寄り、あっという間にレオノアを着替えさせてしまう──自分の意い志しが伴ともなわない状態で着替えを済ませるなどありえないと思っていたが、ショックが強すぎてまだ茫ぼう然ぜんとしたところへ四人がかりでは、レオノアに抵抗の余地はなかった。

　最後にゴーグルつきの飛行帽を被かぶらされ、レオノアはまた追い立てられるようにして外へ出た──露台に戻るのではなく、なぜか出たところは中庭だった。

　レオノアの足元に、赤い絨じゆう毯たん……細長いそれは、道みち筋すじを示すかのようにまっすぐ飛行艇に向かっている。

「──いやいや、ありえない。ありえませんから」

　さっきの予感が、早くも的中しそうななりゆきに、レオノアは焦あせって後ずさった。

　そこへ、耳をつん裂ざくようなファンファーレが突とつ然ぜん鳴なり渡り、レオノアの声など搔かき消されてしまう。

　背後に人の気配が、と思って振り向いたときには、もう二人の兵士に両脇を塞ふさがれた後だった。

「ちょっと、なにするの、なんのつもりなの!?」

　レオノアの悲ひ鳴めいなど聞こえないかのように、若い兵士たちはレオノアを飛行艇のほうに引きずっていく。

　その間ずっと、楽隊は高らかなマーチを奏かなでているから、レオノアにはなにも聞こえない。ただ、来賓席から、ちらほらと立ち上がる姿があって、その人々は手を振ってなにごとか叫んでいるようだった。もしかしたら、この後の展開を止めようとしてくれているのかもしれない。

　そんな中、最前列ではあのデラ嬢が、いつもの黒いコイルを揺ゆらして笑っているようだった。

　──ええ、さぞやいい気味なんでしょうよ、あんたたちには！　もう！

　いったい自分が、彼女になにをしたというのだと思いつつ、なにもしていないけれど、存在そのものを憎にくまれているんだろうなと納得する気持ちもある。

　だからって──ただの素人しろうとを飛行艇に積みこんで飛ばすなんて、あり!?

　飛行艇のドアが開き、操そう縦じゆう席せきには既にレオノアと似たような装しよう束ぞくの飛行士がスタンバイしている。

　──あ、操縦者はちゃんといるんだ……。

　なら、大丈夫かと思いかけ、いやいやいやとそんな自分を叱しつ咤たする声が追ってくる。

　操縦士がいるからって、乗りたくもないものになんで乗せられなきゃならないの。

　だが、この時点でレオノアはまだ甘あまかったのだ。

　今しも助手席に乗せられそうになったレオノアのすぐ横で、天地を揺ゆるがすような轟ごう音おんがとどろいた。

　楽隊の奏でるマーチなど、老人の寝息程度にしかならないであろうという、ものすごい音だった。

　それとともに、爆風があたりを薙ないだ。

　同時に、レオノアは空に投げ出される。

　身体からだがふわり、と浮いた。

　──え、なに、なにこれ？　私……飛んでる？

　視線を動かすも、見えるのは黒い煙けむりばかり。そして鼻を衝つく、これは火薬の匂におい……？

　レオノアの脳裏に、最初に見た中庭の光景が蘇よみがえった。

「ま、まさか。そんなアホな」

　飛行艇に乗りこむ前に、あの大砲がなんでだか暴ぼう発はつして、その勢いで私が飛ばされたってこと？

　冗談だろう。いくらなんでも、弾たまの代わりに自分が発はつ射しやされたなんて。

　いや、それよりも。

　じゃあ、この先はいったいどうなるの!?　私は鳩はとでもスズメでもないんですけど。

　冷静に考えて、レオノアは空を飛べない。飛べる人間がいるという話も寡か聞ぶんにして知らない。

　だから、飛んでるわけないし、つまりこの後は落下するしかない……。

　といったことを、一瞬にして思い浮かべ、

「いやあああああ」

　と叫んだレオノアは、いつまで経たっても地面に叩たたきつけられないのに気づいた。

　というか、身体が浮いている感覚が去らない。

　ふと上を見ると、何十本ものロープからつながった、巨大な布みたいなものがある。

　これは──。

『あなた、落らつ下か傘さんを見たことはあって？』

　急にセレーネの言葉を思い出した。

　……私、落下傘で降下していんだ──。

　無理やり着せられた飛行服の一部が、落下傘につながっていたらしい。手で触れると、たしかに両りよう肩かたに背はい囊のうのベルトのようなものがかかっていた。

　実際に降りたことなどもちろんない。しかし、墜つい落らくしているのではないとわかったことで、レオノアは恐きよう慌こう状態からやや解放される。あとはうまく着地できれば、はかなくなることもないでしょう。

　心に余よ裕ゆうが生まれると、次第に自分の位置や周囲の光景がわかってきた。黒い煙えん幕まくが薄れて、地上が見える。

　来賓席で立ち上がった人々が、盛さかんにこちらに手を振っている。帽子を振り回している紳士もいる。

　彼らは、口ぐちになにか叫んでいた。

　それもどうやら、レオノアが一瞬思ったように、レオノアの無事を懸け念ねんする類たぐいのものではなく、

「見ろ、妃ひ殿でん下かがまさに鳥のようだぞ」

「今回の新製品は、傘体に絹を使っているそうですな」

「さすが、ベッピン印の軍用品は信頼度が高い」

　といった、「はぁ？　こいつらなに言ってんの」としか思えない暢のん気きな感想、そしてどうやら今レオノアの命をつないでいるのは、ベッピン男だん爵しやくの所有するベッピン商会が開発した、最新式の落下傘だという情報だった。

　つまり──。

　今日の飛行祭のメインは、新しい落下傘のお披ひ露ろ目めと試用飛行であり、テストジャンパーとしてなぜかレオノアに白しら羽はの矢が立った、みたいな話か？

　いや、前もってそれを聞いていたら、なにも衣装かぶりをやらかすこともなく、騙だまされた形で飛行艇に乗せられる──乗る前に飛んでしまったわけだが──こともなく、王太子妃らしい毅き然ぜんとした姿で大空へ飛び立つことができたかもしれないのだ。

　って、打だ診しんされても承しよう諾だくしたかどうかは……まさか、だから騙しうちをしたの？

　地上が近づく。

　レオノアはだんだん、むかついてきた。

　どうやら、人波につっこむという醜しゆう態たいを晒すこともなく、赤絨毯の上に降りることができそうだ。

　それはよかった……それはよかったけども！　無事なら問題なしってことでいいの!?

　納得いかないまま、ブーツの踵かかとがすとんと、絨毯を捉えた。

　とたんに、大だい喝かつ采さいが起こる。

「いや、すばらしい王太子妃のお披露目だ！」

「レオノア様、ばんざい！」

「ばんざーい!!」

　熱ねつ狂きよう渦うず巻まく中庭で、レオノアはゴーグルごと帽子を毟むしりとり、思いきり地面に叩きつけた。

「殺す気か！」

　視界に、駆けよってくるオルフェスが映る。

「レオノア！　大丈夫か!!」

　はい、たぶん……オルフェスの姿が次第に近くなって、走りながらこちらに手を差し伸のべる。

　レオノアはふらふらと自分からオルフェスに近づき、その腕の中に倒たおれこんだ。
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　気がつくと、自室で寝ていた。

　ぱちりと目を開けたレオノアは、見み馴なれたベッドの天てん蓋がいを見上げる。

　──なに、今の夢。

「不吉な夢にもほどがあるでしょ、今日は飛行祭だっていうのに」

　鼻先に、焦げた火薬の匂いがまだ残っているようだ。

　起き上がろうとすると、とたんにめまいを覚えた。頭の中を、杓しやくで搔き回されでもしているみたいに。

「レオ様!?　お気づきになりましたか！」

　カーテンが引かれ、リサが顔を出す。

「ううん……おはよう、リサ」

「なにおっしゃってるんですか、もうとうに、夜ですよ？」

「えっ」

　レオノアはふたたび身を起こし、くらりとしたところをリサに支えられた。

「だ、大丈夫ですか？　今、お医者様を……」

「平気よ。呼ばなくていいわ──でも、ということは……私、ほんとうに空を飛んだのかしら……」

「覚えておられないのですか？　ああ、おいたわしい。それほど怖こわかったのですね」

　リサは、半べそをかいている。

「覚えていないというか、夢かと思ったの。私、あんな公衆の面前で気絶して……あんな……」

　急に記憶が蘇った。レオノアを庇かばうように差し出された腕、温かなその腕に抱かれ、広い胸に頭を凭もたせかけたのは──。

「わ、私!?」

「……レオ様？」

「ううん。大丈夫、お医者様は必要ないわ。ただ……」

　公衆の面前で、オルフェスの胸に飛びこんじゃったんだ。レオノアは両手を頰ほおに当てたまま何度目にか記憶を再生させる。そう考えると、いたたまれないものがあった。さぞや破は廉れん恥ちな妃殿下だと思われたことだろう……。

「とんでもありませんよ。お客様は皆、レオ様の勇気とすばらしい降下っぷりを褒ほめたたえておいでです、と」

「どなたがおっしゃったの？」

「──と、お伝えくださいというオルフェス様のご伝言を、先ほどアルヴィン様が」

「ややこしいのね……そう、オルフェス様が」

　その名を聞くと、嫌でもセレーネの顔を浮かべないわけにはいかなかった。レオノアは今さらながら、胸が塞ぐのを覚える。

　いくら私が気に食わないからって──あんな命からがらの目に遭あわせる？

　傘体がうまく開かなくて、もしかしたら命を落としたかもしれない。それならそれでいい、と思ったということか。

　セレーネの悪意が、レオノアにはただ哀かなしい。オルフェスからあの話を聞く前だったら、単純な怒いかりを搔き立てられただけで、それがレオノアのエネルギーになりもしただろう。だが、レオノアはできればもう、セレーネと敵対したくない。

「私、べつにベッピン商会を儲もうけさせるために飛んだんじゃないんだけどね」

　セレーネの名を口にするのを避さけ、レオノアは違うことをつぶやいた。

「そりゃそうですよ。あたしだって、レオ様がベッピン男爵家なんかのために身体を張るなんて大反対です」

「リサ」

「レオ様は、自みずから進んで飛ばれたわけじゃないんですよね？」

　善良そうな丸い目が、こちらを覗のぞきこんでいる。

「うーん、まあ……気がついたら、そういうことになっていたというか」

「セレーネ様の陰いん謀ぼうに決まってます！　そもそも、あのドレスだって、デルフィア様のお召めし物ものとそっくりだったっていうじゃありませんか。レオ様が恥はじをかくよう、わざと似たドレスを届けたに違いありません。それと、着替えさせるためにも」

「そう疑うものでもないわ。でも……誰かにそこまで憎まれてるっていうのも、辛つらいものね」

　レオノアは、力なく笑ってみせた。

「あたしがもっと、裏を読めていたら。セレーネ様からの贈おくり物なんて胡う散さん臭くさいって気づけたら──なのに、喜んでレオ様にあのドレスを着せて、送り出したのはあたしだって考えたら、あたし……！」

「リサったら」

　レオノアは、ベッドの上に置かれた小さな手を、ぴしゃんとはたいた。

「なに言ってるの。あなたのせいでなんて、あるわけないでしょ」

「レオ様、だって」

「私だって、あのドレスは素敵で、好きだから着たのだもの。そうね、セレーネ様には特に思おも惑わくなんかなかったのかもしれないわ」

「そんなはずが……いえ、そうですね。レオ様がそうおっしゃるなら、そうなんでしょう。あたしも、そう思うことにします！」

　リサは涙目のまま、雄お々おしく宣言した。

「それはそうと、お腹なかがすいちゃった。考えてみると、朝ご飯の後はなにも食べてないんだわ……」

　レオノアは、ようやく現実的な問題に立ち戻る。

「はい。じゃあ大急ぎで支し度たくしますね」

「──晩ばん餐さんの儀ぎは……呼ばれてないわよね？」

　するとリサは、眉まゆ根ねをよせた。

「どうしたの、リサ」

「あのう……オルフェス様、は今、それどころじゃないかもしれません……」

「それどころじゃないって。あの後、またなにか起こったの？」

　レオノアの胸が、悪い予感に叩かれる。

「いえ、といいますか──その、飛行祭のほうはつつがなく……でも、オルフェス様がレオ様を危険な目に遭わせたことに大変立りつ腹ぷくされまして──と、アルヴィン様が」

「アルヴィンが、あなたになんと言って？」

「そのー……オルフェス様が、セレーネ様に抗こう議ぎを」

「今？　セレーネ様のお部屋なのかしら。私、いってくる」

　ベッドを下りようとするレオノアを、リサがあわてた様子で引き留とめた。

「いけません、レオ様。そんな病やみ上がりのお身体で、ご無理なさっては」

「病気じゃないわよ、こんなの」

「で、でも。レオ様が下へ手たに割りこんだりしたら、かえってお二人の間がこじれてしまうのでは……？」

　おずおずとした、だが的確なリサの指摘にレオノアははたと動きを止める。

「……それもそうだわ。だけど、なにもしないままこじれられたら、私はやっぱり後こう悔かいするもの……」

　かといって、同じ後悔するなら動いたほうがいい、というのも身勝手な理り屈くつである。

「ですから、とりあえずお腹をいっぱいにしましょうよ、レオ様。すぐにご用意しますから」

　というわけで、レオノアは寝室に留とどまったまま、リサが運んできた豆のスープや焼きたてのパンなどに嬉き々きとしてありついた。

「──ベッドでお食事をいただくなんて、子どもの頃に熱を出したとき以来だわ」

「そりゃあ、だってレオ様、気を失っていらっしゃったんですもの。ご病気とはいえなくとも、どこか悪くされたんですよ」

「そうね。少なくとも、正気のままじゃとても空なんて飛べやしないわね。飛行艇にだって乗ったこともないのに」

「それが一足飛びに落下傘。レオ様はほんとうに、あたしの想像を遙はるかに超えていかれてばかり。びっくりします」

　リサはどこか誇ほこらしげに言い、ベッドに落ちたパン屑くずをブラシで掃はいた。

　その動きにつられるように、レオノアはベッドカバーを見やる。ちょうどリサの手が、真珠採とりの手に重なっている。故こ郷きようベルラネグロを織おり出した、美しいキルトはオルフェスの心尽くしだ。

　──でも、それがいけなかったのよね……。

　思えば、セレーネの態度が急変したのは、探し物を見つけた礼にとオルフェスがこれを縫ぬい、レオノアへの贈り物としてからのことだった。

　突然優しくなったセレーネに、腑ふに落ちないながらも関係が改善される期待を抱いだいたレオノアだ。

　セレーネの部屋で飛行祭への出席を求められた帰り際。義ぎ姉しはなんの気もなさそうにオルフェスのキルトのことをレオノアに訊たずねてきた。

　友好的な会見の後だったから、レオノアは素直にオルフェスの贈り物と、自分がそれをとても嬉うれしく感じているということを伝えた。

　あのとき……にこやかな顔の下で、セレーネは憎ぞう悪おを増ぞう幅ふくさせていたのだろうか。レオノアを、行事にかこつけて血祭りに上げる決意を固めた瞬間だったのかもしれない。

　考えれば考えるほど、気が滅め入いる。

　──これからは、仲良くやっていけるかもなんて思ってたのに……。

　自分は甘かった。だけど、そういたずらに人を疑いたくもなかった。オルフェスの実の姉なら、特に。







　翌朝、朝ちよう餐さんの間に赴おもむいたレオノアは、そこにセレーネの姿を認めて足を止めた。

「なにを怯おびえているの。さっさと入りなさい」

　セレーネは相そう当とう、機き嫌げんが悪いようだ。一瞬たじろいだレオノアだったが、覚かく悟ごを決めてドレスのスカートを摘む。

　一歩引いて膝を曲げる、自分ではなかなか優雅にできたと思うお辞じ儀ぎをしてから、指定席であるオルフェスの向かい側に腰を下ろした。セレーネは、二人の間に座っている。

　レオノアの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに検けん分ぶんするような厳きびしい視線を送っていたセレーネが、なにか言いたげに口を開き、レオノアは身がまえた。

　と──。

「姉上。昨日もよくよくお願い申し上げたことですが、レオノアにいちいち言いがかりをつけることは慎つつしんでいただきたい」

　レオノアはぎょっとして、オルフェスを見た。むっつりとした顔つきは、いつものオルフェスだ。しかし。
















「言いがかり？　わたくしは、ただアタルビルにおける貴婦人のふるまいを、なにも知らないこの人に授さずけてあげているつもりなのですけれど」

「私には言いがかりとしか見えないし、レオノアはレオノアのやり方で城の暮くらしに馴な染じめばいいことです」

「あの」

「あらあら。そんなことを言って。いずれ、今ある非常識が常識に化ばけてしまいそうよ」

「それならそれで、時代の趨すう勢せいというものでしょう」

「あのう……」

「あなた、開き直るおつもり？」

「少なくとも、レオノアの常識は誰だれかの生命を脅おびやかすようなものではない、と申し上げたまでです」

　いったい、昨日この姉弟の間ではどんな話し合いが行われたのだろう。オルフェスが抗議している、とリサは言っていたけれど。

　火の出るようなやりとりに、レオノアは言葉を差し挟むことも許されない模も様ようだ。ただはらはらと、なりゆきを見守るばかり。

　ともあれ、最後のオルフェスの一ひと刺さしに、セレーネは気け圧おされたように口をつぐんだ。

「──で。姉上。昨夜の約束を果たしていただきたいのですが」

　まだなにかあるの!?　オルフェスは険しい顔のまま、セレーネになにごとか促うながす。

　権けん高だかな顔が、あからさまに嫌そうに歪ゆがんだものの、

「……すまないことをしたわね、レオノア」

　セレーネの口から、謝しや罪ざいらしきものが飛び出した。レオノアは、耳を疑う。

「あの──それは、昨日の……」

「言っておきますが、あなたを大砲の空撃ちで吹き飛ばしたのは、わたくしの与あずかり知らぬところですから」

「まだそんなことを」

　オルフェスはセレーネに劣おとらず、不機嫌そうだ。

「わたくしが画かく策さくしたのは、ドレスの件だけ。あなたがあまりに生なま意い気きだから、少し困こまらせてやればいいと思っただけですわ」

　あれが「少し困る」程度の事態か！

　レオノアは内心そうつっこんだものの、オルフェスがどんな気持ちで姉を糾きゆう弾だんしているかと考えると、ここは笑顔で歩みよったほうがいいだろうと思い直す。

「はい。ちょっと困りましたわ。あのドレスには。デルフィア様もお困りだったでしょうけれど、青絹のドレスは、デルフィア様のほうがずっとお似合いでしたわね」

「……デルフィアは国こちらにいた頃から、センスがいいと評判でしたからね」

　するとセレーネも、やや言葉つきを和やわらげる。妹を褒められて悪い気はしないのだろう。

「やっぱり！　わたくしも今度、デルフィア様に新しいドレスを見立てていただけたら嬉しゅうございますわ」

「あら、もう贅ぜい沢たくすることをお考えなの？」

「！　も、もうしわけござ……」

「レオノア、きみが謝あやまる必要はない」

　畏かしこまったレオノアを、オルフェスがむっつりと遮さえぎる。

「とにかく──謝りましたからね。これでいいのでしょう？　オルフェス」

「私は、その後に起こったことを真っ先に謝ってほしかったのですがね」

「ですから、それは知りません。……、まあ、銀猿の件と、飛行服に着替えさせたのはたしかにわたくしですわ。だけど、それとてアタルビルの新しい花はな嫁よめが、新しい落下傘を着用しただけでも話題を呼ぶと思ったまで」

　セレーネはしぶしぶといったていながらも、そう認める。

「なにも嫌がるものを、無理に飛行艇に乗せて──なんてことまでは予定していませんでした。ましてや大砲が暴発するなど、まったくの予想外でしたから。それでいいわね？　レオノア」

「あ、はい」

「はい？」

「──仰おおせの通りだと思います、お義姉様」

「……とまあ、そういうわけだ。きみにはとうてい、納得しきれないだろうが」

　セレーネの衣きぬずれの音が朝餐室から消えると、オルフェスはまだ眉をひそめたままレオノアを見た。

「いえ。というか、昨夜、お義姉様に抗議されたというのは、今のようなことを？」

「姉上には、どうあってもきみに謝罪してもらわねばならないからな。あんな真ま似ね、とても正気の沙さ汰たとは思えん」

「で、でも。衣装がかぶっていたぐらいのことでは、わたくしも死にかけたりはしませんでしたけど？」

「姉上の言い分を、きみは信じると？」

「オルフェス様は、信じておられないのですか？」

　レオノアの切り返しに、オルフェスはなんともばつの悪そうな顔になる。

「──姉上が、あそこまでのことをしたとは思いたくない、というだけだ」

「わたくしもそうなのかもしれません。だけどキツネ狩りのときの銀猿の件を、お義姉様は認めていかれましたわね？　その点、ご自分が本当に関わったことについては、潔いさぎよい方なのではないかと思います」

「やはり──やはりそう思うか」

　オルフェスは、救われたようにつぶやいた。

「いや、しかし。きみがそこまで物わかりよく、姉上を悪く思わないでいてくれるのは、俺としてもありがたいことだ」

「悪く思おうと思えばいくらでもできますけど……、虚むなしいことです、いたずらに人を憎むなんて」

　なんとなく照てれくさくて、レオノアは扇を顔の前に広げた。

「ともあれ、姉上には今後、きみのことにいちいち口をつっこんだり、無理難題をふっかけたりなど一切しないでいただく。そうでなければ……」

　オルフェスは言いかけて、口を閉ざした。

「？　なんですの、オルフェス様」

「──いや。これで少しでも、きみがいやすくなればいいんだが……」

「そんな」

　くすぐったいような喜びがこみ上げた直後、レオノアの心にさっと翳かげがさしたのは、「任務」のことを思い出したせいだった。

　オルフェスは、彼のできるせいっぱいの手立てで、なんとかレオノアをセレーネ──なのか他にもいるのか──の悪意から守ってくれようとしている。

　そのために、恩おん義ぎある姉に逆さからう真似までして。

　──なのに、私は。

　奪われた宝ほう珠じゆのことさえ片づけば、いつでも出ていってやるなんて思っていた……。

　いや、今だってたぶんそうだ。たとえ大砲で打ち上げられるようなすさまじい攻こう撃げきを受けたところで、アタルビルで一生過ごすわけじゃなし、とどこか軽く考えていなかっただろうか。

　オルフェスやセレーネのことを、少しは理解したけれど、でも彼らとの縁えんはすぐに切れる。ここは仮の宿みたいなもの。

　オルフェスはレオノアのために信条を曲げ、セレーネだってさりげなく「アタルビルの新しい花嫁」と、レオノアのことを呼んだ。

　無意識のうちにそう口にしただけのことかもしれないが……依い然ぜんとして、レオノアにとってセレーネはうざい小こ姑じゆうとだ。

　それでいいのか、私。

　レオノアの心に、暗い影が射さす。
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　オルフェスの強行策が奏そう功こうしたのか、しばらくは安あん閑かんとした日が続いた。

　レオノアは、あい変わらず黒真珠探しと嫁としての自分、という二つの矛む盾じゆんする立場に当惑しているが、そんなある日、オルフェスから船遊びに誘さそわれた。

　ディンギーで、レイキャスト海をのんびり周遊しようという計画だ。

　ひさしぶりに海を見られる！　もちろん、レオノアは快かい諾だくした。

　そのついでに、リサの同行を打診したところ、かまわないという返事。

「船に？　あたしまで連れていってくださるんですか！　わあ、レオ様、ありがとうございます！」

　飛び上がって喜ぶリサに、

「いや、お礼ならオルフェス様に言ってちょうだいな。たぶん、慣例を破やぶることになると思うから……」

　レオノアはたじたじとなった。

「あー……でも、そういえばセレーネ様、最近なんか音沙汰ありませんよね、レオ様のほうへは」

　リサは今思い出したというふうに、

「マーゴから聞いたんですけど、セレーネ様はいよいよ政まつりごとのほうに身を入れていらっしゃるみたいですよ？　特に軍備に熱心で、先日のほら、ベッピン印の落下傘の性能について専門家を呼んで、説明を受けてらっしゃるそうです」

　かなり重大なことを口にした。

「軍備に熱心……まさか、どこかの国に侵しん攻こうしようなんてもくろんでおられるんじゃないでしょうね……」

　ベッピン印の落下傘、と聞くだけでレオノアは眉間に皺しわがよるのを感じる。

　でも、それ以上に、戦争がはじまることのほうがいまわしい。

「大丈夫ですよお、そんなの、オルフェス様が絶対お認めにはなりませんから！」

　ここで、リサからさえもデリダビド王の名が出ないのがなんとも情けない。

「そうよね……アタルビルだって、もう三百年も戦争とは無縁なんですものね」

「そうですよ。平和がいちばん！　誰が今さら、戦争なんてしたいもんですか」

　リサは明るく請うけ合った。

　当日、早めの昼ちゆう餐さんをすませた後、レオノアは動きやすい服に着替えた。

　膝かけ毛布や、軽食を詰めたバスケットを携たずさえたリサと、裏門へ急ぐ。

　オルフェスも同様に、アルヴィンを従したがえていた。

　裏門から続く道を下っていくと、小さな入り江がある。ディンギーがすでにそこで待っていた。漕ぎ手は二人、いずれもまだ若く、少年といっていいような年頃に見える。

　四人が乗りこむと、船はゆっくり海うな原ばらへ滑すべり出す。

　この季節にしては、晴れて暖かい日だった。空と海とを隔てる地平線が、遠く淡あわく見えている。波光きらめく紺こん碧ぺきの海面に、船が進むたび白い波が立った。

「きれいねえ……」

　艫とものほうに座り、レオノアは感かん嘆たんのため息をついた。さやさやと吹く風が、レオノアの長い髪かみをさらっていく。両サイドを掬すくって髪飾りを留めただけのスタイルだ。垂たらした髪は風にたなびき、金色の糸を幾いく重えにも引いた。

「寒くありませんかあ？　レオ様」

　毛布を抱えて、リサがとことこと近づいてくる。と、思ったら足を滑らせて転びそうになった。

「危ない、リサ！」

　レオノアが立ち上がるより早く、アルヴィンがさっと腕を伸ばしてリサを受け止めた。

「はっ！　す、すみません、アルヴィン様！」

　リサは平身低頭すると、その後はそろそろとこちらへ近づいてくる。

「そうあわてるものではないわ。落っこちちゃうわよ」

　レオノアは、笑いながら毛布を受け取った。

「はい。あたしったらほんとに……船なんて、子どものとき以来です。あのときは、もっと小さい船だったんですけど、駆け回ったってなんでもなかったんですけどねえ」

　リサも、髪をたなびかせながら嘆なげいた。

「そりゃあ、子どもは身体が小さいし、軽いから」

「嫌だ、自分じゃそう歳としをとったつもりもないですけど、もうあの頃とは違っちゃってるんですね……」

　なにげなく落としたであろうその一言に、レオノアはわけもなく胸を塞がれた。

　──そう、あの頃とは違う。

　貧しくても、あれが足りないとか欲しいとか、不満を抱いたこともなかった、ベルラネグロでの子ども時代。

　皆、そうだったし、産業の発達がレイキャスト海の他の国々に遅おくれをとっていると知ってはいたけれど、気にもとめなかった。ただ両親と三人の姉妹と、働き者の民たちに囲まれているだけで幸せだった。毎日が楽しくて、目新しかった。

　思えば、あれほど無条件に祝福を受けていられたのも、自分が子どもだったからなのだろう。

　でも今は……レオノアの視線はマストによりかかるようにしてアルヴィンと談笑する、オルフェスに吸いよせられる。

　──今は、祝福されるのではなく、祝福を授ける立場なのかしら。

　大人として、アタルビルの妃殿下として。

　それにしても、明るい陽光の下で見ると、なんという美び貌ぼうなのだろう。オルフェスの黒髪が光を受けてきらめき、朗ほがらかなその表情は、ほとんど初めて目にするものだった。

　城での生活が悪いというのではない。けれど、こうやって、広い場所で自然の光を受け、新しん鮮せんな風を思いっきり吸いこめば、なにか細胞のひとつひとつから新しく生まれ変わるみたいに感じられる。それが、レオノアには嬉しい。

　ええ、もっと健康的に過ごせるはずだわ。そう、セレーネ様だって、きっと。

　レオノアは、すっかりなりをひそめたきりのセレーネを思った。

　むかつくことも多い小姑だったが、弟に首根っこを摑つかまれてしゅんと沈んでいるなんて似合わない。まったくもって、セレーネらしくない。

　それに、軍備の強化を進めているというような話も気になった。

　そんなことを思いながら、いつしか放心していたのかもしれない。

「なんだ、えらくおとなしいな」

　不ふ意いに傍かたわらで聞こえた低い声に、レオノアは、

「ぐむぅっ」

　と、意味不明な音声を発はつした。

「──また、新手のリアクションか。きみの返事は、いちいち面白すぎる」

　ディンギーの縁ふちに凭れながら、オルフェスはにやりとした。

「き、急に話しかけられたからですわ。どうやらあなたって、猫ねこみたいに足音もなく忍びよるのがお得意みたいだし」

　レオノアはへどもどと言い繕つくろう。

　それをおかしそうに見下ろす、アメジストの瞳ひとみが、いつも以上に深くて濃こい色をしていた。

　やはり、太陽の下で見ると、知っているつもりのものも違う印象を与えるようである。

「あの──それはともかく、ありがとうございます」

　海と空、そして陽光に映える黒髪と紫色の目──この世ならぬ美しいものを目にして、ひねくれたことばかり言うのはなんだか気が引ける。レオノアは、あらためてオルフェスに低頭した。

「な、なんだ？」

　するとなぜだか、オルフェスのほうもあわてた様子になった。

「こんな楽しい船遊びに連れ出してくださって、わたくし、とても感謝しております」

「──いや」

　オルフェスはやはり、うろたえたように視線を逸らす。

「俺のほうこそ、きみを嫌な目に遭わせてばかりで、情けない限りだ」

「いえ、それは──」

「せめてもの罪つみほろぼしになればいいと思ったんだが……その様子では、あながち迷惑だというわけでもなさそうだな」

「迷惑だなんて！」

　レオノアが強く否ひ定ていしたとき、オルフェスが急に振り返った。

「船を停とめよ」

　また突とつ如じよとして、漕こぎ手に命じる。

　がくんと足元に振動を伝え、ディンギーは海原の真ん中で止まった。

「なんですの？」

　小首を傾かしげたレオノアに手を差し出し、オルフェスは船の中ほどまで誘導する。

「そこをごらん」

　レオノアは、オルフェスが指した海面のそのあたりに視線を送る。

「あら……？　なんだか、そこだけ海の色が変わっているみたい」

　濃い青の中に、うっすら黒いものがもやもやと広がっているのがわかった。

「──三百年前に沈んだ、『デモーニオの島』だ」

「デモーニオ？　鬼おに？」

　レオノアが問うと、オルフェスはうなずく。

「ここからではわからないが、島の西端と東端に、突き出したような形の尖とがった岩があったらしい。ああ、島といっても、全体がごつごつとした岩の塊かたまりだ。人が住めるほどの広さもない。むしろ、礁しようといったほうがいいか」

「そんな島が……どうして沈んでしまったのかしら」

「さあ──それこそ、デモーニオの祟たたりだかという者もいる」

　不吉な言葉に、レオノアはやや眉をひそめた。

「誰もそこで暮していないのなら、困りはしなかったのでしょうけど……」

「住んではいないが、ここで糧かてを得えていた者はいるだろうな」

「あら。なにか産業の起点ででもあったんですの？　この島に」

「ああ」

　オルフェスは、どこか言いにくそうに唇を歪めて、

「そう──それは質の高い、黒真珠が採とれたらしい」

　レオノアの目を瞠みはらせる。

「黒真珠……？」

「──きみの郷きよう里りの主産業でもあったな、たしか」

「いいえ、黒真珠はもう全然採れませんの。三百年前から」

　レオノアは、自分で言ったことに自分で驚いた。

　黒真珠。ベルラネグロの国宝。敗戦のどさくさで戦勝国に持ち去られた──三百年前に。

　まさか。レオノアは胸のうちでつぶやく。そんなことって、ただの偶ぐう然ぜんの一致、よね？

　だけど、もしもアタルビル軍が持ち帰った宝珠が、ここに封ふう印いんされているのだとすれば……。

「三百年前といえば、アタルビルとベルラネグロが最後の戦いを展開していた頃だな」

　ぼそりと、オルフェスがつぶやく。

　レオノアの頭は、軽く混乱していた。たしかに、偶然にしては符ふ牒ちようが合いすぎる。

　宝珠はここにあるのか？

「なにか？」

　気がつくと、オルフェスが訝いぶかるようにこちらを見下ろしている。

　レオノアが目線を合わせると、まぶしげに目を細めて、逸らした。

「なにか気づいたことでもあるのか、きみには」

　そっぽを向いたままで問う。

「いいえ」

　──もしかして、かまをかけてる？

　不意に冷たいものが心をひと撫なでしていった。

　さっきまであんなに美しく輝いていた海面が、ひどくまがまがしい瘴しよう気きを放っているかのようだ。

　そして、楽しかった気分は、鉛を乗せられでもしたみたいに重い。

「いいえ、なにも。今、祖国のほとんどの民は真珠に頼たよらず生計を立てておりますわ。漁業が中心ではありますけれど」

　オルフェスはオルフェスで、レオノアの声こわ色いろが変わったことに気づかなかったはずはない。

　だが急に冷ややかになった妻の態度をどう感じたのか。

「そうか。メヌード湾わんは、ここからはまだ少し遠いな……」

　そう言って、遠くを見る目をした。

　隣に立つオルフェスとの間に、目に見えない壁かべができたようにレオノアは感じる。

　不ふ審しんを伝えてはならないと思いながらも、どうしたって心穏おだやかではいられなかった。

　──私の「使命」は、『ベルラネグロの黒真珠』を探し出すこと……。

　船の上で楽しく過ごしていたときには、すっかり思い出しもしなかったのだ。

　そういう自分が疾やましい……だけど、オルフェスに対してもどこか後ろめたい気持ちを拭ぬぐえない。結局私は、誰の役に立もっていない。







　船遊びで最後に目にしたデモーニオの島のことは、ずっとレオノアの心に引っかかっていたが、さりとて確認する手立てもなければ、あれが「宝珠」のありかだという確証もないのだった。

　またしばし、なにごともない日常が続く。時間は、秘密を抱えた花嫁にも平等に平へい穏おんを与えて流れる。

　レオノアは、図書室で半日を過ごしたが、手がかりになるような文ぶん献けんは見当たらず、もしこの城のどこかにあるのだとしても、誰の目にでも触れる場所になど置いてあるはずがない、という当然の結論を得ただけだった。

　暇をもてあまし、『淑しゆく女じよのたしなみ』を第一巻から読んでみる。

　淑女とは、どれほどの富ふ豪ごうに嫁かしても、月に一度は厨ちゆう房ぼうに立ち夫のために料理の腕をふるうものらしい。

「お料理ね……」

　図書室を出ながら、レオノアはつぶやいた。残念なことに、レオノアがこしらえられるのは、スライスしたハムとチーズを挟んだ簡単なサンドウィッチ程度。姉のエルゼは、ベルラネグロの特産品である海産物、セッピアを使って、自分の好きなものを作っていたが。

　──セッピアの干ひ物ものなんて、誰も喜ばないわね。

　あれなら自分にもできそうだと、エルゼ自じ慢まんの乾燥室を思い浮かべたものの、そもそもアタルビルではセッピアを食べる習慣があるのかすら、わからない。食卓に一度も乗らないところを見ると、おそらく常食ではないのだろうと推すい察さつできるが。

「──あら」

　廊下でいき会ったのは、お馴染みの黒コイル、ベッピン男だん爵しやく家け令れい嬢じようのデラだった。

「ごきげんよう、ミス・ベッピン」

「あ、あらあなた、おられたんですの」

「……ええ、まあ。ここに住んでおりますので」

　デラ嬢は、螺ら鈿でんの針箱を抱えている。オルフェスの秘密が秘密でなくなっても、あい変わらずキルト作りに通ってくる彼女は、もしかするとただの裁さい縫ほう好きなのかもしれない。

　──でも、それとはべつにオルフェス様のことも好きよね、やっぱり。

　それは、レオノアの返事を聞いたとたんに投げかけられた、眼光の鋭さからも明白だろう。いまいましげな、反はん感かん剝むき出しのその表情。

　とにかく、デラ嬢からは、レオノアのどんな瑕か瑾きんだろうが逃のがさないという意欲がこんこんと伝わってくるのだ。レオノアの欠点を見つけた後は、どうするのだかは知らないが……嬉々としてオルフェスに言いつけているのかもしれない。

　とはいえ、オルフェスからその件でなにか聞かされたことはなく、デラ嬢がもしもオルフェスの、レオノアに対する好意を目減りさせようとしてあら探しをしているのなら、不毛な努力というほかはない。

　もともと、減るほどの好意もないものね……。

　自分で考えたことに、自分で勝手に傷ついてるっていうのも、たいがい不毛だけど。

「どうぞごゆっくり」

「あなたにすすめられなくても、いたいだけいますわよ」

　なにを言おうが、嫌きらわれる仕組みになっている。

　のしのしと廊下を踏みつけるようにして去っていく背中を見送り、レオノアは肩をすくめた。嫌われているとわかっている相手と正対するのは、難むずかしい。

「これは若奥様、どうかされまして？」

　厨房に顔を出すと、料理頭がしらが驚いた顔をレオノアに向けた。レオノアの母よりも年上だろう。たっぷりと身体についた肉が、温かな内面を示すような、優しい顔の女の人だ。

「いえ、わたくしもたまには、なにか作ってみようかな、なんて」

「ええっ!?　若奥様が、お料理を？」

　って、「これはいよいよどうかしたらしい」みたいなニュアンスで言われるほど、珍めずらしいことなのかしら……。

「いえね、もちろん、レオノア様がなにもおできにならないだろうということではないんですよ？」

　その後、失言に気づいたかして、料理頭は手を振った。

「ただ、亡なくなった王妃様がまだ王太子妃様だった頃、たまにこちらに顔を出されることがあって……それ以来なので驚いたんです」

　失言ではなく、驚きの理由がレオノアの邪じや推すいとは違っていたらしい。

「へえ……王妃様って、オルフェス様のお母様よね？　セレーネ様のお母様でもある」

　城の誰かから、その人のことを聞いたことは、そういえばなかった。

　レオノアは、にわかに興きよう味みを搔きたてられた。

「どんな方だったか、伺うかがっていいかしら？　ううん、話せないようなことまでは教えてくださらなくていいことよ」

「さようでございますね、それはもう、美しい方でしたわ……」

　相手は、昔を懐なつかしむように目を細めた。

「はあ、まあ、それはそうでしょうね」

「それに、家庭的と申しますか、こまごまとしたことをあれこれなさるのがお好きでしたわね」

「あれこれって、お料理やお洗せん濯たくや洗い物も？」

　洗い物なら、私も多少は得意だわと思いながら、レオノアは質問を重ねる。

「はい、はい。もうお掃そう除じでも縫い物でも……こう言うのもなんですが、王妃様はあまり恵めぐまれたお国から嫁がれてきたわけではないんですよ」

「え、そうなの？」

「ご弟てい妹まいが多くて、なんでも小さい方のご面倒は、王妃様が見られていたとか」

「……」

　なんだろう。この、自分とセレーネをミックスしたような人物像。

　──貧乏王家の出は、私だけではなかった……！

　いや、それは今、あまり関係ないか。レオノアは、脱線しかかる思考を元に戻してさらに多くを訊ねようと身を乗り出した。

　だが。

「レオノア!?　あなた、こんなところでなにをなさっているの」

　聞き馴れた……そして、最近とんと耳にしたことのない声が響ひびいた。レオノアの背せ筋すじが、びくりと緊張をまとう。

　おそるおそる振り返ると、思った通り、眉を吊つり上げたセレーネが仁に王おう立だちしていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、お義姉様」

　さっそくスカートを摘んだレオノアだったが、

「なにをすっとぼけて。無沙汰の原因は自分でしょうに！」

　いきなりのケンカ腰、そしてしおらしくなったと見えたのも一時的な現象にすぎなかったようである。それだけ、オルフェスの顔を立てたということかもしれないが。

「あ、はい。ケンカ両りよう成せい敗ばいといいますしね」

「は？　両成敗とはなんです、そう軽々しく、わたくしにも非ひがあるみたいなことを言わないでいただきたいわ」

　え……「わたくしには非がない」と言いたいわけ？　つまり。

　内心深くためいきをつくレオノアだったが、一方では相変わらずなセレーネに安心してもいた。我われながら、自分の心理が不可解だ。眉を吊り上げ、怒鳴る姿を見て安あん堵どするなどとは。

「そんなことより、あなた、ちょっと手伝いなさい」

　セレーネは、せかせかと話題を変えると、レオノアの腕を摑む。

「あ、はい」

　そのまま連行されながら、レオノアを嫌な予感が見み舞まう。

　──手伝うって、まさかまた？

「あのー、お義姉様。お手伝いとは、今回はどのような……お帽子の整理とか……？」

「はあ？　なにをわけのわからないことを言ってるの。なんでもないことよ、ただちょっと、部屋の片づけを──」

　って、やっぱり前と同じやつやー！　レオノアは内心辟へき易えきしたものの、逃れられるわけがないこともわかっていた。

「お義姉様、わかりました。承知いたしましたから、そのお手をちょっとだけ」

「うるさいわね、なんて文句の多い人なのかしら。嫁というものは、上の相手には決して注文などつけないものよ」

「……ええ、そう書いてありましたわよね、『淑女のたしなみ』に──って、お義姉様、お義姉様、おねええええさまあ!?」

　レオノアをさらに騒さわがしくさせたことには、そのとき廊下をなにか赤黒い物体がカサコソと這はっていくのを見たのだった。

　それはすばやい動きで、セレーネのスカートの下に消えていく。

「！」

　セレーネの動きが、ぴたりと止まった。

　と同時に、鋭い悲鳴が廊下を貫つらぬく。

「ぎゃああああああああ、なにかが嚙かんだああああああ！」

　たしなみもなにもなく叫び、セレーネはあたりをぴょんぴょん跳とび回る。

「お義姉様、ちょっと失礼します！」

　そう、たしなみもくそもない。私の目がまだ曇くもっていなければ、あれは──レオノアはその場に屈かがみこみ、セレーネのドレスの裾を遠えん慮りよしながらがばりと捲めくった。

「やっぱりサソリだわ……！」

　そのニヒルなつぶやきを、厨房からわらわらと駆け出してきた使用人たちが聞き咎とがめる。

「サソリだと？」

「なんと、セレーネ様がサソリに嚙まれた！」

「なんでこんなところにサソリが」

　と、口ぐちにその名を叫んだため、セレーネの恐慌に拍はく車しやをかけてしまう。

「嫌あああ、どうしてわたくしをサソリなんかがっ」

「お、お義姉様。少しじっとしていてください」

　レオノアはセレーネのふくらはぎからサソリを払はらい落とし、床に落ちたところでぐにゅっと踏みつけた。

「うお、妃殿下がサソリを一撃で仕し留とめたぞ！」

「なんという勇気！　いや漢おとこっぷり！」

「レオノア様、ばんざい！」

「ばんざーい！」

　だから、そういうガヤはいいから……というか、サソリサソリと連発して、セレーネを刺激しないでほしい。

「お義姉様、大丈夫です。危機は去りました。これ、嚙んでませんよ」

　セレーネのふくらはぎには、刺し傷ひとつない。

「ちょっと尻尾しつぽのところが触って、ちくっとしただけだと思います」

　レオノアは、至いたって冷静にそう教えたのだが、セレーネの錯さく乱らんに歯止めをかけることはできなかった。

「嫌ああ！　サソリの毒は、後で効きくのよおおお」

　そうこうするうちに、どこからともなく担架が運ばれてきて、セレーネを乗せるとまた運んでいく。

「あの嫁が、嫁が。わたくしに、よりにもよってさ、さ、サソリをおおおおけしかけたああああ」

　とても気になる一言が廊下にこだまして──。




　──そして。

　レオノアは投とう獄ごくされた。
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　バローラ城外れ、北の塔とう。

　そこは、アタルビルの貴き人じん専用の牢ろう獄ごくである。

　彼らが城外には漏もらせないような犯はん罪ざいをおかし、または城外に出せないような重じゆう篤とくな状態に陥おちいった場合、速すみやかに移送され、生しよう涯がいを幽ゆう閉へいされて過ごしたという──。

「……って、私は犯罪者でも死病にとりつかれているわけでもないんですけど」

　鉄てつ格ごう子しを握にぎりしめ、レオノアはひとりごちた。

　独どく房ぼうは、私室のドレッシングルームほどの広さで、石造りの床と壁かべが寒さむ々ざむしい。

　片かた隅すみに粗そ末まつなベッドが置かれ、その向かいに机と椅い子す。机には水差しが乗っている。

　洗面台もあるにはあるが、鏡かがみはひび割れて曇くもり、ここがもうずいぶん長い間使われていなかったことを物語っているようだ。

　そして、レオノアの頭上高い位置に開いた、鉄格子つきの小さな窓まどから射さしてくる光以外に、明かりはない。

　まあ、それだけ長らく危険人物が現れなかったというのは、謹つつしんでお慶よろこび申し上げますけれど。

　食事は一日三回ちゃんと出るが、毎回パンと薄うすいスープきりというお粗末さ。完全に犯罪者扱あつかい──少なくとも、王おう太たい子し妃ひとしての待たい遇ぐうではないのだろう。

　運んでくるのは、いかめしい顔つきの兵士で、しかも三人体制だ。

　どれだけ凶きよう悪あくだと思われているのだろう。レオノアにはまったく、覚えもないというのに。

　あの日、自室に戻る途中でレオノアは囲かこまれ、なにがなにやらわからない間に、ここへ連行されたのだった。

　罪状を問うても、レオノアを引っ立てていく警けい吏りたちですら、どうしてレオノアを北の塔に閉じこめなければならないのか、今ひとつ把は握あくしていないみたいだった。

　──そんなあやふやな根こん拠きよで、人をこんな場所に放りこむか？　普通。

　と思っても、これが普通なのだろう、この国では。

　きちんとした理由は、結局、翌朝食事を運んできた兵士から聞き出した。

　やはり、セレーネにサソリをけしかけた疑うたがいが持たれているらしい。

　そんなわけないのに。と、レオノアがいくら抗こう弁べんしても、相手は気の毒どくそうに見下ろしてくるばかりだった。

　ちなみに、セレーネは毒を受けてはおらず、夜中に突とつ然ぜん苦しみ出すということもなく無事でいるという。

　刺さされてないなら、問題ないじゃない……というのは、レオノアが落らつ下か傘さんで飛ばされたときに最大級にむかついた理り屈くつである。命に別条ないならいい──わけがないでしょ！

　それを考えると、逆の立場になった今、「結果オーライ」とは言えないものがあるのだった。セレーネは、たぶん本気で生命の危き機きに脅おびやかされたと思っているのだろうし、その恐きよう怖ふや不安も本物だったはず。

　──そうなると、いったいあのサソリはどこから現れたんだ、って話よね。

　レオノアは記憶を手た繰ぐるが、どこからともなく這はってきたとしか言えない。最初から城内にいたはずはないから、誰だれかが外から持ちこんだものと思われる。

　誰だろうと、サソリのような危険な生き物が、アタルビルの城下町ペケニヤでは普通に捕ほ獲かくできるというなら、とんでもない話だ。

　それはさておき、いったい自分はいつまでここにいなければならないんだろう。投獄されて三度めの夜明けに、幾いく度どとなく巡めぐらせた疑問がまた浮かぶ。レオノアはため息をついた。

　いつまでもなにも、慣例に従したがえば死ぬまで幽閉コースだ。そんな馬ば鹿かなと思うが、セレーネがレオノアを許ゆるさない限りは、このまま。

　そして、あのセレーネが、そうやすやすとレオノアの無実を受け容いれたりするかといえば……。

「なんか、無理かも……」

　レオノアはつぶやく。むしろ、渡わたりに船って感じかもしれない。

　前々から、どうにかしてレオノアを排はい除じよしようとしていたセレーネのことだ。もしかすると、レオノアの所業でないことなんか、とうにわかっていたりして……わかっていて、ここに放りこんだんだとしたら。

「やっぱり一生幽閉!?」

　そう口にしたとたん、朝方の冷えこみが襲おそってきて、レオノアはぶるりと身を震ふるわせる。こんな環境にいるせいか、独ひとり言ごとも増えた。

　やがて太陽がのぼり、陽光が金色の糸となって牢獄に射すと、レオノアは視線を上げた。

　あの、窓。

　小さな窓だ。身体からだがぎりぎり通るかどうかという微び妙みようなところ。

　レオノアは、机を窓の下まで引っ張ってくると、椅子をその上に置いた。

　それから机によじ上り、椅子の上に立ってようやく、窓から外を見ることができる。

　すると、思ったよりもこの塔が高いところにあることがわかった。なんとか見える地面が、遙か遠い。

　もし鉄格子を壊し、窓をくぐれたとしても、そこから一気に地面に叩たたきつけられて即死コース。

「じ、冗じよう談だんじゃないわ、そんなの。蛙かえるみたいに潰つぶれるだけじゃない」

　やはり、ここからの脱だつ獄ごくは現実的な手段ではないようだ。

　嘆たん息そくしたレオノアは、椅子から下りようとしたところでふと、視線をもっと遠くへやってみた。

　海が見える。

　庭園で、オルフェスが指したほうに、静しずんだ青色が茫ぼう洋ようと広がっていた。

　オルフェス──。

　今、どうしているのだろう。セレーネから、ことの次し第だいは聞いただろう。うまいことまるめこまれたんだろうか。レオノアの凶行を信じてしまったり？

　──そこまで単純な人じゃないわ、絶対に。

　飛ひ行こう祭さいでの一件の後、あのセレーネに直じか談だん判ぱんして、レオノアへの態度をあらためさせようとしたオルフェスだ。まあ、あらたまらなかったわけだけど。でも、それはオルフェスのせいではない。思った以上に、セレーネが狡こう猾かつだというだけのこと。

　今となっては、空腹を堪こらえてオルフェスの食事風景を見学するぐらい、なんでもないことだと思える。

　レオノアは頭を振って、オルフェスの面おも影かげを頭の中から閉め出した。

　そして一心に、海を眺める。あの海は、ベルラネグロに続いている。なのに自分は、見ているしかできない。

　ふと、船遊びのことが蘇よみがえった。

　三百年前に沈んだ、デモーニオの島。

　黒くろ真しん珠じゆが採とれるという、幻まぼろしの。

　やはりあそこには、レオノアが探し求めるベルラネグロの宝ほう珠じゆが眠っているのだろうか……？

　アタルビルへきて以降、最もそれらしい発見だった。

　でも……こんなところで見ているだけじゃ、どうにもならないわよね。

　海中探索どころか、外に出ることさえ叶かなわないのに。

「はー……鳥になりたい」

「現げん実じつ逃とう避ひだな、それは」

「……!?」

　突とつ如じよとして聞こえてきた、馴な染じみのある声に、レオノアはさっと振り返る。

「オルフェス様……」

　驚おどろきのあまり後ずさり、そこが机に積んだ椅子の上であることをすっかり失しつ念ねんしていた。

「うぎゃっ」

　足元がぐらつき、鉄格子の向こうからオルフェスが、

「お、おい、レオノアっ！」

　と、焦あせった声を出す。

　空中を泳ぐようにしてなんとか体勢を立て直し、レオノアは椅子から飛び下りた。

「きみは……まったく」

　あきれたように言うオルフェスはといえば、見み馴なれない恰かつ好こうをしている。

　いや、見覚えはすごくある。三度の食事を運んでくる、兵士のいでたちだ。

「ど、どうなさったの、オルフェス様!?　──はっ」

「な、なんだ？」

「まさか、わたくしとの共犯を疑われ、そのようなご身分に降格処分されたとか……？」

「……きみねえ」

　オルフェスは、今度こそ腹の底からあきれたという顔になった。

　と、拳こぶしを口に当ててくつくつと笑い出す。

「こんな環境に落とされても、妄もう想そう力りよくは衰おとろえないとみえる。安心した」

「安心じゃなくて、馬鹿にされているのでは」

「まあそう、夫を疑うものでもない」

　夫。こんなときにオルフェスの口からその語が出ると、なんとなくどきりとする。

「──で。なぜそんな姿に身をやつしておられるのです？」

「それはもちろん、これだろうよ」

　オルフェスは、手にした蓋ふたつきの盆をちょっと揚あげてみせた。

「ご、ご飯！」

「俺にも見張りがついていてな、部屋を出ることすらままならなかった」

　オルフェスは牢獄の鍵かぎを開けながら、そう続けた。

「やっぱり、共犯だと……？」

「いや。単に、俺がきみを助けにいかないように気を回したんだろう」

「それで、助けないけど牢番を買って出られたのですね」

「そんなわけがないだろう」

　オルフェスは、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「え、でも。今、わたくしがここから逃げたら、大変なことになりますよね？」

　おずおずと、だが半分ぐらいは期待しつつ、レオノアは開いた鉄の扉とびらを見やる。

「ああ。今はまずい」

「やっぱり……」

「だが、もう少し待ってほしい。必ず、俺がきみをここから出す」

「で、でも……わたくしを逃がしたりしたら、オルフェス様のお立場もまずいことになりませんか？」

「逃げるのではなく、疑いを晴らせば正々堂々と出ていけるだろう」

「疑い……晴れますか？」

「きみは実際、セレーネにサソリをけしかけたのか？」

「まさか」

　レオノアは即そく座ざに否ひ定ていした。

「そんなこと、できるわけがないでしょう。それではまるで、わたくしがお義ね姉え様を亡なき者にしたいみたいじゃないですか」

「姉上はそう信じていたがな」

「それは、なんというか……」

「ああ。そういうことなら、心おきなくきみを追い払はらえるからな」

「そ、そうですよねえ……はー」

　わかっていたことだが、そこまで嫌きらわれていたと知るのはやはり辛つらい。

「だが、濡ぬれ衣ぎぬとわかって、なおきみをここに留とどめておくような姉上でもない」

　それで、オルフェスが解明に乗り出したということらしかった。

「まあ、食べながら話を聞かせてくれればいい」

　蓋をとると、あきらかに昨さく夜やまでとは食事の内容が違っている。シチューには肉片が浮いていたし、パンはふかふか、それに焼きたてと見える果くだ物もののパイまで──。

「うわあ。オルフェス様が牢番ともなると、ご飯も豪ごう華かになるのですね」

「……なわけがないだろう。今日の当番にあたっていた者が、きみの侍じ女じよの父親なんだ」

「リサのお父様が!?」

「だから、俺はこうして牢番に化ばけて、きみへの差し入れもことづかってきた」

「そうだったんだ……リサはどうしているのかしら。ペーター先輩も元気かな」

「ヤギならさっき、中庭で草を食はんでいたが」

　ヤギじゃありません、ペーター先輩です、といつものようにレオノアが訂てい正せいを要求するより早く、

「ときに、なぜあれはペーター『先輩』なんだ？」

　オルフェスがそう訊たずねてきた。

「あ、わたくしが生まれるより前から城にいたんです。ですから『先輩』」

「そんなことか……」

「べつに、がっかりするようなことではないと思いますけど……。では、いただきます。ありがとう、オルフェス様。ありがとう、リサとリサのお父様」

　レオノアは感謝して、食事に手をつける。熱々のパイは、なるほどリサの味だった。

　食べながら、オルフェスに問われるままあの日起きたできごとを話した。

　といったって、特別変わったことなどありはしない。厨ちゆう房ぼうで料理頭がしらたちと話していたら、セレーネが入ってきて、なにごとか用事を言いつかった。半なかば強引に連行されていく途中で、どこからともなくサソリが這ってきてセレーネのスカートに潜もぐりこんだ。

　レオノア自身、何度も思い返しているのだが、どうにも説明のつかない場面だ。なぜサソリがあんなところにいたのだか。

「──偶然入ってきたとしか思えませんよねえ。でも、そうすると、エスティロのどこかにサソリが繁はん殖しよくしている危険地帯があるとか、ひょっとすると城内の庭園のどこかにサソリの巣があるとかっていうことになりますよね」

　レオノアは同意を求めるようにオルフェスを見たが、相手は顎あごを摘つまんだまま、深く黙もつ考こうしているようだ。

　その端たん整せいな横顔に、一いつ瞬しゆんほれぼれしてしまったのだが、そんな場合ではないとすぐに思い直した。

「……だいたいのことはわかった。あとは、俺のほうでなんとかする」

　レオノアが全部の皿を空にすると、オルフェスは盆に蓋をして立ち上がった。

「なんとかって……具体的には？」

　なにごとか決意したような表情だと思ったのだが、レオノアのその問いに対する返事はなかった。







　そんなわけで、レオノアはあまり期待しないで待つことにした。昼のメニューは普通の粗そ食しよくに戻っていたから、オルフェスはそう何度もリサの父親にすり替わりを頼たのめないらしいとわかる。

　──そりゃあ、ことが発覚してリサのお父様が咎とがを受けるなら、このままのほうがましだもんねえ。

　いや、このままでは確実に嫌いやなのだが、それなら自力でなんとかするべきだと、レオノアはふたたび机の上に椅子を積み上げるのだった。

　あげくの果はてに、出た結論は「誰か──具体的にはオルフェス──にベッピン印の落下傘を差し入れてもらうのが一番」という、完全に他力本願な手段である。無理だとわかってはいるが、今こそあれを有効活用するときではないだろうか。

　やがて小窓から射しこむ光が夕ゆう暮ぐれの赤を帯おび、弱い月の光に変わる。それがじょじょに暗くなってゆき、しばらくするとまたあたりがぼうっと明るくなり、四日目の朝がくる。

　だというのに、朝食の時間に当番兵は現れない。

　レオノアは、恐怖に包まれた。これまで三日間、これは、これだけは規則正しく公平に与えられていた食事が──まさかの打ち切り!?

　……噓うそでしょう。兵ひよう糧ろう攻ぜめとか。それとも、これまでこの塔に放りこまれた人々は皆、人生の黄たそ昏がれを飢き餓が感かんとともに迎むかえたの？

　そんな残ざん酷こくなこと、と思い、まあどうせ死ぬまで閉じこめておくなら、いつ死んだっていいわけだし、そんな奴やつに与える食事とは文字通り無む駄だメシに他ならないし、ということなのかもと妙に納得する。

　って、やっぱりものすごく残ざん忍にんな手口でしょ、それは！

　空腹だというだけで、人はこれほどまでに気分が急きゆう降こう下かするものなのだろうか。毎朝、夫が食べているところをただただ見せられて、ずいぶん我が慢まんも覚えたはずなのに。まだ修業が足りないというのか。

　などと、がっかりしたり自じ己こ嫌けん悪おに包まれたり、ふてくされて歌でも歌おうかしらという頃になって、階段のほうからばらばらという足音がした。

　レオノアははっと鉄格子にとりつく。複数の兵士が駆かけ上がってきた。

「レオノア様、お迎えに上がりました」

　がちゃがちゃと鍵を解かい錠じようした兵士が、開いた格子の向こうを案内するように指す。

「お、お迎えに……って、どういうこと？」

　訝いぶかしむレオノアの眼前に、少し遅れて階段を上ってきた人影が現れた。

「リサ！」

「ああ、レオ様、レオ様！　あたし、このまま二度とお目にかかれないんじゃないかと思ったら、いっそ死んだほうがましって──」

　リサはレオノアを見るなり、大粒の涙をこぼしながら抱きついてきた。

「なにを馬鹿なこと言ってるの。っていうか、差し入れありがとう。おかげで元気になったわ──それで」

　リサの肩かたを叩き、声をひそめる。

「これって謀む反ほん？　それとも正式にここから出してくれるってこと？」

　囁ささやくと、リサはぶんっと面おもてを上げ、

「もちろん、無罪放ほう免めんですよ！　レオ様はなにもしていないんだから迎えにいくように、って」

　泣き顔のまま断言した。

「アルヴィンがそう伝えにきたの？」

「いえ、オルフェス様が直接」

「あら、珍めずらしいこと。ということは、オルフェス様は真相をつきとめたのね!?」

　レオノアがいくぶん昂こう奮ふんして言うと、リサは奇妙な顔つきになる。

「あのう、それはまだ……。ですが、レオ様をここから出して、身み支じ度たくを調えてから庭のテラスにくるようにとの、オルフェス様のお達たつしですから、レオ様は出ていいんです」

　一瞬口ごもった後は、またきっぱりとした口く調ちようだ。

「テラスにくるようにって……また、どうして？」

　レオノアはさっぱりなんのことやら理解できないのだったが、

「そんなの、あたしだって知りません」

　リサは、いやに自信満々でそう言うのだった。

　ともあれ、レオノアは四日ぶりに塔を出ることができた。

　リサと、迎えの兵士たちに囲まれるようにして自室に戻ったので、途中で誰かと出くわしたのか、それとも誰にも会わなかったのかはさだかではなかった。

　湯ゆ浴あみの用意がしてあったので、レオノアはひさしぶりに髪かみを洗った。その後は、着替えて庭へ、ということなのだが、しかし。

「ねえリサ、庭に出る前に、なにかちょっと摘んじゃダメかしら？」

「でもレオ様、オルフェス様はとにかく急ぐようにということでしたよ？」

「ううーん……軽くフィンガービスケットを一、二本。できれば五本、いただくだけでも？」

「……そのくらいなら、おぐしを結ゆっている間に食べられますね」

　というわけで、レオノアは三本と半分のフィンガービスケットに、ドライフルーツを少々口に入れ──それだけの時間しかなかったのだ──すみれ色のドレスに身を包んでリサとともに部屋を出た。

　蔓つた薔ば薇らのアーチの向こう、テラスのテーブルにはどういうわけだかお茶の支度がされている。

　席は四つ。そして、他の三名は既すでにテーブルに着いていた。オルフェス、セレーネ、そしてデラ嬢じよう。それぞれが、それぞれのお付きの者を従えている。オルフェスにはアルヴィン、セレーネにはマーゴ。デラ嬢の侍女の名は知らない。というか、初めて見る顔だった。女にしてはいかついと言っていい、堂々たる体格の女じよ傑けつふう。

　レオノアがアーチをくぐると、オルフェスが立ち上がった。

「やっと出てきたな。歓迎するよ、レオノア」

　指し示された席は、オルフェスの向かい側である。オルフェスの隣となりにはセレーネが陣じん取どっているのだから仕し方かたがないものの、レオノアの隣はデラ嬢ということになる。

　なんか……視線が痛いです。

　それというのも、オルフェスがいやに愛あい想そよく、また親したしげにレオノアを「歓かん迎げいする」などと言うから、無駄な嫉しつ妬とを買ってしまうのだ。

　デラ嬢の火を噴ふくようなまなざしには気づかないふりで、しかしいちおうにっこりと会え釈しやくしてからレオノアはオルフェスの正面に腰を下ろした。給きゆう仕じ係がかりが、さっと膝ひざにナプキンを広げてくれる。

「あのう、これはいったいなんの集まりですの？」

　内心首を傾かしげつつ、レオノアはとりあえずオルフェスに水を向ける。他の二人には声をかけづらいことからの、当然の選択だったが、隣でデラ嬢が身じろぎするのを感じた。

「もちろん、我わが妻つまが晴れて無罪放免になった、それを祝しゆくして私がリクエストしたティー・パーティだよ、レオノア」

　な、なんなのその、笑顔の大おお盤ばんぶるまいは！　飛行祭の前にセレーネと言葉を交わしたときのことが蘇る。

　そういえば、オルフェスは暗あん紫し色の光こう沢たくのある上下に身を包み、いつになく華はなやかな装よそおいだが、まさかそれも祝しゆく賀が用よう？　レオノアのすみれ色のドレスと、まるで示し合わせたみたいだ──いや、事実、示し合わせたのか？

　振り返ってリサに質ただすわけにもいかず、レオノアは視線の矢やに耐たえる。

「わたくしはまだ、納得しておりませんことよ、プティ・オーリィ。ですが、あなたのたっての希望とあっては、同席しないわけにはいきませんからね。無罪だなんて、なんの根拠もないじゃありませんか」

　つけつけと、セレーネ。あ、やっぱり好きでこの場に連なっておられるわけじゃなかったんですね……。だが、オルフェスがどうも変則モードなため、セレーネの通常営業っぷりが、なんだかレオノアをほっとさせた。

「まあまあ。姉上は無事永ながらえておられることだし、なにはともあれめでたいではないですか。そう思わないかい、デラ？」

「は、はい！　もちろん、もちろん私だって嬉うれしくてよ、オルフェス」

　レオノアの視界の隅で、黒コイルが揺ゆれる。この素直さもまた、いつものデラ嬢だ。ほんとうは嬉しくなんかないとわかっているけれど。だから、特に安心はしないけど。

「きみもひさしぶりだろう、レオノア。テーブルで淹いれたてのお茶などいただくのは？」

「ええ。さっきからお腹なかが鳴なって仕方がないです。でも、外でいただくには、少し寒い気もいたしますけど」

　レオノアは、正直に答えた。あらためてテーブルを見回すと、この時間にしては本格的なティー・パーティのご馳ち走そうが並んでいる。幾いく種類もの彩いろどり豊かなプティ・フールに、カラメルのかかったプリン、さまざまな種類のムース。

　甘あまい物にとどまらず、スモークしたチーズや生ハム、小さなサンドウィッチに塩味のクラッカー、また魚ぎよ卵らんのタルトなども並んでいた。

　レオノアの言葉に、オルフェスはにやりとすると、

「そう言うと思って、温かいものもいくらか用意してあるぞ。きみの好きな魚のパイ包みだとか、タンシチューだとか」

　さらに妻のお腹が鳴るようなことを言う。

「さて、ではきみは何を飲む？　レオノア。温かいものがいいのかい」

「ええ。それでは、熱いお茶を一杯いただきとうございます」

　レオノアが答えるや否いなや、給仕がさっと現れて、ティーポットから湯気の立つお茶をレオノアのカップに注そそいだ。

　オルフェス自身は、フルートグラスに金色のシャンパンを注つがせている。こんな時間からお酒だなんて大丈夫かしらと思いながら、レオノアはその様子を見守る。

「さあ、では──私以外は熱いお茶のようなので、乾杯するわけにはいかないが、我が妻の、無事の帰還をともに祝していただける幸せ、いたみ入ります」

　隣でデラ嬢が、びんびんに不ふ快かい感かんを発はつしている。オルフェスにはこれが、見えないのだろうか。というか、見える自分が特殊なんだろうか。

　ともあれ、出がけにむやみと詰つめてこなくてよかった。ビスケットを半分残して正解だったわ。レオノアはさっそく、取り皿にプティ・フールを並べ、サンドウィッチもいくつか取り分けてもらう。

　それからタンシチューも注文し、腰を据すえてまずは甘いケーキを口に入れた。

　うー、甘い。甘くて……口の中どころか胸いっぱいに幸せが広がります……。

　セレーネが、フンと言いたげな顔でこちらを見ているのに途中で気づいたが、レオノアはかまわず食べ続けた。ともかく、丸三日間、まともな食べ物にありついていなかったのだ。そりゃ、昨日の朝こそオルフェスが温かいものを運んできてくれたけれど。やっぱり、牢屋の中で食べるというのは味気ないものだ。囚しゆう人じんですから。

　どこかで、ぽおーんという音がした。

　なんの音だろう……レオノアは、フォークを止めて上空を仰あおぐ。また、ぽおーんと、今度は少し大きい音が聞こえる。すぐに遅れて、ぽんっと火花のようなものが宙ちゆうに散った……？

「きゃっ」

　デラ嬢が叫び、レオノアは思わず目を閉じて首を縮ちぢめた。

　開くと、オルフェスが立ち上がっている。

「なんだろう……アルヴィン、見てきてくれないか」

「御ぎよ意い」

「お待ちになって。メイも参まいりますわ」

　デラ嬢の今日の侍女はメイという名らしい。大おお柄がらの彼女は、のしのしとアルヴィンの後を追っていった。

「もう聞こえませんわね」

「あなた方が、動どう揺ようしすぎなのですよ」

　落ち着き払って、セレーネが言った。

「特にレオノア、フォークを握ったままの手を振り上げたりして。まったくお行ぎよう儀ぎがなってませんね」

「……おっしゃる通りです、お義姉様」

　ひさびさの小言だ。それすらも「やっとシャバに帰ってきた……」という感かん概がいにつながるから不思議なものである。

　レオノアはカップを手にすると、せいぜい優ゆう雅がに見えるようにゆっくりと口に運んだ。

　そのとたん、

「レオノア！　飲むな」

　鋭するどい声が飛んだ。驚いてカップを取り落としそうになったレオノアの眼前に、腰を宙に浮かせたデラ嬢と、それを取り押さえるアルヴィンの姿が現れていた。

「……？」

「レオノア。そのカップをこちらに」

「やめて！」

　大声でオルフェスを遮さえぎろうとするデラ嬢。レオノアはまだなにがなんだかわからない。

　リサがそそくさと駆けよってきた。

「レオ様。あたしがお持ちします」

　耳元で囁かれ、やはりわけもわからないままうなずく。

「きみ、これをすぐにドクターのところへ」

　リサから受け取ったカップを、オルフェスは傍かたわらにいた給仕に渡すと、こちらに向き直った。

「さて。いかがなものでしょうか、姉上」

「あの、ちょっとお待ちください」

　レオノアは焦って、なぜか挙きよ手しゆしてしまった。セレーネは険けわしい目を、デラ嬢にひたと据えている。

「なんだ、レオノア？」

「わたくしには、いったいどういうことなのかわからないのですが」

「だろうな。俺もすべてお見通しだとは言い難がたい。だが、今、きみがあの音に気をとられている隙すきに、デラがきみのカップになにかを放りこんだのは確かだ」

「噓！　オルフェスだってそちらを見ていたじゃない」

　デラ嬢が、オルフェスに逆さからうところなど初めて目にした。いやそれよりも──私のカップになにかを。

　って──。

「な、なにを？　なにを入れたのですか、デラ様」

「それはドクターの分析待ちだ」

　オルフェスの言うドクターとは、バローラ城の敷しき地ち内に住む御ご殿てん医いのことなのだろう。そして、医師が分析するといえば。

「え、えっと……、はっ。まさか下剤!?」

　レオノアは口に手を当てた。

「その程度なら、俺にはむしろありがたいがな、レオノア」

「その程度って、その程度って……」

　下げ痢りはあなどれない。痛くて辛い。ビロウな話でごめんなさい。

「なにしろ、きみを狙ねらって熊やサソリをけしかけたぐらいだからな。本気でレオノアの命を奪うばう気だったのか、デラ？」

「ち、ちが……私じゃない、私じゃないわ！」

　デラ嬢は、先ほどから否定の言葉しか口にしていない。

「セレーネ様が、そうよセレーネ様が私をそそのかしたんだわ。だから、いけないとわかっていてもつい」

「馬鹿をお言いでないわ」

　ぴしゃりと、セレーネ。

「わたくしがあなたと共きよう謀ぼうしたというなら、それは飛行祭の件だけでしょう。だけど、わたくしは大たい砲ほうが暴発することなんざ、まったく予想もしていませんでしたよ。あれからベッピン商会の者を呼びよせていろいろと話を聞いて、わたくしなりに腑ふに落ちない点もいくつかありますしね」

「！　あれもあなただったの？」

「違うわ！　セレーネ様よ。あんたさえいなければ、私をオルフェスに娶めあわせてくださるというから私は」

「デラ。わたくしは、そんなことは一言も申しておりませんよ」

「そ、そんな……」

「あなたが勝手に勘かん違ちがいしただけのこと。それに、まさか大砲に細さい工くまでするとは思いませんでしたからね。公衆の面前で不ふ祥しよう事じが二度と起きないように、あなたには因いん果がを含めたつもりですが」

　イヤ、セレーネ様怖こわい……レオノアは背せ筋すじが寒くなるのを覚える。もし、デラ嬢の言い分がそれほど噓でないとすれば、陰でひっそりとなら、デラ嬢がレオノアを仕し留とめてもかまわないということになるのでは……？

「レオノア。なにを考えているのかわかりますよ、とんでもないこと」

　そこへびしりとセレーネの叱しつ責せきが飛んできたので、レオノアは首を縮める他なく、

「はい、もうしわけございません……」

　と、命を狙われた側なのに加害者みたいに謝った。

「ともかく、熊が不発だったので、大砲の暴発ということにしてレオノアを亡き者にしようとしたのはたしかだよ」

「ちが──」

「それを姉上に咎められ、かつもう姉上の協力は得られないとなり、それならばときみは姉上をもターゲットにすることにした。だからあの日、針箱にサソリを忍しのばせて、機会を窺うかがっていたんだろう。ちょうど折よく、レオノアと姉上が団子状態で廊ろう下かに出てきたのを見たきみは、こっそりサソリを放した……姉上とレオノアの、どちらが殺やられてもよかったんだろう。たとえ姉上が命を落とすことになっても、疑ぎ惑わくがレオノアに向けば目的は果たせる。実際、レオノアは北の塔送りになったしな」

　オルフェスは朗々とデラ嬢を告発すると、その鼻先に指をつきつけた。

「断ことわっておくが、レオノアは私が望のぞんで迎えた妻だ。もくろみが成功したところで、きみの望む結果には決してならない」

　レオノアははっとして、オルフェスを見た。その美しい顔が、常よりもさらに冷れい厳げんとデラ嬢を断罪していた。まさに、氷の貴公子、命を持たない彫ちよう像ぞう……。

　いや違う。オルフェスは怒おこっているのだ。極めて人間らしい感情に衝つき動かされているからこその、この厳きびしさ。

　──私のために？　それに自分から望んで私を迎えたというのは……。

「く……ぅ」

　デラ嬢が、へなへなとその場に頽くずおれる。アルヴィンはそれを支えることなく、身を引いた。デラ嬢はそのまま芝しばの上に手をつくかと思われ──たが、驚くべきすばやさでさっと身体を躍おどらせ、次の瞬間にはもうセレーネの首に片方の手を回している。

　もう一方の手に、細く鋭い果物ナイフが光ったのを見てレオノアは息を吞のんだ。

「お義姉様！」

「こないで！」

　デラ嬢、いやこうなればもう、敬称なんかなしでいいか──デラが叫ぶ。

「邪じや魔まをしたら、この女の喉のどをひとっ搔かきよ？」

「ああ、あな、あなた……デラ──」

　ぽかんとしていたセレーネが、我われに返ったていで目を瞠みはった。

　そのときアルヴィンが動いた。だが、どこからともなく飛んできたナイフが、その足元に刺さる。

「おっと。よけいなことはしないほうがいいと思いますぜ」

「──メイ……？　あなた、やっぱり」

　男だったのね。レオノアは思った。いや、よけいなことはきっと、言ってもいけないのだろう。

「それで、どうするつもりだ、デラ。なにが望みなんだ」

　オルフェスも立ち上がっていたが、どう見ても危険な状態のデラをいたずらに刺激するより、セレーネ解放の交換条件を模も索さくするほうが得策と踏んだようだ。

「望みなんて、ひとつしかないに決まっているでしょ！」

「──俺がレオノアを離り縁えんして、きみを妻に迎えるということか？」

「わかってるなら、いちいち訊きか」

「断る！」

　って、早っ！　オルフェスにあっさり条件を蹴けられ、デラの目が不吉な光を帯びる。

「どうして!?　そんなどこかの馬の骨より、私のほうがずっとオルフェスのことを知ってるわ！　子どもの頃から憧あこがれてきたのに──あなただって知っていたはずよ！」

「その俺が選んだ女を馬の骨呼ばわりしたり、あろうことか命を狙ったり、姉上に刃物をつきつけて脅おどしてくるような者を、なんで俺が嫁よめに迎えなければならない？」

「ぐ……」

　オルフェスの言うことはもっともだが、身も蓋もないともいう。デラもそう思ったのか、いよいよふてくされた様子で、

「なら、望みはひとつ。ここから私を安全に家に帰して。そして、一連のその……貧乏国からやってきた貧乏花嫁に私がしたことを公おおやけにしないで。家に無事帰りついたら、セレーネ様を解放してあげることよ」

　ひとつというか二つの希望を口にした。

「いけずうずうしいこと……不ふ問もんに付ふせるわけがないでしょうよ──っ、ひ……」

　憎にくまれ口の返礼とばかりに、デラがナイフを握る手に力をこめたのだろう。セレーネの言葉は、語尾がかすれた悲ひ鳴めいとなった。

「わかった。その条件、二つとも吞もう」

　オルフェスは、厳しい顔つきのままうなずく。

「だが、約束を違たがえて姉上になにかしたら、そのときは容よう赦しやしないぞ」

「ふ……それはどうかしらね」

　デラはセレーネを引きずっていこうとした。

「まま、待って、待ってください、デラ様」

　レオノアは急いでそちらのほうに駆けよろうとし──背後からメイに羽は交がい締じめされる。

「レオノア！」

「ちょ、やめてよ……デラ様、お義姉様の代わりに、わたくしをお連れください！」

「──は？」

　デラは眉まゆ根ねをよせる。

「もともと……、もとはわたくしが目め障ざわりで、わたくしを排除するために企たくらんだのでしょう、一連のできごとは。それなら、わたくしを人ひと質じちにしたほうが、なんというか──辻つじ褄つまが合う？　いや、合理的？」

「なにを言っているんだ、レオノア！　冗談じゃない」

　オルフェスが振り返った。

「きみが人質になったりしたら、デラはきみのことを、殺さないまでも海の向こうの誰も知らないような場所に送って──それきりだぞ？」

「で、でも。お義姉様を連れ去るよりは、だいぶデラ様も溜りゆう飲いんが下がります、よね？」

「……そうね、悪くはないかも」

　デラが譲歩の姿勢を見せたとたん、今度はセレーネが暴れ出す。

「じょじょ、冗談じゃありません！　どうしてわたくしが、あなたに借りを作らなければならないのですか。それとも、今後のために恩でも売っておくつもりなの!?」

「こんなときに、そんなややこしいことを考えたりしません！」

「こんなときだからこそ、あなたをいじめたことを後こう悔かいしたくなんかないのです！」

　レオノアは、ぐっと詰まったがすぐに体勢を立て直す。

「意地を張らないでください、お義姉様……デラ様、あなたにとっても、こっちのほうがよくなくて？　セレーネ様にこんなことをして──どうなるかおわかりよね？」

「レオノア、無茶だ。やめろ」

「わかったわ」

　小こ競ぜり合いをまるっと無視して、デラはあっさり承しよう諾だくした。

「メイ、その女をこちらに連れてきて」

「そんなことは許さんぞ」

　オルフェスが、大きな鳥のようにメイの前に立ちはだかる。メイは薄笑みを浮かべると、羽交い締めしたレオノアの首筋にナイフをつきつけた。あきらかに、デラのものより大ぶりで、その刃は分厚い。レオノアの視界の隅で、それがぎらりと光った。

「！」

「だ、大丈夫です。平気ですから、オルフェス様」

　私はなにしろ、大砲に打ち上げられて、空を飛んでも死なない女──レオノアは顔が引きつるのを覚えながらも、にまりと笑ってみせた。

　メイが合流すると、デラはそのままセレーネを引きずって西の森のほうへ後ずさる。

「ちょっと、話が違うじゃない！」

　思わずレオノアは抗こう議ぎしたが、

「うるさいわね。人質は多いほうが有利に決まってるでしょ」

　デラは、まるでプロの悪人みたいだ。ご令嬢が聞いてあきれる。

「そんな……」

　デラがセレーネに、メイがレオノアに刃物をつきつけながら、じりじりと森に近づいていく。

　森の入口に、馬が二頭、つながれていた。

「メイ」

　デラが顎をしゃくると、メイは綱を解とき、まずレオノアに乗るよう命じた。

　セレーネの状態が状態だから、刃物から解放されてもレオノアは従う他ない。人質を二人取ったのは、このためか。レオノアは内心、舌したを巻く。やっぱりプロ悪党じゃないの。

　レオノアを前に乗せ、メイは後ろに乗ってくる。

　それを見届けると、デラはセレーネを突き飛ばした。

「！」

「この、お高くとまったババア猫ねこ！　偉えらそうにしてても、ざまあないわね！」

　レオノアは目を剝むいた。最後の最後に本ほん音ねを吐き捨てた、というやつなのか？　これ。

「ば、ババア……」

　地面に尻しりもちをついた恰好で、セレーネは目を白黒させる。さすがのセレーネも、とっさには言い返せないようだった。

　それにしても、デラの様子はまるで別人だ。特とく徴ちようのない美人顔だと思っていたが、憎しみに目をぎらつかせている今、美び貌ぼうもじゅうぶん損そこなわれていた。きれいなのに醜みにくい。悪意が臭におってくるようだ。

　デラとメイが、揃そろって馬を走らせはじめたそのとき、どこからともなくどどどどっという、懐なつかしい気さえする足音がして、なにかが突進してきた。

「ぺ、ペーター先輩！　……と、オルフェス様……!?」

　首をねじってどうにかその見馴れない光景を捉とらえ、レオノアは目を瞠った。

　見間違いではない。猛もうダッシュするペーター先輩にまたがって、手た綱づな代わりに両の角を摑つかんでいるのは紛まぎれもなくオルフェス、あの類たぐい稀まれなる美貌の、冷淡で、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの笑わん殿でん下かが、この上なくまぬけな姿で、だが、

「レオノアー！　今助けるぞ！」

　力強い声が朗ろう々ろうと森にこだまする。
















「なに、なんなのよっ」

　先をいくデラが、振り返って叫んだ。

「ヤギなんかに乗っかって……やだ素す敵てき、じゃないっ、追いつけるとでも思っているのかしら？」

　オルフェスは追いつけると思っているようだった。

　そして、事実、追いついてきた。

「いけ、ヤギ！　いや、ペーターか」

「せ、先輩ですっ！」

「そうか、頼んだぞ、ペーター先輩」

「メメエー」

　こんなやりとりを、別々の乗り物の上で交わせる程度には──。

「ちょっと、噓でしょ。なんでヤギがこんな……メイ、急がせて、引き離すわよ！」

「承知！」

　鞭むち音おと高く、二頭の馬はさらに加速する。

　ところが、ペーター先輩は離されはしない。それどころか、どんどん距離が縮まってくる。

　デラが疑問を抱いだくのもわかるが、ペーター先輩の実力を知っているレオノアには頼もしい限り。ましてや、オルフェスがいっしょなのだ。うん、私助かる。

「メイ！」

　デラの甲かん高だかい声が飛ぶ。

「早く、投げナイフでなんとかして！」

「しょう──」

「！　そんなのダメーっ」

　レオノアは馬上で身を捩よじった。ナイフを取り出したメイに、後頭部で頭ず突つきを喰くらわせようとするが、早馬の上とあってはさしもの運動神経も存ぞん分ぶんに発はつ揮きするとまではいかない。

　かえって馬を昂奮させてしまった。いなないて、馬体が大きく傾く。

「うきゃーっ」

「レオノア！」

　レオノアが転がり落ちたのと、ペーター先輩がついに追いついたのはほぼ同時だった。オルフェスがひらりと宙を舞まう。しなやかで正確な石弓の矢のようにまっすぐ飛んでくると、レオノアを抱え上げ、同時にメイを蹴り落とすという離れ技を同時に演じた後、暴れ馬の上にすとんとおさまった。

　すぐさま手綱を取り、馬を鎮しずめる。

「どうどう……大丈夫か、レオノア？」

　あの貴石のような紫色の瞳ひとみが、間近から見つめてくる。そういえば、レオノアとオルフェスは向かい合い、なおかつオルフェスの腕がレオノアの身体に回されているというかつてない密みつ着ちやくぶりだった。

　レオノアは、急いで目を伏せる。

「だ、大丈夫じゃないかもしれないけど、ペーター先輩は？」

「俺よりヤギか……あいつなら、現在大だい活かつ躍やく中だよ」

　オルフェスが目線で示した先には、デラの馬に追いついたペーター先輩が、その尻に思いっきり突っこんでいく姿があった。

「ぎゃあああああああっ」

　悲鳴一いつ閃せん、デラは従者の後を追った。

「噓でしょ！　なんで馬よりヤギが速いのよ!?」

　乗り手を失くした馬を、ペーター先輩がなお追っていく。

「なるほど、羊の群れを追いこむ牧ぼく羊よう犬けんだな。ヤギだが」

「ヤギじゃありません、ペーター先輩です！」

　無事、生還した安あん堵どもあって、レオノアは強く訂正を求めた。人間、極きよく端たんな緊張状態に置かれていると、弛ゆるんだときには必要以上に気が大きくなるようだ。

「……俺よりも、ペーター先輩なのか……」

　オルフェスを、二度も残念の淵ふちへ突き落す程度には。

　──だけど。

　馬に揺られながら、レオノアは思った。

　ちゃんと助けてくれた……オルフェスは、「我が妻」という言葉が口先だけのものではないことを、こうして証明したのだ。

　……でも、私にはまだ、秘密がある。

　ベルラネグロの黒真珠。それが、心の中いっぱいに広がった青空の中、一点の黒こく雲うんみたいにぽつんと景けい観かんを損なっているのだ。

　オルフェスはレオノアを、ちゃんと花嫁として扱ってくれたのにと思うと、どうしたって疾やましい。
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　ともあれ。

　駆けつけた騎き馬ば部隊によって、デラたちは捕とらえられ、レオノアも無事にペーター先輩とも合流して城に帰りついた。

　リサがどれほど心配していたか、アルヴィンがオルフェスにどれだけ腹を立てていたか──オルフェスはどうやら、アルヴィンの制止を振りきって、爆走してきたペーター先輩の背に飛び乗ったということらしかった──そして、セレーネの具合は？

　と、レオノアには気になることも多かったけれど、なにしろ丸三日間、狭くて日当たりの悪い場所に閉じこめられた直後、あの騒動である。さすがのレオノアも疲れきっていた。

　そこで、早々にベッドに潜りこみ、柔やわらかくて広い寝台でひさしぶりに安眠することとなる。オルフェスのベッドカバーを、リサは特例措そ置ちとして掛け布団としてレオノアに着せかけてくれた。

　なんだかいい夢を見たような気がする。目が覚めたとたんに、忘れてしまったけれど。

　翌朝、朝ちよう餐さんの儀ぎに出向いたレオノアは、部屋の少し手前で立ち止まり、両りよう頰ほおをぴしゃぴしゃと叩いた、

　──うん。

　気合いを入れて朝餐の間に入ったのだが、案に反してそこにはオルフェスしかいない。

「あら」

　思わず口を押さえたレオノアに、訝るようなオルフェスの視線が投げかけられる。

「なんだ？」

「いえ……」

　セレーネが待ちかまえているものと覚悟してきたのに、いなくて拍ひよう子し抜ぬけ、などとは答えられない。笑顔でごまかし、レオノアは指定席に着いた。

　まあ、考えてみれば朝餐の儀にセレーネが顔を出すことのほうがイレギュラーなのだ。

　とはいえ、この間のこともある。意地っ張り合戦の結果、「人質の座」をレオノアにとって代わられた恨うらみやなんか、苦情がいろいろあるのではないかと思っていた。

「よく眠れたか？」

　パンをちぎりながら、オルフェスが訊ねる。昨日のティー・パーティでの色男っぷりもどこへやら、愛想もなければ服装もシンプル。あれは、デラを罠わなにかけるための芝しば居いだったようだ。それにしても、かなり堂どうに入いった演技だった。笑わん殿下が、輝かがやくばかりの貴公子にしか見えなかった。

「はい。おかげさまで」

　答えた後、レオノアはやや迷ったが、

「──お義姉様のほうは、いかがですの？　体調を崩くずされたりしておられはしないでしょうか」

　と問うた。

「それなら心配無用だ。姉上は、絶対にダメージを受けない女……。昨日も今日もぴんぴんしているよ」

「それはよろしゅうございました」

「どうかな？　むしろ、怒いかりが燃料になって、ベッピン家に爵しやく位いを返上させるのどうのと息巻いていたが」

「あら。男爵ご自身には、関係ないことでしょうに……というか、デラ様はこの後、どうなるのですか？」

　レオノアの問いに、アメジストの瞳がふと細められ、

「それこそ、処刑か幽閉だろうな」

　物ぶつ騒そうな単語が飛び出した。

「えっ！　それはちょっと……いくらなんでも」

「──と言ったら、どう思う？」

　……オルフェスの言葉には、続きがあったらしい。レオノアは目を瞠ったまま、「え」と反問する。

「と、訊ねようとしたんだが。きみの意見は、訊かずともはっきりしているようだな」

「……お人の悪いこと」

　レオノアがやり返すと、オルフェスはおかしそうに笑った。

　──ちょっと。なんか声出して笑ってるわ……。

　でも、今となればそれほど意外でもない、かな。

「ところで、レオノア」

　空腹をごまかすべく、毎度お馴染みの扇おうぎを出したレオノアに、オルフェスが声こわ色ねを変えて問うた。

「なんでございましょう？」

「きみ、なにか俺に隠かくしていることがあるな」

「ふぐぅっ！」

　ごまかしのききようもない、不ふ意い討うちだった。レオノアは目を見開いたきり絶ぜつ句くする。

　ややあって、

「な、なんのことかしら……」

　我ながらしらじらしいとぼけ方だと思いながら応じる。

　オルフェスは、表情を変えないままだ。

　──これって、やっぱり黒真珠の件よね……私がここに嫁とついだ、ほんとうの理由。

　冷や汗が、背中を伝っていく。冬なのに暑いのは、疾しさのためか。

「さりげなく城内をうろうろしたり、秘密の部屋だと聞けば、なんとか暴こうと近づいたり……図書室の文ぶん献けんを読み漁あさり、アルヴィンを殴なぐり倒して気絶させたり」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　レオノアは焦った。

「いえ、どれもおっしゃる通りです。ですけども──」

「目的はなんだ？」

　ずばりと切りこまれ、沈ちん黙もくする。これはもう、正直にうちあけたほうがいいのだろうか。

　三百年前に、アタルビル軍に持ち去られた、ベルラネグロの国宝。黒真珠。

　──そうね。なにも盗んで逃げようというわけではなし、どちらにしても交こう渉しように持ちこむためには、ありかを知る必要がある。

　おまけに、オルフェスから疑われているということは、これまでみたいに自由に「うろうろ」したりはできないわけだ。

「──黒真珠です」

　オルフェスの目を見て、レオノアは答えた。

　長い眉が上がる。反はん復ぷくはしてこない。

「ベルラネグロの象しよう徴ちようともいえる宝珠。長らく王家が保有してきましたが、三百年前の戦争の際に、当時のアタルビル国王の手に渡ったと聞きました。戦後の混乱がおさまって、両国の間に平和が保たもたれた暁あかつきには、お返しいただく約束だったはずです」

　オルフェスは、先ほどまでとはまた違った表情で、レオノアを凝ぎよう視ししている。

「なるほど」

　よほど間を置いてから、そう言った。

「で、我がアタルビルは、その約束をいまだに果たしていない、と」

「ご事情はおありなのかもしれません。けれど、三百年は長すぎます」

　こうなれば、言いたいことは全部伝えておこうと、レオノアは必死になってオルフェスに訴うつたえた。

「ああ。俺もそう思うよ──実にそう思う。三百年前の約束が、いまだに手つかずのままとはひどい」

「……オルフェス様は、その件についてなにもご存じないのですか？」

「知らないで、こんなことを言っていると思うか？」

　宙で視線がぶつかった。いろいろ思いはあるものの、譲ゆずれないもののほうが今は大切なのだ。

「むろん知っている。そして、返せるものならお返ししたいさ」

「まさか、とうにどこかに散さん逸いつしてしまったとでも？」

「散逸はしていないだろう──おそらくは、だが」

「そんなに不便な場所に隠しておられるのですね？」

　レオノアの頭に、デモーニオの島の残像が浮かび上がった。

　と、

「きみも見ただろう。あれを」

　まるで読まれたかのようなオルフェスの言葉に、どきりとする。

「──デモーニオの島、ですか」

「やはり、そこを疑っていたのだな」

「だって、黒真珠の島と伺うかがっては。どうしたってあの島が怪あやしいと思ってしまいます」

「デモーニオの島が、三百年前の戦利品だ」

　言い募つのるレオノアを阻はばみ、オルフェスはぼそりと言った。

「……は？」

「正確には、三百年前の戦いで広がった我が国の領海に、あの島が含まれていたのだ。良質な黒真珠がいくらでも採とれるという、宝の島」

「あの……ええと、……つまり、ベルラネグロの宝珠というのは、あの」

「デモーニオの島、それ自体を指すのだろうな」

　レオノアは、今度こそ本当に言葉を失った。黒真珠、というからには単品というか、とてつもないサイズの宝珠だとばかり思っていた。

　それが……たしかに、とてつもなく大きな「黒真珠」ではあるけれど。

「父は、そんなことなにもわたくしには──」

　ただ宝珠としか聞かされてこなかったのだ。島だなんて、誰が曲解するものか！

「なにしろ、三百年経たっているからな。後世に正しく伝わっているとは限らんだろう」

　オルフェスは、レオノアの、父王に対する憤ふん懣まんを、見抜いたみたいにとりなす。

「だ、だけど。そんな大切なことが間違って伝わるだなんて」

「厳密には、噓とは言いきれないだろう。あの島全体が、一粒の黒真珠だと考えれば」

「……それで。あの島には、それほどすばらしい黒真珠がどっさりと？」

「さあな。確かめた者もいなければ、確かめるすべもなかったらしい──三百年間」

「どういうことですの？」

「アタルビルの領海に入ったとたん、沈んでしまったんだ。そしてそれきり、誰も近づくことのできない領域になった」

「あの……潜って調べればよいのでは」

「それができるなら、誰も苦労はしないよ」

　オルフェスは、あらゆる手を尽つくした苦労人みたいにあきらめた口調で言った。

「近づくこともできないというのは、つまり、海上からも海中からもということなのですか？」

「ああ。それでだ、最近になって学者たちが当時の文書の解読に成功して──あの島を浮上させるためには、ベルラネグロの真珠の力が必要だということをつきとめたんだ」

「ベルラネグロの……真珠？　真珠にそのような力が」

「いや。真珠そのものではなく──ベルラネグロには、いるだろう。真珠になぞらえられる美しい四人の王女が」

「あ……」

　レオノアはぽかんとしてオルフェスを見た。苦笑を浮かべつつ、どこか楽しそうなその顔を眺めているうち、いろんなことが腑に落ちた。

「つつ、つまり、アタルビルには、わたくしたちのうちの誰かを迎える必要があったということですか？　……そのためには、婚こん姻いん関係を結ぶのがいちばん自然な方法だと」

「まあ、言ってみればそういうことだ」

「……なにもわたくしでなくとも、姉や妹たちでもかまわなかったと」

　言いながら、次第に腹が立ってくる。オルフェスとアタルビルの重臣たち──セレーネも含むかもしれない──のみならず、ベルラネグロの両親に対しても。

　花嫁を、ただ利益を得るための道具とみなす婚こん家かと、知っているのか知らずしてか、国宝奪だつ還かんのためだけに嫁に出す実家。どっちがどれほど腹黒いのだろう。

　ところが、オルフェスはレオノアのその言葉を聞くなり、

「いいや」

　と否定したのだ。

「何度も言ったと思うんだが。他の誰でもないきみを、俺が選んだのだ、と」

「それは──そうですけど。でも」

　レオノアは、いちばん気になっていることを口にした。

「あなたとわたくしには、これまで一面識もなかったはず。どうしてわたくしだったのですか。会ったこともない異国の王女を、どうやって選ばれたのです？」

　器量は冴さえないし、姉エルゼみたいに、レイキャスト海一の美び姫きという噂うわさが立つはずもむろんのこと、ない。

「それは……」

　オルフェスは一瞬言い淀よどんだが、やがて顔を上げ、きっぱりとこう言った。

「きみなら、姉上に太た刀ち打うちできるだろうと思った。四姫の中で、飛び抜けてタフで、運動神経抜群だと聞いた。そして、その……ともかく、しっかりしていて強い精神力を誇ほこる二番目の王女ならば、あのセレーネがどんな仕打ちをしようときっと耐え」

　正直者のオルフェスは、気の毒にもそれ以上を言うことはできない。

　怒り心しん頭とうに発したレオノアが、がばとばかりに立ち上がり、つかつかオルフェスに近づくやいきなり胸むな倉ぐらを摑んだためだ。

「舐なめんなよ!!」

　一声吠ほえて、花のかんばせに強きよう烈れつな平手打ちをくれる。

　ばしぃいいいいん……と、いい音がした──それはもう、城全体に反はん響きようするかのごとき勢いで。







　城の裏手を散歩していたレオノアは、少し先に見馴れないものを見て足を止めた。

　正確には、「この城では」見馴れない、であり、そのもの自体は知っていた。よく知っていた。

「セッピアだわ……」

　城壁に凭もたせかけるように斜めに置かれた板戸に、ずらりと並んでいるのは、ベルラネグロではそこそこメジャーな海産物。他国では、あまり食用にされることがないという十本足の軟体動物だ。

　それが、腸ちようを抜かれ、きれいに開かれた形で、干ほされているのだった。

「懐かしい……」

　姉のエルゼは、このセッピアの干ひ物ものが大好きで、いつも自作していたものだ。からからに乾いたところを軽く火で炙あぶり、卵と脂あぶら、酢を使ったソースをつけて食する。その際、食べやすいように細く裂さくものだから、エルゼはたまに、美しい唇くちびるの端からセッピアの足をはみ出させていることがあった。レイキャスト海一の美姫、も台無しになる瞬間。

　──嫁いできたのがお姉様でなくて、まだよかったのかも……？

　レオノアは、複雑な気分に見舞われた。そんな噂に高い美姫を王太子妃として迎えてみたら、実はゲテ物好きの大酒飲みだった、ではベルラネグロの評判が地に落ちてしまう。

　となれば、そういう心配のない自分がやっぱり無ぶ難なんな選択だったのかもしれないと思い、今度は嫌な気がした。

　平手打ちをかまして以来、オルフェスとは丸一日、目も合わせていない。今け朝さは朝餐の儀も、体調不良の口実で欠席した。

　せっかく心が通じ合えた気がしたのに、「神経が図ず太ぶとい」というだけの理由で嫁にもらっていただいた、だなんて。

　いつになくじくじくと恨むレオノアである。セッピアの乾き具合を確かめるため、つと手を伸のばしたとたん、

「レオノア！　そこでいったい、なにをしているのです！」

　今やすっかりお馴染みの叱責が飛んでくる。次ついで、裏手からセレーネが現れた。

「お義姉様、ごきげんよう……なにをしていたわけでもありませんわ。ただ、こうやってセッピアを干しているところを、ひさしぶりに見たので懐かしくなって」

「……おや。あなたのお郷さとでも、セッピアの一夜干しを食べるの？」

　珍しく、セレーネが興味を持ったふうに訊ねてきた。

「ええ。人によっては……でも、一夜干しというのは聞いたことがありませんわ。からからに乾燥させたものを、こうやって細く裂いて、卵と脂と柑かん橘きつなんかを搾しぼった汁で作った」

「からからに乾燥ですって!?」

　人の話を最後まで聞く気がないのか、セレーネはのけぞらんばかりに叫ぶ。

「そんなことをしたら、固くなるじゃありませんか！」

「ええ。でも、意外といけるんですよ、これが。嚙かめば嚙むほど味が出るといいますか……あ、ソースには香こう辛しん料りようを足しても美お味いしいんです。ぴりっと辛いのがいいですね」

「なんという邪道……セッピアは、一夜干しに限ります！　そんな野や蛮ばんな食べ方なんて、わたくしは断じて認めませんからね！」

　セレーネは一方的に決意表明すると、すたすたとまたどこへともなく去っていった。

　残されたレオノアは、軽く肩をすぼめる。

「やれやれ。なにごとにも頑がん固こな人っていうのは、いるものだわ。それにしても……やっぱり、お姉様がここにお輿こし入いれされなくて正解だったわね」

　べつに、オルフェスの人事能力を褒ほめているわけではない。断じて。
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　そのオルフェスに、里帰りを打診したのは、いわゆる「郷に帰らせていただきます」的な意味ではない。

　そこまで関係がこじれることもなく、翌朝にはレオノアは朝餐の儀に復帰していた。

　だからといって、オルフェスを許したかといえばまあ、微妙なところなのだが……眺めるぶんには眼がん福ぷくだし、それにこのタイミングで切り出せば、オルフェスも、レオノアがベルラネグロに一時的に戻ることを、認めないわけにはいかないだろう。

　そういう計算も働かせたのだったが、案あんの定じよう。

「里帰りか……いや、きみがどうしてもというのなら、絶対に認めないというものでもないが……」

　らしくもなく煮にえ切らない返事に、レオノアは内心おかしくて顔が歪ゆがみそうになる。

「だが、なぜまた、急に？」

　次いだ質問には、ちょっと躊ちゆう躇ちよしたが。

「──この間の件なのですけれど。いやしくも娘を外とつ国くにに嫁がせるというのに、正確な情報すら伝えない迂う闊かつさ。我が親ながら情けないのです。そのあたりを、ちょっと父に」

「なるほど。殴りこみか」

「っ。そ、そんな勇ましいものでは……せいぜい皮肉を言うぐらいですわ」

「いやいや。きみは意気ごんでいなくても、いつでも自然に勇ましいと思うぞ？」

　頰がかっと熱くなり、そういう自分にレオノアはうろたえた。

　だって、殴られるだけの理由を作ったのはあなたじゃないの！

　──思っても、これ以上責せめるのも、なんだか無理してるみたいで……。

　ほんとうはもう、わだかまりも溶けている。なのに、いつまでも怒っているふうな態度は取りづらいレオノアだった。

「ベルラネグロか。いい所だと聞く」

　オルフェスは、ちぎったパンをスープに浸ひたしながらつぶやく。

「ええ。とてもいい所です。そりゃあ、アタルビルの人には、田舎いなかすぎて刺激が少ない、つまらない国かもしれませんけど……」

「いってもみないで、つまらないかどうかは決められないな」

「はあ。まあ、そうですよね」

「というわけで、俺もいこう」

　レオノアは、扇を使う手を止めた。

「──は？　なんとおっしゃいました？」

　なにかとても、意外なことを聞いたような気がする。

「俺も、きみといっしょに里帰りすると言ったんだが」

　きょとんとするレオノアを、オルフェスは面白がるふうに見つめた。

「あの、わたくしの郷は、あなたのお郷ではないように思うのですが……？」

「教えてもらわなくとも、そのぐらいのことはわかっている。きみの里帰りに便乗して、俺もベルラネグロ見物をしてこようという話だ。デモーニオの島について、新たな発見があるかもしれないしな」

「そ……、そんなこと。セレーネ様の許可が出ますでしょうか」

「出なければ、無断でいくさ。駆け落ちというのも、悪くないかもな」

「か、駆け落ち!?」

　突拍子もない案に驚き、それから……なんだかロマンティック、などと思ってしまった。

　レオノアが絶句しているのを見て、オルフェスはにやりとする。
















「そんな外がい聞ぶんの悪い話には、姉上だってしたくないだろうさ。ということで、許可は出ると予想する」

「はあ……」

　なんだかわからないうちに、またまたうまくまるめこまれたような気がする……。

　朝餐の間を後にしながら、レオノアは首をひねった。

　──じゃなくて。

　それはつまり、ハネムーンってこと!?　いや、いき先は私の実家だけど、初めての二人の……いや二人きりなわけはないけれど。

　でも、二人いっしょの旅であることに間違いはない。

　そのことを、特に受け容れ難くも感じない自分がいた。

　なんだかわくわくとしてきた。長い船旅になる。備び蓄ちく用ようの食しよく糧りようをたくさん持っていかないと。お姉様たちへのお土産みやげは、なにがいいかしら。あ、エルゼ姉様からは乾いたセッピアを十枚ばかり、忘れずにもらってこないと。同じ食材でも、国によって食べ方が変わり、しかもそれぞれに美味しいもの。あれを召めし上がったら、お義姉様にだってそれがわかるはずだもの。もちろん、ペーター先輩とリサもいっしょだわよね？　リサは、ベッドカバーに織おりこまれた風景を、生で見てみたいとか言っていたし。

　楽しい旅を思い描えがきながら、レオノアの足取りはいつか軽やかに、踊るようなステップで廊下を渡っていった。








おしまい












あとがき




　こんにちは。はじめまして。このたび、「笑わん殿下のヨメのたしなみ！」でデビューさせていただきました、留る萌もいまりかと申します。

　……とはじめても、きっとどこからもつっこまれることもないかと思うのですが、実じつ際さいには二〇一二年に文庫デビューしてます……あれから幾いく星せい霜そう、こんにちは、二年に一度の世界陸上、がない年に来らい襲しゆうする留萌です、とご記憶いただければ（うーん、カッコ悪い……）。

　いや、そんな約二年、いったいお前はなにやってたんだ、という話ですが、いっこうに向上しない創作能力をもてあましつつ、副業に励はげんでおりました……。

　って、どうみてもこっちが副業ですよね。見み栄えを張ってしまいました。

　でも、心意気だけは一人前になれるよう、己おのれを叱しつ咤た激げき励れいしつつプロットを捻ひねったり、原稿を書いたりしておりました。そんな途上にある現在、まだまだ一人前にはほど遠いものを感じているのですが……でも、世界陸上に間に合わせることができませんでした……。

　まあ、そんなクズみたいな話はどうでもいいのですが、そうこうするうち、オリンピックが始まってしまったことは、皆さまもご存じでしょう。

　夏期に比べて、種目も少なく馴な染じみの競技もない、というのが定じよう説せつかもしれないのですが、私は冬季オリンピックも好きなのです。しかし、それで思うのは、フリースタイルスキーのハーフパイプ。

　そのストックは必要なのか……？

　自分では観光スキー程てい度どの経験しかないにもかかわらず、要いらんだろうとしか思えない。

　合ごう理り的てきな解決をお持ちの方、是ぜ非ひお教え下さい！

　……そんなわけで、二年ぶりの新刊を前に、最終的には「自費出版でお願いします」と今にも言われるのではないかとひやひやしつつ、もしそうなったときにはどこから費用を借りればいいのか、思し案あんに暮れてもいるのでした。

　得え体たいの知れない不安の中、鈴ノ助様の美しいキャララフには、ずいぶん助けていただきました。過か分ぶんに美び麗れいなキャラたちなのですが、このイラストがつけば、それらしく見えるかもしれない、という他力本願にもほどがありますね。汗。

　さらに迷惑をかけております、ビーズログ文庫編集部の皆様にも感謝いたします。なんかすみません……。

　ここまで読んでくださった皆様。いかがでしたでしょうか。もし、ご感想などありましたら、教えて下さると幸いです。励はげみになるようなお言葉もいただけない新米です。

　それでは。次回は二〇一六年の夏ごろにお目にかかれれば幸いです。ごきげんよう。
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